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新生フォルトーゼ正規軍







　マスティル領の北部、パルドムシーハ領にほど近い場所に、ラウストルと呼ばれる大平原が広がっている。

　ラウストルという名前は、フォルトーゼでは女め神がみの休息地という意味を持つ。マスティルは領地の多くを山さん岳がく地帯が占しめているが、その中で例外的に広い平地であった為ために、この地で暁あかつきの女神が足を休めたという神話が残っているのだ。

　そして山岳地帯に広がる大平原である以上、そこは自然と交通の要所となる。すると交易を主な産業とする町が栄え、それを守る為に軍が駐ちゆう留りゆうするようになる。

　このため新生フォルトーゼ正規軍は、この地でクーデター軍と激げき突とつする事となった。皇都フォルノーンへの進しん攻こうを考えると、どうしても避さけては通れない戦いだった。




　新生フォルトーゼ正規軍は、パルドムシーハ領へ逃のがれたアライアが新たに組織した軍隊だった。皇家との親交が深いパルドムシーハ家の騎き士し団だんを母体としており、当初の兵力は僅わずかに五百。旧フォルトーゼ皇国軍を母体としているクーデター軍とは余りに大きな戦力差があった。新生皇国軍には皇家への忠誠の高さで名高いウェンラインカー家が参加を決めていたが、その到とう着ちやく前に鎮ちん圧あつされるだろうというのが大勢の予想であった。

　しかし新生フォルトーゼ正規軍はこの予想を覆くつがえした。防衛側が有利な籠ろう城じよう戦せんだったとはいえ、クーデター軍の討とう伐ばつ隊二千を相手に、初戦を見事な勝利で飾かざった。そこへ無事にウェンラインカー家が合流。続く二戦目も勝利で終わった。

　この二度の勝利が評判を呼び、少しずつ国民全体に新生フォルトーゼ正規軍へ期待する声が広がっていった。おかげで軍に参加する者達たちが増え、物資も十分に集まるようになっていった。

　そしてその兵力が三千を超こえた時、アライアは遂ついに決断を下した。皇都フォルノーンを奪だつ還かんし、逆臣マクスファーンを討うつ。皇都を脱だつ出しゆつしてから数すうヶか月げつ。アライアは遂にフォルトーゼを取とり戻もどすべく、進しん撃げきを開始したのだった。




　こうして正規軍とクーデター軍はラウストルの地で向かい合っていた。その数は正規軍三千に対し、クーデター軍は四千。クーデター軍は国境の警備や暴動の警けい戒かいに人手を割さかれ、全軍をこの地に集結させている訳ではない。

　クーデターが起きて統制が乱れている時は、隣りん国ごくからの侵しん略りやくが起こり易やすい。また、既すでに数ヶ月続いている圧政に国民の不満は爆ばく発はつ寸前だった。

　そういった事情から全軍を集結させられないとはいえ、それでもクーデター軍は数でも質の上でも正規軍を上回っている。正規軍は三千の兵力があるとはいえ、その大半がまともに訓練を受けていない志願兵なのだ。実際の戦力は幾いくらか目減りして、二千五百ほどに相当すると考えて構わないだろう。

　従って実質的には二千五百対四千。

　このまま両者が激突すれば、正規軍の敗北は避けられない状じよう況きようだった。あくまでこのまま激突すれば、だが。










　正規軍の野営地、そのテントの一つにクランの姿があった。

　クランが腕うで輪わに指示を出だすと、彼かの女じよの身体の前に表示されている立体映像が、次々と別の映像に切きり替かわっていく。それらは全すべて平原に陣じんを張る軍隊の映像だった。

　このテントは孝こう太た郎ろうとクランに割り当てられたものなので、兵達に見み咎とがめられる心配はない。クランはテントの中から無人偵てい察さつ機きを操あやつり、敵の様子を窺うかがっていた。

「どんな様子だ？」

　その映像を、すぐ近くにいた孝太郎が一いつ緒しよに覗のぞき込む。するとクランは孝太郎に状況を説明し始めた。

「向こうは野戦で正面から激突するつもりのようですわね。砦とりでを出て、平原に陣を張っていますわ」

「数が多いから、小細工は要いらないってか」

「こちらが烏う合ごうの衆だというのは少なからず真実ですわ」

　クーデター軍は町にある砦から外に出て、ほぼ全ての兵を平原に展開していた。砦に籠こもれば防ぼう御ぎよ力りよくは高くなるが、反面多くの兵員がいる場合にはその兵力を生かしきれない。そこで数で大きく勝まさるクーデター軍は砦を出て布ふ陣じん、新生正規軍を一気に殲せん滅めつする戦法を選せん択たくした。下手に砦で迎げい撃げきするより、全兵力を一気に使って短期で決着させる方が、大きく見れば兵員の被ひ害がいも少なくて済むのだ。

「となると、このまま行くのはまずいな」

「まずいですわよ」

　無人機の送って来た映像を見ながら、孝太郎とクランは肩かたを寄せ合うようにして相談を続ける。騎き士しと従者という触ふれ込みだが、どちらかというとその姿は将軍と軍師といった雰ふん囲い気きだった。

「このまま行くと、ほぼ間ま違ちがいなく全ぜん滅めつですわね」

「この鎧よろいがいくら強くても、何千人も倒たおせるほどではないからな」

　ゴン

　孝太郎は自分が着ている鎧の胸のあたりを叩たたく。

　孝太郎の鎧は科学の粋すいを集めて作られているので、この時代においては無類の強さを誇ほこる。普ふ通つうの兵を相手にする限り、決して負けはしないだろう。しかしいくら強くても、全ての敵を倒す前に味方が全滅していては意味がない。今度ばかりは鎧の力に頼たよった戦いは出来ないのだった。

「鎧か………そういえばベルトリオン」

　そう言ってクランは孝太郎の左ひだり腕うでに目を向けた。

「左腕の調子はどうですの？　きちんと動いておりまして？」

「ん？　ああ、大だい丈じよう夫ぶ、うまく動いている」

　孝太郎は左腕を顔の前まで持ち上げると、左手を握にぎったり開いたりという動きを繰くり返かえした。

　クランと戦った時以来、鎧の左手は壊こわれたままになっており、孝太郎は壊れた部分の代わりにキリハから借りた篭こ手てを身に着けていた。それを最近になってクランが修理し、ついでにキリハの篭手はそのまま左腕の中に組み込まれた。

「炎ほのおと電でん撃げきはその状態でも操れまして？」

「問題ない。うまくいってる」

「それは良かったですわ」

　クランは満足そうに笑うと、眼鏡の位置を直す。その表情にどことなく安あん堵どの色が混じっているのは、孝太郎の身を案じればこそだった。

　左手が壊れたままでは防御力や腕わん力りよくは大きく損そこなわれる。また気密も失われるので、水中や宇宙空間などでリスクが高まる。それが気になっていたクランは、左手を修理したのだ。

「お前の修理は完かん璧ぺきだよ。ありがとう、クラン」

「………馬ば鹿かみたいですわ。自分で壊した部分を自分で直すだなんて」

「それを言うならお互たがい様さまだろう。ともかく助かったよ」
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「うぅ………」

　孝太郎に礼を言われ、僅かに顔を赤らめるクラン。照てれ隠かくしか、クランは二、三度咳せき払ばらいを繰り返してから、話題を元に戻した。

「そ、それより、今後の事ですわ。正面から激突する訳にはいかない。ではどうすればいいのか」

「ふふ、そこでクランさんの出番、という事になる訳ですよね？」

　まだ幾らか顔が赤いクランに笑いかけたのは、孝太郎達たちと一緒にテントの中にいた少女だった。

　彼女はリディス・マクスファーン。クーデター軍を率いるマクスファーンの姪めいにあたる人物だが、マクスファーンとは袂たもとを分かち、アライアの味方をしている。彼女は錬れん金きん術じゆつを研究していた学者だったので理解力に優すぐれている。そこで彼女はしばらく前からクランの助手を務めていた。そんな理由から、彼女だけは孝太郎達が極きよく端たんに進んだ科学を利用している事を理解しつつあった。

「おほんっ、そうなりますわね」

　リディスが居る事を思い出した事で、クランは逆に少し冷静になった。そして彼女はもう一度咳払いをすると、テーブルに広げられた地図を示しながら自分の考えを披ひ露ろうしていった。

「………囮おとりを使って敵を誘さそい出し、手て薄うすになった砦を急きゆう襲しゆう、逆に砦に立たて籠もってしまう。そうすれば砦に設置された兵器が使えますし、堅けん牢ろうな城じよう壁へきのおかげで戦力差もひっくり返せる」

「すると向こうは砦に蓄たくわえた物資が使えなくなる上に、攻こう城じよう用の準備もない訳ですから、自然と撤てつ退たいせざるをえなくなる、という感じでしょうかね」

　リディスがクランの説明を補足する。クランが戦術支し援えん用の人工知能から引き出した答えを、リディスは孝太郎よりも先に理解していた。対外的には作戦は孝太郎が決定しているという事になっているが、実際に決めているのはクランとリディスなのだ。

「なるほど、良い考えだ。それで、具体的にどうする？」

「ベルトリオン、あなたは今夜のうちに兵を率いて砦の背後の森に隠れて下さいまし」

「お前は？」

「わたくしは囮の部隊を使って、向こうの本隊を町から引ひき剥はがしますわ。成功したら連れん絡らく致いたしますから、突とつ入にゆうなさって」

「では、その連絡は私が担当致します」

「よし、それでいこう。私はアライア殿でん下かに作戦を報告してくるから、詳しよう細さいはお前達で詰つめておいてくれ」

「分かりましたわ」

　そして孝太郎は一人テントを後にする。アライアへの報告は孝太郎の仕事だ。

　何な故ぜなら今の孝太郎は、新生フォルトーゼ正規軍の指揮官となっていたからだった。










「各部隊に伝令を出してくれ。今見付かると何もかも御ご破は算さんになる。焦あせらず慎しん重ちように進め、と」

「分かりました、青騎士閣下」

　志願兵の一人が孝太郎に敬礼する。そしてその兵は足早に孝太郎から離はなれ、森の闇やみの中へと消えていった。それを見送ると、孝太郎は再び歩き始める。その速さは普ふ段だんよりもずっと遅おそい。

　現在、孝太郎達は夜の森の中を行軍している。先頭は鎧の力で暗視ができる孝太郎。その後に、総勢二千五百の兵が続いている。暗視と正確な地図、そして無人機のフォローのおかげで、孝太郎達は深夜の森の中を明かりを使う事なく行軍し続けていた。

　だがこの時代の人間は夜の暗くら闇やみを必要以上に恐おそれる傾けい向こうがある。不安に駆かられて火を点つけたがる兵も多く、それをうまくなだめつつ、兵がはぐれないように行軍速度を落として進む必要があった。夜が明けてクランの陽動が始まるまでは、焦りは禁物なのだった。

　ちなみにそのクランは、フレアとカリス、そして五百の兵を連れ、砦を挟はさんで孝太郎達とは反対側の位置に目立つように布陣している。それをクランの科学やカリスの魔ま法ほうで数倍の兵力に見せかける。その囮に引っ掛かかってクーデター軍の主力が出しゆつ陣じんした時が作戦決行の時だった。

「青騎士閣下、一つ質問をしてもよろしいでしょうか？」

　戦せん闘とう時に副官を務める青年が孝太郎に囁ささやきかける。その言葉を聞いた途と端たん、孝太郎は口元を軽く歪ゆがめて苦く笑しようした。

「それは構わないが………そんなに畏かしこまらなくていいと、いつも言っているだろう？」

「は………しかし青騎士閣下は我々の希望でありますから」

　青年は孝太郎よりも何なん歳さいか年上だ。だが、話をする時には決まってこんな風に強い尊敬の念を向けてくる。これは彼かれだけではなく、新生フォルトーゼ正規軍全体で言える事だった。

　そうなってしまう理由は、孝太郎の活かつ躍やくが人々に広く知られるようになっていたためだった。収しゆう穫かく祭さいの最中の農村が毒と巨きよ人じんで攻こう撃げきされた一件から始まり、クーデター軍の追つい撃げき隊を打うち払はらいながらパルドムシーハまでアライア一行を守り通した事。そしてそのすぐ後に起こった籠城戦、続く追つい撃げき戦せん。その全てで孝太郎は目覚ましい活躍をした。その活躍はあっという間に人の噂うわさとなり、白銀の姫ひめ・アライアと並び立つ、青き鎧の騎士・レイオスの名前はフォルトーゼ中に轟とどろいていたのだ。

「参ったな………」

　しかし当の孝太郎はというと、この状況に少し困こん惑わく気味だった。

　本来、孝太郎は本物の青騎士が見付かるまでの身代わりの筈はずだった。しかしいつまで経たっても本物の青騎士は見付からず、遂にはパルドムシーハに辿たどりついてしまい、反はん攻こう作戦も始まってしまった。孝太郎の手て柄がらは本来青騎士が挙げる筈だったもの。それをかっさらってしまっている訳なので、孝太郎は複雑な気分だった。

　そしてそんな感情を更さらに後あと押おしするのが、孝太郎自身は大した力を持っていないという現実だろう。霊れい視の能力は早さ苗なえが与あたえてくれたもの。鎧はティアが与えてくれたもの。電気と炎を操る篭手はキリハが与えてくれたもの。そして更に言えば、孝太郎の自覚はないものの、その身を守る魔法はゆりかが与えたものだった。その全てが他人から与えられた力。それゆえ孝太郎は敬意を向けられても誇る事が出来ず、申し訳ない気持ちになってしまうのだった。

「………ふぅ。それで、質問とはなんだ？」

　だがそれは悩なやんでも仕方のない部分ではある。真実を明かす訳にもいかなかったし、自分の力だけで戦うのも現実的ではない。諦あきらめて気持ちを切り替えた孝太郎は、青騎士として副官の青年に先を促うながした。

「それではご質問させて頂きますが………閣下は何なに故ゆえに、敵を殺そうとなさらないのですか？」

　青年の質問は、孝太郎の戦いぶりへの疑問だった。

　孝太郎は戦場においても人を殺そうとしなかった。鎧や篭手の力を利用して、敵兵の意識を失わせたり、怪け我がを負わせて行動不能にさせたりしていた。それはこの時代の人間にとっては、わざわざ大きな苦労をしているようにしか見えない行こう為いだった。

「敵などいない」

　実はこの類たぐいの質問は初めてではなかった。クランやフレアにも尋たずねられた事のある質問だったからだ。だから孝太郎は迷うことなく答えた。

「は？」

　孝太郎の答えは、演劇の台本に記されていた青騎士の言葉だった。台本の中の青騎士も敵を殺す事はなく、同じ事を尋ねられるシーンがあったのだ。

「敵などいない。彼らは全てフォルトーゼの国民だ。理由はどうあれ、フォルトーゼの国民が死んでいく事を、アライア殿下は望まない」

　孝太郎は台本の通りに答えたが、実際の所、孝太郎自身も同じように考えていた。アライアを、そして今は遠くにいるティアを、悲しませたくはなかったのだ。

「それにここだけの話、戦術的な意味もある」

「戦術的、でありますか？」

「ああ。怪我をさせたり意識を失わせたりすれば、その兵を連れて帰る為に一人以上の兵が必要になる。つまり一人殺すよりも多くの兵力を削そぐ事が出来るんだ」

　これはクランから教わった近代戦術だった。

　敵を殺せば、敵の兵力は殺した分だけ低下する。しかし怪我をさせたり気を失わせたりすると、その兵を後退させる為に複数の兵力が割かれる。つまり一人倒して二人以上の兵力を削ぐ事が出来るのだ。現代の戦争においても、この効果を狙ねらって地じ雷らいなどの爆ばく発はつ力りよくが加減されていたりする。非常に重要な戦術なのだ。

「それは確かにそうでありましょうが………その為に青騎士閣下が危険な目に遭あっては元も子もありますまい！」

　副官の青年が心配していたのは、孝太郎がしばしば危険な目に遭う事だった。

　気絶した振ふりや、怪我をして動けない振りをする敵兵は少なくない。実際、孝太郎はそういう敵兵から何度か攻撃を受けていた。幸い鎧の力のおかげで無事で済んでいたが、副官の青年としては毎回気が気ではない。祖国の奪還、その希望となる存在を、そんな事で失う訳にはいかない。彼はその為になら、敵は殺してしまうべきだと考えていたのだ。

「心配する事はない。私はアライア殿下に誓ちかった。殿下を必ずお守りすると。その誓いを果たさずに、決して死んだりはしない」

「………失礼致しました、青騎士閣下」

「いや、いい」

　誓いは騎士にとって何よりも貴ぶべきもの。それを孝太郎が口にした段階で、副官の青年には反論の余地は残されていなかった。だがそれは誓いを盾たてに反論を封ふうじたようなもので、まるで答えにはなっていない。

　―――悪かったよ、せっかく心配してくれたのに………。

　だから孝太郎は苦笑しながら、胸の内で青年に詫わびるのだった。










　皇都フォルノーンは大きな都市だった。もちろん現代の都市に比べれば小さなものでしかない。だが、この時代の都市としてはトップクラスの大きさを誇っている。それはフォルトーゼ皇国が強い国であるという事、そして代々国を治めた皇族達たちが賢けん明めいであった事の証あかしだろう。

　しかし今、この都には皇族は一人もいない。都の中心には皇こう宮ぐうがあるが、その玉座に座すわる男は皇こう帝ていではなかった。

　ビオルバラム・マクスファーン。

　彼はフォルトーゼで古くから高名な学者や役人を輩出してきたマクスファーン家の出身で、自身も大臣として皇帝に仕えてきた人物だ。だが彼は自らの野心から皇帝を殺害し、クーデターを引き起こした男だった。

「ラウストルが落ちたか………」

　玉座の間に男の声が朗々と響ひびく。

　初老に差さし掛かってなお、力強さを感じさせるその声。そしてその声に負けないくらい、がっしりとした体たい躯くを持つ男。それがマクスファーンだった。

「予想より早いな」

　マクスファーンは玉座の肘ひじ当あてに肘を置き、考え込むようにして両手を組んだ。

「はい。もう少し時間がかかると思っていたのですが、思ったより勢いがあったようですな」

　それに答えたのは長身で白髪しらがの老人だった。その身を飾かざるローブの上からでも、その体躯が華きや奢しやである事が分かる。その姿はマクスファーンとは正反対の印象を持っている。

　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長グレバナス。

　彼はフォルトーゼの魔ま法ほう使つかいの最上位に位置し、先代の皇帝の時代から長く皇家に仕えてきた人物だった。その実力も国内最高レベルで、七人のアークメイジの一人に数えられている。しかし彼もまた、クーデターを引き起こした人物だった。マクスファーンと共に国を裏切ったのだ。

「陽動に引っ掛かって全兵力を展開した時に、背後から砦に奇き襲しゆうを受けたようです」

「アライアも随ずい分ぶん思い切った手に出たものだ。虫も殺せないような少女であったが………やるようになった」

　実は先さき程ほど、グレバナスに配下の情報員から連絡が入った。その内容は、ラウストルの町とその砦が、新生フォルトーゼ正規軍の支配下に入ったというものだった。

　だがそんな情報を得たというのに、マクスファーンとグレバナスには落らく胆たんした様子はなかった。むしろその反対に、アライアの善戦を歓かん迎げいしているかのようだった。

「それと、強力な騎士がアライアの味方についたという噂は本当だったようです」

「例の青騎士とやらか………」

「はい。今回の戦いにおいても、青騎士が活躍していたようです。陽動作戦の立案はもとより、砦に単たん騎きで突入して、内側から門を開けさせたという話です」

「ほう………それではひとたまりもないな」

「はい。実に鮮あざやかな奇襲で、あっという間に砦は制圧されたようです。我わが軍は物資と帰る場所を失い、早々に撤退したとの事です」

「はっはっはっはっ、見事だ、実に見事だアライア！　そして青あお騎き士しとやらも！」

　マクスファーンは大たい笑しようし、アライアと孝こう太た郎ろうを称しよう賛さんする。手も足も出ずに重要な戦略拠きよ点てんを失い、敵軍の南下を許した事など、まるで気にしていない様子だった。

「街への被ひ害がいはなく、また死傷者はほぼゼロ。おかげで新生フォルトーゼ正規軍の評判は高まる一方です」

「そうなるだろうな。実に民衆が好みそうな話だ」

　これまではグレバナスの話を頷うなずきながら聞いていたマクスファーンだったが、ここでその目を細め、表情を鋭するどくした。

「………グレバナスよ、連中がそれだけの戦果を挙げているという事は、アライアは皇家の宝ほう剣けんの封ふう印いんを解いたのだろう？」

「それが………どうやら彼らは宝剣なしで勝利を重ねているようなのです」

「なんだと!?」

　ドンッ

　マクスファーンは顔を驚きよう愕がくで歪め、玉座の肘当てを思い切り叩くようにして立ち上がった。これまでのような余よ裕ゆうのある表情は、完全に消きえ失うせていた。

「それは本当か!?　間ま違ちがいではないのか!?」

「はい。暁あかつきの女め神がみの神しん殿でんの封印は維い持じされております。剣が持ち出だされた形けい跡せきはありません。現地に潜せん伏ぷく中の者達が確かく認にんしております」

　グレバナスの冷静な報告を聞くと、マクスファーンは驚おどろきの表情のまま、ゆっくりと玉座に腰こしを下ろした。

「まさかな………アライア達が神しん託たくの宝剣を使わずに勝ち続けているとは………にわかには信じ難がたいが………」

「ですが事実です。彼らは宝剣なしに魔ま道兵を退け、大きな兵力差をものともせずに勝ち続けているのです」

「厄やつ介かいな状じよう況きようになったものだ………」

　マクスファーンはここで大きく溜ため息いきをついた。その表情は苦々しいものに変わっている。アライア達の予想外の善戦は、マクスファーンを驚かせると共に、大きく落胆させていた。

「青騎士が、思った以上にやるようですな」

　グレバナスも同様で、淡たん々たんとした雰ふん囲い気きは変わらなかったが、言葉の端はし々ばしに苦々しい思いが滲にじみ出でていた。

「となると、こちらも攻せめ方かたを変えなければならんな」

「仰おつしやる通りかと存じます。今回の勝利をきっかけに、アライアに対する人的物的な援えん助じよが増える事でしょう。現に我が軍からも離反者が続出しております。我が軍と戦力が拮きつ抗こうする可能性は十分にあります」

「そうなっては我らの望みは叶かなわん。現状において、アライアに危機感を持たせるにはどうするべきか………」

　そうしてグレバナスとマクスファーンは今後の計画を練り始める。

　だがそれは彼らのクーデター軍が新生フォルトーゼ正規軍とどう戦うのかという計画ではなく、何故かアライア個人を追おい詰める為ための計画なのだった。







誓いと階級章







　シャルルが走ると、その金色の髪かみが大きく広がっていく。そこへ頭上から太陽の光が降ふり注ぎ、その髪を鮮やかに輝かがやかせる。それはまるで、金色に輝く麦の穂ほが、風に揺ゆれているかのようだった。

「おーい、あおきしー！　どこにおるのじゃー！　すがたをみせいっ！」

　シャルルはそう叫さけびながら、ごった返す人の波をすり抜ぬけていく。彼かの女じよの背は周囲の人間達に比べると極きよく端たんに低いので、先を見通す事が出来ない。彼女はそうやって名前を呼びながら捜すしかないのだった。




　ここはラウストルの町にある砦とりで。最近までクーデター軍が駐ちゆう留りゆうしていた場所だが、現在は新生フォルトーゼ正規軍の支配下にあった。昨日行われた戦闘により、この砦からクーデター軍を追い出す事に成功したのだ。

　そんな訳で、砦には多くの人間の姿があった。砦といえば騎士や兵士が沢たく山さんいるイメージが一いつ般ぱん的てきだが、実はそうでもない。軍隊が移動する場合、それと同じぐらいの規模の補給部隊が必要になる。現代とは違ちがって運うん搬ぱん用ようの自動車や航空機が存在していない為、自然とそうなってしまうのだ。このため騎士や兵士以外にも、補給部隊を務めるべく志願した民間人や、物資そのものを提供しに来た商人達など、砦は多種多様な人々の姿で埋うめ尽つくされていた。

　彼らの表情は一様に明るい。士気は高く、母国を取り返さんという強い意思が砦全体を包つつんでいる。この地域が元々皇家の領地であった事を差し引いても、それは揺るぎないものだった。

　皇帝と皇后の暗殺から始まったクーデター、そしてそこから始まった経済危機や治安の悪化。人々の暮らしは数すうヶか月げつにわたって圧あつ迫ぱくされてきた。だが新生フォルトーゼ正規軍が勝利を重ねる事で、そこに改善の兆きざしが感じられるようになった。それゆえ多くの人々が参戦するようになり、この未み曽ぞ有うの国難を力を合わせて乗り切ろうという気運が高まっていたのだ。

　そしてそんな人々の大きな意思―――それを恐らくは希望と呼ぶのだろうが―――の中心に存在しているのが、一人の若い騎士だった。

　戦場においては無類の強さを見せ、しかし決してそれに驕おごる事はなく、敵にすら情けをかける。騎士の規き範はんを重んじ、皇女アライアを守り続ける忠臣の鑑かがみ。人々が彼の名を口にする時には、特別な尊敬の念を込めてこう呼ばれる。『フォルトーゼの青き騎士、レイオス・ファトラ・ベルトリオン』と。




　皇女シャルルがその青騎士を見付けたのは、砦の城じよう壁へきのすぐ傍そばにある兵士の訓練場での事だった。

「殿でん下か、レイオス様なら訓練場で見かけましたよ」

「おほっ、ほんとうじゃっ！　あおきしのやつ、あんなところにかくれておったか！」

「ふふっ、隠かくれてはいないと思いますけど………新しい志願兵達と一いつ緒しよに、剣の訓練をしているみたいですよ」

「マリー、たいぎであった！　ほめてとらす！」

「あは、光栄です、殿下」

　侍じ女じよのマリーにその居場所を教えて貰もらうと、シャルルは一直線に訓練場へ向かう。人々は走るシャルルに道を開け、その背中に笑え顔がおを向ける。元気な子供の姿は、いつの時代も人々を笑顔にさせる。それはきっと明るい未来を想像させるからだろう。

「あおきしー！」

　シャルルは再びその名を呼ぶ。だが目的の人物にはその声は届かなかったようで、彼かれはシャルルの存在に気付かなかった。彼はシャルルもよく知る女騎き士しのフレアと向かい合って、互たがいに剣けんを振り回まわしている最中だった。

「ベルトリオン、お前の太た刀ち筋すじは綺き麗れい過ぎる。もう少し崩くずした方が読まれにくくなると思うんだが」

「そこは私に剣を教えた先生が厳しかったものですから………身体に染しみついたものは、なかなか抜けないものです」

　フレアは代々続くパルドムシーハ家出身の騎士なので、剣に関しては相当な実力の持ち主だ。彼女は女性の非力を補う為に、刀身の細い剣で素す早ばやく敵の弱点を突つく剣けん術じゆつを得意としている。その攻撃は鋭く、速い。

　しかしフレアと向かい合っている青い鎧よろいの騎士は、そんな彼女の攻こう撃げきを難なく受け流していた。着ている鎧は動きにくい重装そう甲こうの全身鎧、しかも使っている剣は振り回しにくい大型の伝統的な騎士剣。フレアは身軽な軽装鎧に取り回しのいい細剣なので、そのハンデは極きわめて大きい。にも拘わらず、青い鎧の騎士はフレアの攻撃をまるで風に舞まう蝶ちようのようにぎりぎりのところでかわし続けている。その上、彼らは既すでに数分にわたってそれを繰くり返かえしている。このため青い鎧の騎士は、尋じん常じようならざる体力と剣の技わざの持ち主、という事になるだろう。もっとも、これについてはフレアにも同じ事が言える。彼女もまた、一度も攻撃を浴びてはいないのだ。

「あおきしー！」

　しかしシャルルがもう一度その名を呼んだ時、この戦いに遂ついに終わりの時が訪おとずれた。

「殿下？」

　名前を呼ばれた騎士は、シャルルの存在に気付いて思わずそちらに目を向けてしまったのだ。

「隙すきありっ！」

　ひゅんっ

　するとそこへ当然のようにフレアの剣が迫せまる。だが、その剣は騎士の首の手前でピタリと静止する。そのまま剣が進めば、騎士の喉のどは切きり裂さかれていただろう。

「………だからお前は素す直なお過ぎるというのだ、ベルトリオン」

「お見事です、フレアラーン殿どの」

　苦く笑しようしながらフレアは剣を鞘さやに収める。すると彼ら二人を囲んで試合を見守っていた兵達がどっと沸わいた。フレアの勝利を喜ぶ者、反対に悔くやしがる者。二人の健けん闘とうを称たたえる者。自分を率いる指揮官達の実力を目まの当あたりにして、彼らの興奮は最高潮となっていた。

「あっ、あおきしっ！　うわっ、とととぉっ！　おーいっ！」

　そんな興奮気味の兵士達を掻かき分わけて、シャルルが訓練場に姿を現した。兵達の間をすり抜ける時にもみくちゃにされた彼女は足元がふらついていたのだが、青い鎧の騎士を見付けると再び元気に走り始める。

「やっとみつけたぞ、あおきし！　くろうさせおって！」

　散々探し回ってようやく目的の人物を見付けたので、その時のシャルルの笑顔はまるで本当に輝いているかのようだった。










　孝こう太た郎ろうがその場にしゃがんで視線を合わせると、シャルルは走るスピードを上げて弾だん丸がんのように突っ込んできた。

「あおきしっ！」

「殿下っ!?」

　そして孝太郎の手前まで来ると、思いっきり地面を蹴けって空中に身体を投げ出す。それは全力で受け止めろと言わんばかりの、体当たりの愛情表現だった。

　トサッ

　孝太郎は宙を舞う小さな身体を両りよう腕うででそっと抱だき止とめる。シャルルは毎度孝太郎が鎧を着ている事など完全に無視して突っ込んでくるので、そうやってうまく抱き止めてやらないと鎧に激げき突とつして大おお怪け我がをする。早さ苗なえが与あたえてくれた霊れい視の力と、鎧がシャルルの弾だん道どう計算をしてくれるおかげでいつも無事で済んでいるが、毎回緊きん張ちようする瞬しゆん間かんだった。

「………殿下、いつも申し上げているでしょう。怪我をなさいますから、もう少しゆっくりおいで下さいと」

「あおきし………そなた、もうわらわをうけとめたくはないということか？」

　注意されたシャルルは、酷ひどく悲しそうに孝太郎を見つめる。至近距きよ離りからその真っ直ぐで悲しそうな瞳ひとみを見ていると、なんだか自分の方が悪い事をしたような気になる孝太郎だった。

「そうではありませんが―――」

「だったらよいではないか。わらわはとぶ。そなたはうけとめる。なにももんだいはないのじゃ」

「いえ、そうではなくてですね」

　これまでにも何度も繰り返されてきた問答。その度に孝太郎が言いくるめられて終わってしまう。結局、シャルルの真まっ直すぐな感情を拒きよ絶ぜつできない孝太郎が不利なのだ。
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「そんなことよりも、じゃ」

　そして今回も例に漏もれず孝太郎の負けだった。シャルルはここまでの話を『そんなこと』として切り捨てると、ひょいっと地面に飛び降りた。そして両手で何かを捧ささげ持もち、孝太郎に向かって差し出した。

「あおきし、そなたにこれをとらす」

　シャルルの手の中にあったのは、小さな飾り物ものだった。それは長方形の木の板をベースにして、毛糸で編まれた帯が取り付けられた素そ朴ぼくな品だった。

「殿下、これは何なのですか？」

　孝太郎と一緒にシャルルの手の中を覗のぞいていたフレアが小さな笑みを浮うかべ、シャルルにその正体を尋たずねる。するとシャルルは自じ慢まんげに軽く胸を反らした。

「これはわらわと姉上でつくった、あおきしのかいきゅうしょうじゃ」

「階級章、ですか」

　飾り物の正体を教えられた孝太郎は、その木製の板の部分に注目する。そこにはインクで何かの文字が書かれていた。

　フォルトーゼの文字が読めない孝太郎が軽く首を傾かしげると、鎧に内蔵された翻ほん訳やく機きが働いて、インクの文字を翻ほん訳やくしてくれる。

『ふぉるとーぜのあおきし　かいきゅう　すごえらい　しゃるる　あらいあ　しんえいたいちょう』

　それは子供特有の右へ左へ波打った文字だったが、丁てい寧ねいに一いつ所しよ懸けん命めい書いてくれた事は孝太郎にも分かった。そしてその木製の文字板を、毛糸で編んだカラフルなリボンが飾る。こちらも素朴ながら丁寧に編まれており、孝太郎にはそれがアライアの手によるものだと分かった。

「これまでのわらわと姉上へのこうけんをたたえて、これをそなたにとらす」

　この階級章はシャルルが望み、シャルルとアライアが二人で作ったもの。しばらく階級章を眺ながめてそれを悟さとった孝太郎は、シャルルに笑いかけた。

「ありがとうございます、シャルル殿下。アライア殿下にもお礼をお伝え下さい」

「それはのちほどじぶんでいえ、あおきし」

　シャルルは孝太郎の笑顔を見ると、自慢げだった表情を引っ込め、とても嬉うれしそうに笑った。そして孝太郎の鎧の胸むな元もとに手を伸のばし、自らの手で階級章をそこに取り付けた。

「これでよし。ながくほこるがよい、あおきし」

「はっ。家宝に致いたします、殿下」

「うむっ！」

　シャルルは無む邪じや気きだが賢かしこい少女なので、孝太郎が必ずこの階級章を喜ぶ保証はないと知っていた。しかしシャルルには他にうまく感謝を伝える方法が思い付かない。だから内心では少し不安に思いながら孝太郎に渡わたした。だが幸い、孝太郎はこの手作りの階級章を喜んだ。そのおかげで、シャルルの笑顔は普ふ段だん以上に明るく華はなやかだった。

「よし、ではゆくぞ」

　満足したシャルルは、しゃがんだままの孝太郎の背中によじ登る。そして背中にしがみついて身体を固定した彼女は、孝太郎の肩かたを軽く二度叩たたいた。

「よいぞ。たて」

「分かりました………しかし、これからどちらへ？」

　孝太郎はシャルルをしっかりと背せ負おうと、その場に立ちあがる。するとシャルルは孝太郎の肩かた越ごしに、砦の中央にある建物を指さした。それはレンガ造りの大きく堅けん牢ろうな建築物で、司令部や兵舎の機能を持つ、砦の要だった。

「さきほどもうしたであろう。れいはちょくせついえと」

「アライア殿下の所でしょうか？」

「うむ。姉上がそなたをひつようとしておる。それでわらわにもそなたにようじがあったので、わらわがよびにきたのじゃ」

　シャルルはそう言うと孝太郎の首に両腕を回し、ぎゅっと抱き締しめる。

「そういう事でしたか」

　孝太郎にも事情が呑のみ込めた。アライアが孝太郎に用事があるので、シャルルが階級章を渡すついでに呼びに来たという訳だったのだ。

「うむ。そういうわけじゃから、フレア、あおきしをかりていくぞ」

「はい。ベルトリオン、シャルル殿下を頼たのむぞ」

「了りよう解かいしました」

「ホレ、なにをしておる。さっさとゆくぞ」

「は、はいっ、ただちにっ」

　孝太郎は背中のシャルルに急せかされ、足早に訓練場を離はなれていく。おかげで訓練場の真ん中にはフレアと、シャルルを追ってここまで来ていたマリーが残った。

『ほら、いそげいそげ！　姉上がまちかねておるぞ！』

『分かりましたから、じっとしていて下さい!!　ああっ、あぶないっ!!』

　二人の少女が見つめる中、シャルルを背負った孝太郎は砦の中央にそびえる建物に向かって走っていく。その間も、孝太郎とシャルルは賑にぎやかなやりとりを続けていた。

　そして孝太郎達たちの姿が建物の中へ消えた頃ころになって、フレアは苦笑交じりに呟つぶやいた。

「………あれで戦場では無敵の騎士だっていうのだから、世の中分からないものだな」

　孝太郎とシャルルのやりとりを見ていると、フレアには孝太郎が戦場で活かつ躍やくする騎士であるという事を忘れそうになる。フレアの感覚で言うと、戦士の気配を感じないということになるだろうか。

　ああしてシャルルと一緒にいる孝太郎からは、戦場で活躍しそうな気配を感じない。しかし実際には活躍する。それがフレアには不思議でならなかった。

　だが隣となりにいたマリーは、フレアとは少し違う意見だった。マリーは二人が姿を消した扉とびらからフレアに視線を移すと、にっこりと微ほほ笑えむ。

「でも、だからこそ私達は勝っていられるんじゃありませんか？」

「どういう意味だ？」

　フレアもマリーを見る。フレアにはマリーの言葉の意味が分からない。むしろその反対ではないかと考えていたのだ。

「もしレイオス様がただの惨ざん殺さつ魔まだったら、こんなに味方は増えずに、勝ち続けてはいられないんじゃないかなって………」

　孝太郎は人を殺さない。もしかしたら結果的に死んだ者はいるのかもしれないが、これまで誰だれ一人ひとりとして殺そうとして殺した相手はいない。それでもなお勝利をもぎ取ってくるからこそ、誰もが孝太郎を称賛し手本にする。そのため新生正規軍全体が、過か剰じように敵を殺さない傾けい向こうがあった。

　また無む駄だに殺さないからこそ、新生正規軍が不必要に憎にくしみの対象にはならず、クーデター軍から離れて寝ね返がえってくる者も多かった。同じ理由で地域全体も協力的だ。正義がどこにあったとしても、家族を無残に殺した相手に協力する者はいない。クーデター軍は元は地元の兵士だからだ。

　結果的に、この時代の騎士としては特異な孝太郎という存在が、勝利を更さらなる勝利へと導く原動力になっていたのだ。

「確かに、そういう面もあるかもしれないな。一人だけが強くても、どうにもならないのが戦争だからな………」

　フレアは頷うなずく。マリーの言う通りだろうと感じていた。

　今とは反対に孝太郎があの強大な力で敵を殺して回っていたら、鎮ちん圧あつされるのは時間の問題だったかもしれない。たとえ孝太郎が何百人殺そうが、一人ではクーデター軍には勝てない。人々の助力なしには、アライアやシャルルは守り切れない。ただただ人々の恐きよう怖ふの対象となり、味方や物資は得られなくなり、やがては死に絶えるのだ。

　短期的には、絶大な力で敵を殺してみせるのは有効だろう。しかし大きな力があればこそ、後になってその振ふるい方が問題になってくる。それは地球のこれまでの歴史が証明している。ローマ帝てい国こくなどが良い例だろう。地球においては、強大な力で敵をせん滅めつする事で拡大を続けた国はどれもが滅ほろんだ。

　結果論ではあるが、ここまで孝太郎がそうしなかったのは、アライア達たちにとって幸運と言えるかもしれなかった。










　建物の中は外よりも大分温かい。堅牢な焼煉れん瓦がが陽光の熱を溜め込み、同時に寒風を遮さえぎってくれる。おかげで冬の入り口にさしかかったこの時期にあっても、寒さを感じるような事はなかった。

「あおきし、姉上はじぶんのへやにおられる」

「分かりました」

　入り口の戸を閉めてシャルルを背負い直した孝こう太た郎ろうは、アライアの私室を目指して足早に進んでいく。

　カツ、カツ、カツ

　孝太郎が足を踏ふみ出すたび、金属製のブーツが床ゆかに敷しき詰つめられた煉瓦を叩たたいて大きな音を立てる。広いエントランス、三階まで続く長い階段、曲がりくねった廊ろう下か。孝太郎の足音はそれらに響ひびき渡った後、ぴたりと止やんだ。

　そこは一ひと際きわ大きな扉の前だった。元々この部屋は砦の司令官が作戦司令室を兼かねて使用していた場所。新生フォルトーゼ正規軍でもそれは同じで、最高司令官であるアライアが利用していた。昨日の今日だが、孝太郎も既に何度か足を運んだ事のある部屋だった。

　バンッ

　孝太郎が扉をノックしようとした時、それよりも早く内側から扉が開いた。そして書類の束を抱かかえた役人達が数人、部屋から飛び出してくる。

「青騎士閣下!?　御ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます！」

「ベルトリオン卿きよう！　我らは先を急ぎますので、これにて御ご免めん！」

　彼らは孝太郎に気付くと慌あわてて姿勢を正して挨あい拶さつをしたが、それも束つかの間まの事。彼らはすぐに走って行ってしまった。

「どうも忙いそがしい様子ですね」

「そうなのじゃ。姉上もずっとはたらきっぱなしでのう」

　孝太郎は去っていった役人達から視線を外すと、開いた扉の隙すき間まから部屋の中を覗き込む。すると部屋の一番奥おくに置かれた机に、うず高く積まれた書類に囲まれたアライアの姿が見えた。

「ほれ、ぼーっとみとらんではいるのじゃ。姉上にはそなたがひつようじゃともうしたであろう」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

　コンコン

　孝太郎はシャルルに笑いかけると、開いたままになっているドアを二、三度叩く。中は見えていたのだが、一応部屋に入る前にはノックをするのが礼れい儀ぎだった。

「………かたくるしいのう」

「遊びに来たのではないですから」

「あそびにきたのじゃ」

「御ご冗じよう談だんを」

「はい、どちら様で―――レイオス様っ!?」

　書類のチェックに一区切りついた所で、アライアが顔をあげる。そしてアライアはドアの所にいる孝太郎とシャルルを見付けて、目を丸くした。

「アライア殿下、お召めしにより参上致しました」

「えっ？　わたくしはレイオス様をお呼びした覚えはありませんが………？」

　アライアはそのまま何度か瞬まばたきを繰り返し、不思議そうな顔をしていた。孝太郎にはそれが逆に不思議だった。

「しかし………シャルル殿下が私を呼びに来られたのです。アライア殿下がお呼びだと仰おつしやって」

「シャルルが？」

　孝太郎とアライアの視線が、孝太郎の背中に乗ったままのシャルルの方へ向く。するとシャルルは孝太郎の背中に乗ったまま入り口の扉を閉じ、にっこりと微笑んだ。

「わらわは姉上がよんでいるなどひとこともいっておらん」

「しかし………」

「わらわは姉上がそなたをひつようとしておるといっただけじゃ。それをそなたがかってにかんちがいしたのじゃ」

　つまり孝太郎は、シャルルに騙だまされてここへ連れて来られたのだ。シャルルは大きな笑顔で笑い続ける。してやったり。そう言わんばかりだった。

「シャルル、レイオス様は忙しいのですよ？」

「だからこそです、姉上っ！」

　事情を悟ったアライアに咎とがめられても、シャルルが意に介かいした様子はなく、孝太郎とアライアに元気に笑いかける。

「姉上もあおきしも、ずっとはたらいてばかり。ぐんからにげていたころのほうが、のんびりしておられました！　すこしぐらいやすまないと、またびょうきになってしまいますぞ！」

　しかしその訴うつたえは本気だ。シャルルは両手の拳こぶしを握にぎり締め、真しん剣けんな眼まな差ざしで孝太郎とアライアを見つめていた。

「シャルル………」

　アライアはシャルルに軽くお説教をするつもりでいたのだが、その理由を知ると表情から険しさが抜ぬける。自分と孝太郎の事を思ってした事を、頭ごなしに叱しかる気にはなれなかったのだ。

　―――そういう事だったのか………そういえば、さっきも殿下はここへ遊びに来たって言っていたような………。

　孝太郎もアライアと同じで、シャルルの意図を知って納なつ得とくすると共に、その子供らしからぬ配はい慮りよに感心していた。自分が子供だった時の事を思い返すと、到とう底てい出来る事ではなかったから。

「ほれ、ぼーっとしておらんで、姉上のところへいかんか」

「仰せのままに、マイプリンセス」

　孝太郎はシャルルを背負い直すと、アライアに近付いていく。

　この心優やさしい少女の真っ直ぐな気持ちを大事にしてやりたい。それにアライアの表情には確かに疲つかれの色が浮かんでいる。アライアには休きゆう憩けいが必要だった。孝太郎はこの時、そんな事を考えていた。

「レイオス様………宜よろしいのですか？」

　しかしアライアはそうではない。妹のシャルルが孝太郎に余計な時間を取らせている事を、申し訳なく思っていたのだ。

「構いません。これも『しんえいたい』の務めです」

　孝太郎はそう言いながら、申し訳なさそうにしているアライアに、自分の胸を示す。そこには木もく片へんと毛糸で作られた階級章が揺ゆれていた。

『ふぉるとーぜのあおきし　かいきゅう　すごえらい　しゃるる　あらいあ　しんえいたいちょう』

　それはシャルルが作ったお手製の階級章。アライアもシャルルにせがまれて、作るのを手伝った品だった。

「レイオス様………」

　それが孝太郎の胸で揺れているのを見て、アライアは胸が熱くなった。

　木と毛糸で作った階級章など、所しよ詮せんは子供の遊びでしかない。皇族から与えられたものとはいえ、こんな不格好な階級章を喜ぶ騎き士しは少ないだろう。アライアは、その数少ない騎士が孝太郎であった事が嬉しかった。

「………それでは、少し休憩に致しましょうか」

　そしてアライアは、そんな自分の感情に逆らわなかった。孝太郎やシャルルと一緒に過ごす時間を、大事にしたいと思ったのだ。

「シャルルの言うように、追っ手から逃にげていた頃よりも、今の方が忙しくしているのかもしれませんね」

「姉上っ！　ほれみろ、あおきしっ！　わらわのいうとおりじゃったろうっ!?」

「流石さすがはシャルル殿でん下か。御ご慧けい眼がんです」

「ふふん、もっとほめるがよい、われらのきしよ」

「シャルルには敵かなわないわ………ふふふ………」

　もし孝太郎と二人きりの時に、彼かれの胸の階級章に気付いたのなら。自分はきっと孝太郎に対して、とんでもない事を口走っていたに違ちがいない。

　孝太郎とシャルルを横目にお茶の用意をしながら、アライアはそんな風に思うのだった。










　孝太郎とアライア、そしてシャルルのお茶の時間は、その大半がシャルルのお喋しやべりで進行していた。

「………すると、マリーがわらわをとめてのう。そんなおおきなうまにのってはあぶないというのじゃ。では、どのうまにのれというのじゃ？　あれよりちいさいうまはおらんというのに。しつれいなはなしじゃろう？」

　シャルルの口からは様々な話が次々と飛び出だしてくる。楽しかった事、嬉しかった事。今日あった事、これからやりたい事。そういった事を、シャルルは大きな身ぶり手ぶりを交えて話し続けた。

「シャルル、あなたに馬はまだ早いわ」

「殿下、ここはポニーぐらいで我が慢まんなされては」

「あおきし、それはわらわにたいするぶじょくか？」

「滅めつ相そうもない」

「ならばこんど、わらわをうまにのせよ。それでゆるしてつかわす」

「仰せのままに、マイプリンセス」

「うむ」

「ふふ………」

　それを孝太郎とアライアは、時々相あい槌づちを打ちながら笑え顔がおで聞き続けた。話の内容は他た愛あいのないものだったが、それは孝太郎にとってもアライアにとっても、気の休まる時間となった。

　そんな事が一時間も続いた頃だろうか。散々話して満足したのか、シャルルは孝太郎の膝ひざの上でこっくりこっくりと居い眠ねむりを始めた。シャルルは完全に孝太郎へ身体を預け、安心しきった表情で眠り続けていた。

「………どうやら眠ってしまわれたようです」

　シャルルが眠っている事に気付いた孝太郎は、彼かの女じよを抱えて立ち上がり、部屋の片かた隅すみにあるソファーまで運んでいった。そして孝太郎がシャルルをソファーに横たえると、アライアはその身体に毛布をかけた。

「………ありがとうございます、レイオス様」

　アライアははみ出していたシャルルの腕うでを毛布の下に入れると、立ち上がって孝太郎を見上げる。それはまるで家族を見るような、深い信しん頼らいと愛情に満ちた眼差しだった。

「………いいえ、このぐらい」

　その吸い込まれそうな眼差しに思わず見み惚とれていた孝太郎だったが、すぐに自分の役目を思い出した。そして孝太郎は一度出口の方を見てから、アライアに小声で囁ささやきかける。シャルルを起こしてしまわないようにする為ためだった。

「………それでは殿下、良い頃ころ合あいですし、私はこれで失礼致します」

　休養の時間は十分に取った。そろそろそれぞれの仕事に戻もどった方がいい。孝太郎にしても、アライアにしても、やるべき事は沢たく山さんあった。それはアライアもよく分かっている。だがアライアの取った行動はその正反対だった。

「………レイオス様、今しばらく、わたくしにお時間を頂けませんか？」

「………それは構いませんが………」

「………どうぞこちらへ」

「………はい」

　アライアに導かれ、孝太郎はティーセットの置かれたテーブルに戻った。そして二人は向かい合わせで席に着く。この場所なら少し距きよ離りがあるので、話をしていてもシャルルを起こしてしまう心配はなかった。孝太郎は最後にもう一度シャルルの姿を眺めてから、アライアの方へ顔を向けた。

「よく眠っておいでですね。シャルル殿下を起こしてしまわずに済みました」

「シャルルがあのように安心しきった寝ね顔がおになるのは、レイオス様のお傍そばにいる時だけです」

　アライアも孝太郎と同様にシャルルを一いち瞥べつする。しかしアライアが孝太郎の方に顔を戻した時、孝太郎とは反対に、悲しげな表情をしていた。

「きっと………お父様の面おも影かげをレイオス様に重ねているのだと思います。甘あまえ方かたがそっくりです。わたくしに気を遣って、決して口に出しては申しませんが、あの子もきっと寂さびしいのでしょう」

　―――あの子『も』か………。当たり前だよな………。

　孝太郎はアライアが口にした言葉に含ふくまれる、隠かくれた意味に気付く。アライアもまた、両親の不在を悲しんでいるのだった。

　―――俺おれは無力だ。本当に、何もしてやれやしない………。

　何もかも、自分の力ではない。一見孝太郎がアライア達を助けているように見えるが、その実、彼かの女じよ達たちを助けているのは全すべて借り物の力だ。そのうえ、悲しんでいるアライアやシャルルを慰なぐさめてやる事も出来ない。これまで安あん穏のんと暮らしてきた孝太郎には、両親を無残に殺された少女達にかけてやれる言葉が見付からなかった。

　孝太郎自身がまるで役に立っていない。アライアとシャルルの力になっていない。その事が孝太郎にはもどかしく、そして悲しいのだった。

「ですからレイオス様」

　考え事に沈しずんでいた孝太郎を、アライアの言葉が現実に引ひき戻す。

「この戦争が終わっても、わたくし達の力になって欲ほしいのです」

　アライアはその言葉を伝えたくて、孝太郎を引き留めた。こういう二人きりの時でないと、伝えられない事だったから。

「殿下………」

　アライアの言葉に孝太郎は戸と惑まどう。自分が力を持っていない事は、孝太郎自身が一番良く知っている。そして孝太郎には帰らなければならない場所があり、しなければならない事があったのだ。

「私には大した力はありません。殿下なら、もう御ご存ぞん知じの筈はずです」

　孝太郎は半ば確信していた。この聡そう明めいな少女ならば、孝太郎自身が大した力を持っていない事を、理解しているだろうと。

「レイオス様………」

　そしてそれは事実だった。アライアはこれまでの孝太郎の戦いぶりや、クランの使う武器などを見て、薄うす々うすそうなのではないかと理解しつつあった。そしてアライアが反論しなかった事が、孝太郎に彼女の気持ちを理解させた。

「私が強い訳ではないのです。多くの人々の力があってこそ、私は戦えている。ですがその力にも限りがあります。やがて私は力を失い、ただの脆ぜい弱じやくな人間に戻るでしょう。そうなっては、間ま違ちがいなく殿下の足を引っ張る事になります」

　早さ苗なえが与あたえてくれた霊れい力りよくを操あやつる力は、少しずつだが弱まりつつある。早苗が孝太郎の中にその力を振るう為の回路を書き込んでくれているのだが、彼女から離れた事でそれが次し第だいに薄うすれ始めているのだ。

　また、ティアの鎧よろいの力は永久に続く訳ではない。この時代では修理用のパーツが必要な分だけ確保できない。クランが手持ちの資材でやりくりしてはいるが、いずれはそれを使い切り、メンテナンスに支障を来すようになるだろう。

　キリハの与えた篭こ手てや、ゆりかが施ほどこした数々の魔ま法ほうも同じだ。そう遠くないうちに、限界はやってくる。孝太郎が今のままの強さでいられる時間は、そう長く残されてはいないのだった。

　だからこそ孝太郎は本物の青騎士と同じように、いずれアライア達から離れる必要があると考えていた。孝太郎の力を前提とする体制は危険だったし、孝太郎の力そのものが争いの種になっても困る。孝太郎自身が強い訳ではない以上、他に選せん択たくの余地はなかったのだ。

「レイオス様、シャルルにはあなた様が強いかどうかなど関係ありません。あの子はレイオス様がレイオス様であるがゆえに、慕したっているのです」

　だがアライアの言葉は、そういった事を全て理解した上での言葉だった。

　シャルルが孝太郎に懐なついているのは、孝太郎が強いからではない。ただ単に、孝太郎の事が好きなのだ。だからこそシャルルは孝太郎に階級章を与えた。

「そして今も胸で階級章が揺れているから、シャルルはあなた様を慕っているのです」

　孝太郎の胸には、今も階級章が揺れている。そういう孝太郎だから、シャルルは慕う。自分の気持ちがちゃんと伝わる相手だと、分かっているからだった。

「わたくしもそうです。レイオス様とお会いできなければ、こうして笑顔で話し合う時間など持てなかったでしょう」

　アライアもシャルルと似たような心境だった。孝太郎の強さがどうであるかよりも、ここまで彼女の心を支えてくれた事の方が大切だった。アライアはここまで何度もくじけそうになる事があった。しかしその度に孝太郎の言葉が、存在が、アライアの気持ちを支えた。つまり、ただ強いだけの騎士では、アライアを守る事は出来なかった。孝太郎だからこそだったのだ。

「どうか自信を持って下さいませ。レイオス様が誓ちかいを通したままただの人間となられるのであれば、わたくし達にとってあなた様は永久に、信頼できる騎士なのですから」

　剣けんは騎士の魂たましい。だが、剣そのものよりも、そこに込められた誓いの方が大切だ。そこに照らし合わせるならば、アライアにとって孝太郎は紛まぎれもなく、フォルトーゼで最高の騎士なのだった。

「殿下………もったいないお言葉です」

　アライアの言葉、そして気持ちを知った孝太郎は、嬉うれしさのあまり思い切り泣きたい気分だった。アライアとシャルルが必要としてくれたのは、孝太郎に備わった力ではなく、孝太郎自身。それは自分の力の不足を嘆なげいていた孝太郎にとって、大きな救いとなる言葉だった。

「殿下、私はそのお言葉を、生しよう涯がいの誇ほこりと致いたします」

「では―――」

　アライアは表情を明るくすると、椅い子すから軽く腰こしを浮うかせて立ち上がりかける。彼女にとって、孝太郎がずっと傍にいてくれるかどうかは、とても重要な問題だった。

「いいえ、殿下。それはできません」

　だが孝太郎は首を横に振った。孝太郎には、そう答えるしかなかったのだ。

「レ、レイオス、様………？」

　アライアの腰がすとんと落ちる。彼女は驚おどろきで目を大きく見開き、その潤うるんだ瞳ひとみで孝太郎に問う。何な故ぜ、ずっと傍にいてくれないのか、と。

「私には帰らなければならない場所があります。そしてそこで果たさなければならない約束が―――誓いがあるのです」

「誓いが………」

　アライアとシャルルが求める、最高の騎士。それは全力で誓いを果たそうとする者だ。そうである以上、孝太郎は帰らなければならない。

　孝太郎には多くの約束や誓いがあった。孝太郎はティアの試練を達成させてやろうと心に決めている。キリハとは、一いつ緒しよに想おもい人を捜してやると約束した。ゆりかとは一緒に高校を卒業するつもりでいる。早苗の孤こ独どくを放っておくつもりはない。そして何より、侵略者の少女達をはじめ、晴はる海みや演劇部の人々と、舞ぶ台たいの成功を誓った。

　そういった多くの誓いや約束を果たさずに、この場所に残る訳にはいかない。アライアとシャルルが最高の騎士を求めるなら、そして孝太郎が最高の騎士であろうとするなら、孝太郎は侵略者の少女達の下へ、帰らねばならないのだった。

「そう、でしたか………」

　アライアは身体から力を抜き、椅子に身体を預けた。その落らく胆たんは深い。

　しかしアライアには孝太郎の言っている事の意味がよく分かっている。孝太郎のこれまでの行動は一いつ貫かんしている。だからこそアライアは孝太郎を愛した。そしてその一番愛している部分こそが、孝太郎を去らせる原因となっている。それはつまり、アライアには孝太郎を止められないという事なのだった。

「申し訳ありません、アライア殿下」

「いいのです。それがレイオス様なのですから………」

　アライアは必死で涙なみだをこらえ、孝太郎に笑いかける。アライアは孝太郎の負担になるような事だけはしたくなかった。自分が泣いてしまえば、孝太郎の負担になる。それを避さけたい一心で、アライアは涙をこらえ続けた。

「そ………その代わり、教えて欲しい事があります」

　アライアは孝太郎への愛情と、強い悲しみを必死に抑おさえ込んだ。しかし僅わずかに漏もれ出した感情が、彼女にその質問を口にさせていた。

「なんなりと」

　孝太郎は何を訊きかれようと全てを答えるつもりでいた。アライアには、嘘うそを言いたくない。それをあるいは、忠誠と呼ぶのかもしれなかった。

「以前、お尋たずねしたことを、もう一度問う事をお許し下さい」

　そしてアライアは孝太郎の顔を真まっ直すぐに見つめ、問うた。それはどこまでも真っ直ぐで、真しん摯しな問とい掛かけだった。

「その胸に刻まれた皇家の騎士たる紋もん章しよう。そのお姿、振る舞まい。そして気高く誇り高たかきお心。あなたは紛れもなくフォルトーゼの騎士」

「アライア殿下………」

　それは出会ったその日に尋ねられた言葉だった。数すうヶか月げつ前の出来事であったが、孝太郎はそれを昨日の事のように覚えている。孝太郎にとって、とてもとても印象深い出来事だったのだ。

「しかし………しかし、その剣に刻まれた家か紋もんにだけは見覚えがございません。あなた様はいずこより参られたのでしょう？」

　孝太郎がどこから来て、どこへ帰るのか。アライアはその事を知りたいと思った。ずっと傍にいて貰もらえないなら、どこへ向かって祈いのればよいのか―――せめてその事を知っておきたかったから。

「私は―――」

　孝太郎は言いい淀よどむ。しかしそれは、本当の事を話すかどうかを悩なやんだのではなかった。どう言えばアライアに誤解なく伝わるのかを考えなければならなかったのだ。そして僅かの間悩んだ後、孝太郎は部屋の窓から空を見上げた。

「私はあの空の向こう………星々の世界からやってきました………」

　窓から覗のぞいていたのは、夕暮れの赤い空。そしてそこには一番星が輝かがやいている。それは地球ではないのだが、孝太郎とアライアの視線は自然とそこへ吸い寄せられていた。

「………ほしぼしの………せかい………」

　それはアライアがもしやと思っていた事だった。孝太郎は星空を見上げる度に、酷ひどく懐かしそうにしていたから。だが実際にそれを聞かされると、予想してはいても驚きは深かった。

「そして」

　シャキン

　孝太郎は自分の腰から鞘さやごと剣を外し、アライアに柄つかに刻まれた紋章を見せる。そこには黄金に輝く花が刻まれていた。

「この剣はティアミリス・グレ・マスティル・サグラーダ・ヴォン・フォルトーゼ皇女殿でん下かに賜たまわったもの。柄に刻まれた紋章は家紋ではなく、ティアミリス殿下御ご自じ身しんを示す紋章です」

「マスティル………？」

　アライアの表情が変わる。孝太郎が口にした人物の名前は、アライアには納得のいかないものだった。

「そんな筈は………。マスティルに連なる者に、ティアミリスという名前の人間はおりません」

　現状において、マスティル家の人間はアライアとシャルルの二人きり。加えて皇家が多くの家に分ぶん裂れつする前の時代なので、現在の皇族はアライアとシャルルしかいない。だからマスティル家出身の第七皇女ティアミリスなど、存在する筈がないのだった。

「それがいるのです。といっても、今から二千年程ほど先の事になりますが………」

「二千、年………？」

　孝太郎の口から飛び出した思わぬ言葉に、アライアはもう一度驚おどろかされる事となった。二千年後にティアミリスという皇族が存在している事を認めるなら、もう一つ重大な問題を認めなければならなくなる。それはアライアの常識からすると、とても考えられない事だった。

「そうです、アライア殿下。私は二千年後の未来から、やってきたのです」

　だが孝太郎はアライアが信じられないでいた事を、事実として語ったのだった。










　それから孝太郎はアライアに全てを話した。ここへ至るまでの全ての経けい緯いを、包つつみ隠さず、何もかも。孝太郎はそれが、自分を必要だと言ってくれたアライアへの、誠意だと思っていた。

　ティアとの出会いから始まって、戦い合った事やその後の共同生活、やがて手を取り合って協力しあうようになった事。そしてクランとの戦いの中、アクシデントでこの時間と場所へ飛ばされてきた事。青騎士とアライアの出会いを邪じや魔ましてしまった事。クランと協力して青騎士の代わりをしている事。

　孝太郎は苦労しながら、それらをひとつひとつアライアに伝えていった。話は孝太郎自身もうまく整理できていない内容で、しかも相手は科学知識が乏とぼしいアライア。おかげで全てを話し終わる頃ころには、すっかり夜になってしまっていた。

「だから私は………本当は騎士でもなんでもないのです。どこにでもいるような普ふ通つうの学生で、特別な力も備えておりません。生まれも貴族どころかただの平民です」

　そして孝太郎はその話の締しめくくりに、自分の正体を明かした。自分は他人の力を借りているだけの人間であって、自分自身が強い訳ではないのだ、と。それは孝太郎にとって一番辛つらい現実だ。一番尊敬している人間に対して、自らが取るに足らない男だと認めなければならないのだ。だがその半面、孝太郎は嬉しくも思っていた。もうアライアに対して嘘を言わなくて済むようになる。それは一人の人間として、喜ばしい事なのだった。

「それは違いますよ」

　だがアライアの意見は孝太郎とは違っていた。彼女はその顔に苦く笑しようを浮かべ、首を横に振ふる。それはまるで出来の悪い弟を叱る時のような表情だった。

「あなた様は、紛れもなく騎士であらせられます。ティアミリスという方がその剣と鎧に込めた気持ちは、半はん端ぱなものではありません。同じ皇女ですから、わたくしにも気持ちは分かります」

　アライアには自信があった。ティアミリスという皇女に会った事はないが、同じ皇女である以上、剣と鎧に込められた気持ちは分かる。恐おそらくアライアと同じぐらい、孝太郎を信頼している。そしてあるいは、同じぐらい愛している。アライアには孝太郎の剣の柄で輝く黄金の花と、鎧の胸に刻まれた『ティアミリスの青騎士』という称しよう号ごうが、それを証明しているように思えた。

「一体どんな皇女が、自分の生まれた時に打たれた宝ほう剣けんを、どうでも良い相手に貸すというのです？　どうでもいい相手なら、そこらにある普通の剣を与えれば良いだけではありませんか」

「しかし―――」

「それにもしそうでなくとも………」

　アライアはそこで微ほほ笑えんだ。彼女は胸の前で手を組み、孝太郎に笑いかける。その笑顔が余りに美しかったから、孝太郎は言う筈だった言葉を忘れてしまっていた。

「わたくしとシャルルがフォルトーゼ皇家の名の下に、あなた様を任じたのです」

　そしてアライアは孝太郎の胸に揺れる階級章を指し示した。

「フォルトーゼの青騎士、と」

　シャルルが孝太郎に与えた階級章。それはシャルルとアライアが作った、おもちゃのような品だ。そこにはこう刻まれている。

『ふぉるとーぜのあおきし　かいきゅう　すごえらい　しゃるる　あらいあ　しんえいたいちょう』

　それがそこにある限り、仮に生まれがただの平民であっても、孝太郎はアライアとシャルルが認めた真の騎士なのだ。

「誇って下さいませ。あなた様はフォルトーゼの四人の皇女が認めた、本物の騎士なのですから」

　アライア、シャルル、ティア、クラン。

　四人の皇女が孝太郎を騎士だと認めている。それはフォルトーゼの長い歴史の中においても、希け有うな例だろう。

「クランは………どうでしょうね………」

　孝太郎は半ば観念したように微笑んだ。皇女であるアライアに断じられてしまえば、自分が騎士だと認めざるを得ない。アライアとシャルルの階級章は、今も胸に揺れているのだから。微び妙みようなのは、クランぐらいのものだろう。

「クラン様も認めておいでですよ。わたくしには分かります」

　アライアは覚えている。孝太郎とクランが鋼鉄の巨きよ人じんに立ち向かった時の事を。あの時クランは言っていたのだ。

『勅ちよく命めいである。フォルトーゼの騎士として、やるべき事を存分におやりなさい！』

　遠くてその声は聞き取り辛づらかったが、アライアはよく覚えている。その言葉は孝太郎を騎士だと認めていなければ、絶対に出てこない種類の言葉だった。

「………殿下………」

　孝太郎は正直に嬉しいと感じていた。アライア程の人間に、強い信頼を向けられるのは嬉しい事だ。ただ少しだけ残念なのは、孝太郎が青騎士の代役であるという事だろう。もし代役でなければ、孝太郎は小こ躍おどりして喜んでいたかもしれなかった。

「でも、そうなのですね………故郷の皆みな様さまとの約束や誓いを果たしに………。そういう事情ならば、何を置いても帰らねばなりませんね？」

　アライアもまた嬉しいと感じていた。孝太郎が全てを明かしてくれた事は、アライアを本当の主君と認めているからこそのように思えるのだ。孝太郎を引き留める事は叶かなわなかったが、アライアはその事がとても嬉しかった。

「………アライア殿下は、こんな途と方ほうもない話を信じて下さるのですね？」

　孝太郎には不思議でならなかった。二千年の時と、星の海を越こえてやってきたなどという話を、すぐに信じて貰えるとは思っていなかったから。

「自分が任じた騎士を信じないような皇女には、国を治める事は許されませんよ」

　だがアライアには信じるに足るだけの想いがあった。孝太郎がいなかったら、ここまでやれていたかどうかも分からない。アライアは今日まで自分の心を支えてくれた孝太郎が言う事なら、たとえ明日太陽が消えると言われても、信じたに違いなかった。

「………もったいないお言葉です」

　ここまで信じられては仕方がない。自分が本物であろうが、偽にせ物ものであろうが、何としてもアライアをマクスファーンから守り切る。孝太郎は改めてその強い決意を固めた。

「ただ………最後にもう一つだけ教えて下さい、レイオス―――」

　アライアは孝太郎に最後の質問を投げかけようとして、自分にはもう一つ疑問がある事を思い出した。そこでアライアは小さく微笑むと、その疑問を先に口にした。

「その前に―――騎士様、あなた様のお名前を、お聞かせ下さい」

　それもまた、初めて出会った時にアライアが口にした言葉だった。

　孝太郎はアライアに自分が青騎士本人ではないと伝え、アライアはそれを信じた。だからアライアは自分が孝太郎の名前を知らないという事に気付いたのだ。

「これはとんだ失礼を致しました。私の名前は―――」

　それに対する答えも、あの時と同じだった。しかし同じだったのはここまで。

「私の名前は孝太郎。里さと見み孝太郎と言います。この剣に誓って、必ずやあなた様をお守り致します」

　孝太郎はあの時とは違ちがって、青騎士の名前ではなく自分の名前を明かした。しかしあの時と同じように剣に誓う。そしてそこへ込められた誓いは、あの時よりもずっとずっと強い。それはもう、青騎士の代わりとしてではなく、孝太郎自身の誓いだった。

「コータロー様………そうですか、コータロー様と仰おつしやるのですね………」

　フォルトーゼでは聞かない異国風の名前。アライアは言い慣れないその名前を、口の中で何度も繰くり返かえした。

「これまで偽いつわりの名前を名乗って、申し訳ありませんでした」

「わたくしもシグナと名乗っていた時期がありました。そこはおあいこです」

「ははは、そんな事もありましたね………」

　収しゆう穫かく祭さいのダンスに出で掛かけた時の事。

　それはほんの数ヶ月前の出来事だったが、ここまで様々な事件が連続していたせいか、二人にはずっと昔の事のように感じられていた。しかし二人にとっては決して忘れられない、とても大切な想い出だった。

「それで殿下、最後の質問とは？」

　孝太郎もアライアも笑顔だった。それはダンスの夜に浮かべていたものと同じ笑顔だ。二人の気持ちは、あの夜から強く結びついたままだった。

「それは―――」

　アライアは軽く目を細め、胸むな元もとで祈るように手を組み合わせる。そしてとても優やさしい声で、まるで祈りの言葉を口にするかのように、孝太郎に囁きかけた。

「もし、わたくしが一番最初にコータロー様に出で逢あっていたなら………。もし………最初に力になって欲しいと願ったなら………その時は、どうなさいましたか？」

　この世にもしはない。アライアにもそれは分かっている。

　でも、もし。

　もし、誰だれよりも早く孝太郎に出逢えていたなら。孝太郎はこの地に留とどまってくれたのだろうか。

　それが愚おろかな問いである事は重々分かっている。しかしアライアは、そう問わずにはいられなかった。それほどまでに、孝太郎を深く愛していたから。

「その時は………きっと生涯お仕えした事でしょう」

　それは孝太郎の素す直なおな気持ちだった。アライアになら、生涯仕えても構わない。アライアは孝太郎にそう思わせる程に立派な皇女だった。そして仕えたいと思わせるくらい、想い出を重ねた相手だった。それはきっと、侵しん略りやく者しやの少女達たちに向けるのと同じくらい、大きな気持ちだった。

「コータロー様、次こそは必ず、一番最初に逢いに来て下さいませ………」

　アライアは満足だった。孝太郎が去るのは、出逢った順番の差でしかないのだと分かったから。自分の気持ちが届かなかった訳ではないのだと、分かったから。

「仰おおせのままに、マイプリンセス………」

「………コータロー様………」

　しかしそれでもなお、アライアは涙を流す。

　彼女には何もかも分かっている。分かっていてなお、泣かずにはいられなかった。







火竜帝アルゥナイア







　フォルトーゼにも、地球と同じくらい多種多様な生物が存在している。

　だがそれらは地球の生物とは似て非なるもの。星の環かん境きようが似ているせいで、似たようなシルエットの生物はいるものの、細部は似ていない。良い例が馬だろう。角が生えたりしているし、体毛の生え方も違っている。

　また地球では既すでに絶ぜつ滅めつしているような、十メートルを超こえる巨きよ大だいな生物もここには存在している。気候の変化によって年々その数は減少しているのだが、未いまだに彼かれらは地上を闊かつ歩ぽしており、時々人間の生活を脅おびやかしていた。

　そんな巨大な生物達の中で最も人々から恐れられているのは、やはり竜りゆう族だろう。地球では恐きよう竜りゆうに相当する彼らは、フォルトーゼでも恐竜と同様に、地上で最強の生物だった。竜族は大型の爬は虫ちゆう類るいで、年ねん齢れいを重ねるにつれてその身体が大きくなっていき、体長は多くの場合十メートルを超える。特に真竜と呼ばれる一族は、三十メートルを超えるものも少なくない。その巨きよ体たいと鋭するどい牙きばや爪つめを自在に操り、あらゆる敵を倒たおし、捕ほ食しよくする。この時代のフォルトーゼでは生態系の頂点にいるのは竜族なのだった。

　だが、そのサイズだけで竜族が恐れられている訳ではない。実際、大きさだけならもっと大きな生物も存在している。彼らが恐れられる理由は二つ。一つはその巨体にも拘わらず空を飛ぶ事。そしてもう一つは、その口から吐はき出す特とく殊しゆな息だった。

　竜には背中に大きな翼つばさが備わっている。形状はかつて地球に住んでいた翼よく竜りゆうの翼に非常によく似ている。彼らはそれを使って自由自在に空を飛ぶ。その巨体に似合わず、その機動性は高い。だがもちろん、あれほどの巨体を翼だけで飛ばす事は出来ない。その身に備わった魔ま力りよくで飛行能力を補っているのだ。つまり彼らは限定的にではあるが、魔ま法ほう使つかいでもあると言えるだろう。

　そして竜族にはもう一つ魔法を使う場面がある。それは口から攻こう撃げきの為の特別な息を吐き出す時だ。竜族はその巨体ゆえに嵐あらしのような勢いで息を吐き出す事が出来る。彼らはそれを魔力で変質させて、攻撃に用いるのだ。多くの場合、彼らが吐き出すのは火か炎えんの息になる。だが中には吹雪ふぶきや、毒ガス、酸を吐く者もいる。そのバリエーションは豊富で、まれに驚くようなものを吐き出す個体もいる。そして竜の身体の色によって、吐き出す息の種類がおおよそ推測できる。身体が赤ければ炎ほのおを、白ければ吹雪を、といった具合だ。

　この二つの特とく徴ちよう的てきな能力によって、竜族は人々に恐れられている。その飛行能力ゆえに逃にげるのは困難で、吐き出す息から身を守る術はない。中には知能が高く、平和的な個体もいるのだが、多くの場合は凶きよう暴ぼうな捕食者だ。竜と出会えば、誰もが死を覚かく悟ごする他はない。そのため気候の変化が竜達の数を更さらに減らしてくれるまで、彼らは今後も長きにわたり地上の王者として君臨し続けるのだった。










　フォルトーゼで語られる青騎き士しの伝説において、火か竜りゆう帝ていアルゥナイアとして伝えられる存在も、そうした竜のうちの一匹ぴきだった。

　全身を赤い鱗うろこで覆おおわれたその巨体は二十メートルを遥はるかに上回り、空を行く姿はまるでジェット機のようだった。だがその動きはジェット機のように鈍どん重じゆうではなく、まるで鷹たかか鷲わしのように機き敏びんだ。その上、真竜に属するこの竜は、殆ほとんどプラズマ化しているような超ちよう高こう温おんの火炎を吐く。

　それゆえこの竜が地平線の向こうから飛来した時、ラウストルの砦とりでは騒そう然ぜんとなった。新生フォルトーゼ正規軍はその多くが志願兵によって占しめられている。あまり訓練されていない彼らは恐れおののいた。誰もが巨きよ竜りゆうの恐ろしさは痛いほど知っている。そしてこの時代の兵器では、なかなか竜を倒す事は出来ない。嵐がやって来たのと同じように、過ぎ去るのを待つしかないのだった。

「ベルトリオンッ、まずいぞっ！」

　見張り台の兵から報告を受けたフレアは、兵舎の中にある孝こう太た郎ろうの部屋へ飛び込んだ。この時の時刻は朝の六時を回った頃。起きたばかりだった孝太郎は、着き替がえをしている最中だった。

「フレアラーン殿どの!?」

　フレアがやって来たのは孝太郎が上半身裸はだかで、まさに上着を着ようとしていた時の事だった。意外に純情なフレアだから、普ふ段だんならこういう状じよう況きように出くわせば、顔を赤くして部屋を飛び出していただろう。しかしそんな事が気にならないほど、この時のフレアは焦あせっていた。

「竜だ！　竜が攻せめてきたんだ！　このままでは、我々はクーデター軍と戦う前に滅ほろぼされてしまうぞっ！」

「竜だってっ!?　そんなものが―――いやっ、そうかっ、このタイミング、アルゥナイアかっ!!」

　竜がやってきたと聞かされて面食らった孝太郎だったが、すぐにそれがティアの書いた台本の中にも存在していた事を思い出した。火竜帝アルゥナイア。ゆりかが着ぐるみで演じていた、深しん紅くのドラゴンだった。

「どういう状況ですか!?」

　孝太郎は上着に頭を突っ込みながらフレアに尋ねる。急いで戦いの準備をしなければならない。着替えを止めて悠ゆう長ちように話している暇ひまはなかった。

「見張り台の兵が、こちらへ飛とんで来る赤い竜を発見した！　距きよ離りがあるので大きさは分からないが、竜のスピードなら幾いくらもしないうちにここへやってくるぞ！」

　見張り台の上から地平線までは十数キロの距離だ。竜は鷹や鷲と同じか、それ以上のスピードで飛ぶ。十数キロの距離も、ほんの数分で飛び越えてくるだろう。

「分かりましたっ！　フレアラーン殿は先に行って、兵に迎げい撃げきの準備をさせて下さい！　私も準備が出来次し第だい参りますっ！」

「助かるっ！　出来るだけ急いでくれっ！」

　フレアはそう言うが早いか、挨あい拶さつもせずに部屋を飛び出していく。竜がやってくるともなれば、一刻の猶ゆう予よもないのだった。

「クランッ、聞いたなっ!?」

　孝太郎は服の着替えを済ませると、衝つい立たての向こう側にいるクランを呼ぶ。そうしながら孝太郎は壁かべ際ぎわに立たせたままの鎧よろいに駆かけ寄よった。そして孝太郎が鎧の右みぎ腕うでに触ふれると、全身のパーツを展開させて、鎧は孝太郎を迎むかえ入いれる態勢になった。

「ええ！　来るのは分かっていましたけれど、このタイミングなのは厄やつ介かいですわね！」

　クランも衝立の向こう側で大おお慌あわてで身み支じ度たくを整えていた。火竜帝アルゥナイアが伝説通りの力を備えているなら、普通の兵達では荷が重い。孝太郎とクランが前面に出ていく以外に有効な手立てはなかった。

「この砦を取ってすぐだからな………」

　孝太郎は受け入れ態勢の鎧に身体を滑すべり込ませながら、苦々しい表情を作った。

　新生フォルトーゼ正規軍がラウストルの砦を手に入れたのは一昨日の事。現在は次の戦いに備え、この砦に人員や物資の輸送を行っている真っ最中だった。このため一昨日の戦闘以降、兵達にまともな休みを取らせてやっていない。態勢を整えようとしている矢先の出来事なので、このタイミングでの敵の襲しゆう来らいは非常にまずかった。しかも敵はフォルトーゼで最も恐れられている竜。出で遅おくれれば手て酷ひどい被ひ害がいを被こうむる事だろう。

「なぁ、クラン」

　孝太郎は展開されていた鎧の各部を閉じてロックすると、システムを呼び出だした。そして索さく敵てきをするように鎧に命じながら、クランに呼よび掛けた。

「この鎧でドラゴンの相手が出来ると思うか？」

「微妙な所ですわね」

　クランは孝太郎に答えながら衝立の陰かげから飛び出してきた。彼女は既に大型のライフルを携たずさえており、衝立に立てかけてあったサグラティンを手に取ると、孝太郎に駆け寄った。

「フォルトーゼでは気候の変動で竜族は衰すい退たいしましたの。だからわたくし達の時代には、真竜との交戦記録がございませんの。生き残っていた、より小型の竜となら戦って勝った記録がありますけれど―――」

「そんなものはこの化け物が相手では参考にならない、か………」

　鎧が空中に立体映像を作り出し、次々と情報を表示していく。クランが操る無人機からの報告と併あわせて、鎧は飛来しつつある竜の詳しよう細さいを孝太郎に伝えていった。

　全長二十六メートル、飛行速度時速百九十八キロメートル。警告、高エネルギー反応、エネルギー兵器に注意。空間歪わい曲きよく場を確かく認にん。攻撃時には十分注意されたし。

　次々と舞い込む情報は、どれも悪いものばかり。情報を分ぶん析せきした鎧の人工知能が言うには、飛行速度以外は戦せん闘とう機き並みであるとの事だった。勝算は決して高くはない。油断の出来ない相手だった。

「残念ながら、そういう事ですわ」

　クランは頷うなずきながら孝太郎にサグラティンを手て渡わたした。剣けんを渡わたしたクランも、受け取った孝太郎も、その表情は厳しかった。

「ありがとう」

　シャキンッ

　孝太郎はサグラティンを腰こしに下げると、足早に部屋の出口へ向かう。クランもすぐにそれに続いた。

「正念場だな」

「恐らくは。これに勝てるかどうかで、わたくし達が元の世界に帰れるかどうかが大きく変わってきますわ」

　クランは孝太郎が本物の青騎士であると考えているが、その確証がある訳ではない。

　ティアの台本では青騎士はアルゥナイアに勝った事になっているが、孝太郎とクランが同じように勝てるかどうかは分からないのだ。

　そして負けてしまえば歴史の歯車が大きく狂くるう。そうなってしまえば、孝太郎達たちが元の世界へ帰れる可能性は殆どなくなる。それ以前に、この戦いで死んでしまう可能性すらあるのだ。

「………お前らの神様、何て言ったっけ」

「暁あかつきの女め神がみ、ですわ」

「その女神様に、俺おれ達が勝てるように祈いのっておいてくれ」

「構いませんけど………急にどうなさいましたの？」

　クランには孝太郎はあまり敬けい虔けんには見えない。そんな彼が神かみ頼だのみを口にしたので、クランは驚おどろき、目を丸くしていた。

「神頼みでも何でも、しておきたい気分なんだ」

　自分達の運命がかかっているだけなら、孝太郎は神頼みなどしなかったかもしれない。しかしアライア達を守る為ためになら、幾らでも祈りたい気分だった。アライアとその仲間達は、今の孝太郎にとってそういう価値を持っていたのだ。

「………その気持ちは分かりますわ。わたくしが祈って差し上げましてよ。ただ、兵達の前ではドンと構えていて下さいまし」

「ああ。だからクラン、お前に頼たのむんだ」

「それは信用されてるんだか、されてないんだか………」

　そうして二人は軽く笑い合うと、兵舎の出口へ急ぐ。火竜帝アルゥナイアの襲来は、もうすぐそこまで迫せまっていた。










　孝太郎とクランが表に出た時、問題の竜は既に肉眼でもはっきりと見える距離まで迫っていた。

「あれが火竜帝アルゥナイアか………」

「あんなに大きいんですのね………」

　孝太郎とクランは、アルゥナイアの巨体を目にした時、思わず息を呑のんだ。

　―――ありゃあ、ゆりかの仮装とは完全に別物だな………。

　演劇でゆりかが演じていたものとは桁けたが違った。その姿は恐竜というよりも、映画やなんかで見る怪かい獣じゆうに近い。そんな火竜帝の名に相応ふさわしい威い容ように、孝太郎はこの先の戦いの激しさを予感していた。

「ベルトリオン、あの様子では、この砦の兵器が効くかどうか怪あやしいですわよ」

　ここラウストルの砦には、数人がかりで扱あつかう大型の弓や投石機が多数設置されている。それらは接近する兵を喰くい止めたり、城じよう壁へきを破ろうとする攻こう城じよう兵器を先に破壊してしまう為のものなのだが、空からやってくる巨大な竜に対してはあまり効果的な武器とは思えなかった。

「俺達だけでやるしかないって事か………」

「それも出来る限り早く、ですわ」

　火竜帝アルゥナイアは、その名の通り口から高温の火炎を吐き出す。このまま放っておけば、その炎は瞬またたく間まに砦や町を焼くだろう。そうなってしまっては、戦って勝つ意味はない。アルゥナイアがこの場所へやってくる前に、何としても倒さなければならないのだった。

「コー………いえ、レイオス様っ！」

「あおきし！」

　そんな時、アライアも建物の外へ姿を現した。その傍そばにはシャルルや侍じ女じよのマリー、神官のファウナの姿があった。

「殿でん下か!?　どうしてこんな所に!?」

「あれが来てしまった以上、どこにいようが同じ事です！　それよりレイオス様っ、兵を町の側へ配置したいのですがっ！」

　巨竜の攻撃は防げない。だがこの国の皇族として、それを黙だまって見過ごすわけにもいかない。アライアは甚じん大だいな被害を覚悟の上で、兵を町の防衛に回そうとしていた。僅かでも町の人間を避ひ難なんさせる助けになればと思っての事だった。

「分かりました！　フレアラーン殿に伝えます！　おいっ！」

「はいっ」

　孝太郎は副官の青年を呼び寄せると、フレアへの伝令を頼んだ。フレアは今、兵を動かす準備をしている。だから彼かの女じよにアライアの願いを伝えれば、そのように兵を動かしてくれる筈はずだった。

　フレアの下へ向かう副官の青年を見送ると、孝太郎は再び上空のアルゥナイアを見上げて厳しい表情を作った。

「クラン、この鎧はどのくらい飛べるんだ？」

「通常の飛行なら制限はありませんわ。しかし急加速用のブースターは推すい進しん剤ざいに限りがありますから、最大戦速は十分程度しか持ちませんの。気を付けて下さいまし」

　クランは孝太郎に答えながら、肩かたに担かついでいたライフルを両手で構える。それは彼女がいつも使っている大型のライフルだが、今回は装そう填てんされている弾たまが違う。いずれアルゥナイアがやってくるのは分かっていたので、クランがあらかじめ準備しておいた特別製の弾なのだ。この弾は貫かん通つう力が高く、しかも命中後に爆ばく発はつする。この爆発は前方に向かって突つき進すすむようになっているので、分厚い装そう甲こうも撃うち抜ぬける。これでアルゥナイアの鱗を撃ち抜けるかどうかは分からないが、普通の弾で攻撃するよりは遥かにましだった。

「十分か………微妙な所だな………」

　あれだけの巨体が相手なので、負ける場合は一気に負けるので関係ない。問題はその反対に、勝つ為の時間が得られるかどうかだ。推進剤が続く十分の間にアルゥナイアを倒さなければならない。孝太郎達は先進科学で武装しているが、それらはあくまで個人用の武器でしかない。だから可能性はそれほど高くはない。しかし『揺ゆり籠かご』の修理が完かん了りようしていない今、それだけの時間と武器で倒さなければならないのだった。

「よしっ！」

　孝太郎は覚悟を決めた。泣き事を言っている余よ裕ゆうはない。今はやれるやれないではなく、やらなければならない時だった。

「アライア殿下、シャルル殿下を連れて、安全な場所に隠かくれていて下さい」

「あおきし、そなたはどうするつもりなのじゃ？」

　シャルルは心配そうに孝太郎を見上げる。

「あれがこれ以上近付いてこないように、私達が食い留めます」

「お任せ下さいまし、シャルル殿下」

　孝太郎とクランはシャルルに笑いかける。二人とも覚悟は決まっていた。

「あおきし………」

　だがシャルルの表情は晴れない。勘かんの良い少女なので、シャルルは孝太郎達が危険な戦いに臨のぞもうとしている事に気付いていたのだ。

「だめじゃあおきし！　おまえとしたっぱのふたりだけでは、あんなものにはかてん！　いってはならぬ！」

　シャルルは孝太郎のマントの裾すそを掴つかむと大きく首を横に振る。孝太郎はそんなシャルルに諭さとすように語りかけた。

「殿下、私が行かねば多くの者達が死にます」

　アルゥナイアを倒せれば一番良いが、せめて兵達を町へ配置するまでの時間を稼かせがなくてはならない。それが出来なければ、多くの死傷者が出るのは間ま違ちがいなかった。

「そんなことはわかっておるっ！　でもぉっ、それでもわらわはいやじゃっ！　いやなのじゃあっ！」

　シャルルは両目に涙なみだを溜ため、孝太郎のマントの裾を固く握にぎり締しめる。絶対に放すまい、絶対に行かせまい。孝太郎を死なせたくないシャルルは必死だった。

「シャルル、それ以上レイオス様を困らせてはなりません」

「姉上!!　姉上はあおきしがしんでもかまわないというのですかっ!?」

　アライアはシャルルに笑いかけると、シャルルがマントを握り締めている手を、両手でそっと包み込む。

「そんな筈はないでしょう？」

　そしてアライアはシャルルの指を一本一本順番に解いていった。

「でも、レイオス様は誓ちかって下さいました。わたくし達を必ず守ると。こんな場所で死んでしまっては、その誓いは果たせない。シャルル、あなたの青騎士は、嘘うそをつくような者ではない筈です」

　アライアにも十分分かっている。この戦いが極きわめて危険なものであるという事が。孝太郎が死ぬ事さえあるという事が。しかしアライアは皇女だから、自分の騎士が立てた誓いを信じている。そしてアライアは一人の少女でもあるから、自分が愛する男性が立てた誓いを信じている。自分が孝太郎を信じずに、果たして何者が信じようか。そう何度も自分に言い聞かせながら。

「あねうえ………」

　そんな姉の気持ちが分かるからだろう。シャルルは孝太郎のマントを握る力を緩ゆるめた。自由になった孝太郎はシャルルに笑いかける。

「殿下、必ず勝って帰ります。まだ殿下を馬に乗せてさしあげておりませぬゆえ」

「ぜったいじゃぞ！　ぜったいかえってくるのじゃぞ！」

「はい。必ず」

　孝太郎は頷くと今度はアライアに目を向ける。

「行って参ります、アライア殿下」

「行くなと言えない我わが身みが恨うらめしいです、レイオス様………」

　アライアは気き丈じように微ほほ笑えんでいたが、その目元には涙が滲にじんでいた。信じてはいても、心配でない訳ではない。本当は孝太郎を引き留めたくて仕方がなかったのだ。

「いえ、それでこそ我が皇女殿下です」

　だがそんなアライアだからこそ、孝太郎は何としてもその信しん頼らいに応こたえなければならないと思うのだった。










　孝太郎とクランを宙に浮うかべているのは、重力を操あやつる力だ。それゆえ飛行機のように大きな音はしない。二人は静かに空中へ浮かびあがり、滑るように飛んでいく。

　フォルトーゼの季節は秋が終わり、冬に差さし掛かかった頃ころ。孝太郎とクランが肌はだに感じるのは冷たく乾かん燥そうした風。速度が速い事もあって、かなりの寒さだった。だが今の二人にはそれを感じている余裕はない。二人の視線の先には深紅の巨体を誇こ示じするアルゥナイアがいる。二人の気持ちは全すべてそこへ向けられていた。

「映画やなんかででっかいドラゴンは見るけどさ………こうして実際に向かい合うと、冗じよう談だんみたいな姿だな」

「しかも、あれだけの巨体であの機動性………冗談じゃありませんわね」

　アルゥナイアの方も孝太郎とクランの姿に気付いたようで、その首を孝太郎達の方へ巡めぐらせて進路を変へん更こうする。だが、その動きに鈍重さはない。二十メートルを大きく上回る巨体にも拘わらず、それはまるで猛もう禽きん類るいのような機敏な身のこなしだった。クランは現代のフォルトーゼで青騎士の映画を見た事があったが、アルゥナイアはここまで巨大ではなかったし、これほど機敏ではなかった。孝太郎にしろ、クランにしろ、想像を絶するような脅きよう威いの生き物を目の前にして、冬の寒さ以上の身み震ぶるいを感じているのだった。

「………私も付き合おう、青騎士」

　そんな二人の後を追ってきた者がいた。その人物は宙に浮かんだ長い杖つえに腰かけるようにして空を飛んでいて、音もなく孝太郎達の横に並んだ。

「カリス………」

　やってきたのは魔ま法ほう使いの少女・カリスだった。彼女は自らの魔法の力で杖を宙に浮かべている。魔法使いのカリスには、空を飛ぶ事など造作もない事だった。

　そしてカリスは孝太郎と目が合うと、黒い長衣を風にはためかせながら、にっこりと微笑んだ。

「私に無断でいくとは、随ずい分ぶん信用がないな」

「勝ち目があるかどうかも分からないんだ。お前には頼めないよ」

　カリスは元々グレバナスが率いる宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団の一員だった。カリスはグレバナスが彼女ごとアライア達を殺そうとしたために宮廷魔術師団を離はなれたものの、積極的にアライアや孝太郎を助ける義理もなかった。これまでカリスは病気を治ち療りようして貰もらった恩返しの為に孝太郎達を手伝っていた。しかし孝太郎は流石さすがにアルゥナイアの相手までは頼めないだろうと考えていたのだ。

「だが、私がいればいくらか勝ち目が出てくるかもしれない」

「………いいのか？」

「あまりよくはないが………終わったら美う味まい物を沢たく山さん食べさせてくれるのだろう？」

　孤こ児じだったカリスにとって、宮廷魔術師団こそが彼女の家であり家族だった。それに裏切られた彼女には、帰るべき場所も、守るべきものもなかった。

　そうなった時、カリスの胸の中に残っていたのは、孝太郎達と過ごした日々の事だった。厳しい幼年期と、任務に追われる毎日を送って来たカリスにとって、それは陽だまりで過ごすかのような、穏おだやかで優しい記き憶おくとなっていた。

　だからカリスはそれを守ろうとする。もしかしたらそれが、自分の新たな家や家族になってくれるかもしれないと、思うからなのだった。

「任せておけ。後で殿下に頼んでやる」

「よぉし、やる気が出てきた」

　そうしてカリスが上じよう機き嫌げんで頷いた時、真正面から近付いてくるアルゥナイアが大きな口を開けて咆ほう哮こうした。

　グオォォオオォォォォオオォォォォォッ

　それは大気をびりびりと震ふるわせる程ほどの大きな声で、孝太郎達を思わずたじろがせるほどの激しさだった。

「………あなたも酔すい狂きようですわね。自分からあんなものと戦おうだなんて」

　クランはそう言いながら自分自身に気合いを入れ直す。怖こわくない筈がない。相手は伝説上の生き物なのだ。
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「お前達は二人だけで戦おうとしていただろう？　私にはお前達の方がよっぽど酔狂に見えるが」

　カリスはそう言って苦く笑しようしながらも、内心では早まったかもしれないと感じていた。カリスが戦おうとしている火竜帝アルゥナイアは、近きん隣りんでは最強と言われている真竜だ。アルゥナイアの縄なわ張ばりであるからこそ、他の竜がフォルトーゼまでやってこないくらいなのだ。そんなものと戦おうとしている自分が愚おろかに思えた。

「お喋しやべりはそこまでだ」

　そんなクランとカリスを追おい越こして、孝太郎が前に出る。孝太郎もアルゥナイアが恐おそろしかったが、沢山の約束や誓いが孝太郎の気持ちを支えていた。

「そろそろ来るぞ」

　早さ苗なえが与あたえた力のおかげで、孝太郎の目はアルゥナイアの殺気を感じ取っていた。早苗が孝太郎の中に霊れい力りよくの回路を書き込んでから大分時間が経たっているせいで、幾らかその力は弱まっているものの、これだけ強い意思を向けられればはっきりと分かる。その強い攻撃の意思は孝太郎達三人に向けられ、特に先頭にいる孝太郎に多く絡からみ付ついていた。

　シャキンッ

　孝太郎は腰からサグラティンを引ひき抜くと、剣の切っ先をアルゥナイアに向ける。するとその刀身が陽光を照り返し、まるでそこに込められた約束や誓いが、剣を輝かがやかせているかのようだった。

「………時間もありませんし、ここはお互たがい酔狂という事に致いたしませんこと？」

「そうしよう。どちらがより酔狂であったかは、昼食の時にでも」

　クランは両りよう腕うでに銃じゆうを構え、カリスは魔法の呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始した。二人の視線の先には巨大な竜がいる。それを見ていると、自然と身体が震えてくる。

「………頼むぞ、二人とも」

　だが、その手前には青い鎧を身に着けた少年の背中がある。

「お任せ下さいまし」

「分かっている。お前も約束を忘れるなよ」

　その背中を見ていると、不思議と身体の震えは収まり、クランとカリスの胸には強い闘志が湧わいてくるのだった。










　先手を取ったのはアルゥナイアだった。深紅の巨竜は大きく息を吸い込むと、口から火炎を吐き出した。それは火炎放射器のような生易しいものではなく、まるで口から飛び出してくる巨きよ大だいな炎の柱だった。それは宣戦布告にしては強力過ぎる挨拶だった。

『散開しろっ！』

　孝太郎の目は相手の攻撃の意思を感じ取れるので、アルゥナイアがどこを狙ねらっているのかは分かっている。そしてカリスの魔法が三人の心を繋つなぐ事で情報が共有され、三人は十分な余裕を持ってその火炎を回かい避ひする事が出来た。

　シュゴォオオオォオオオオォォォォオオォォォッ

　だが十分な距離があるにもかかわらず、三人はアルゥナイアの吐き出した火炎の熱と、生み出された衝しよう撃げき波はにあおられる。白く輝く炎の息はそのまま真まっ直すぐに空を駆け抜け、空の彼方かなたへと消えていった。

「………これでは殆どプラズマ砲ほうですわね。喰らったらひとたまりもありませんわよ」

「あれを喰うのは止めておけよ、カリス」

「喰ってたまるかっ!!」

　アルゥナイアの炎の息は、温度が高くなり過ぎて半ばプラズマ化しつつあった。クランの知る限り、そんな事が出来るのは宇宙用の大型兵器ぐらい。巨竜の放った火炎の息は、彼女を呆あきれさせるような威い力りよくを秘ひめていた。

「青騎士、竜りゆう族は基本的に空を飛ぶ事と、口から吐はき出す息にしか魔力を使わない。しかし効果を絞しぼった分だけ威力は高い。十分に気を付けろ！」

　この火炎の息はアルゥナイアがただの息を魔力で火炎に変へん換かんしているものなので、巨竜の底知れぬ魔力がうかがわれた。魔法使いのカリスには、その魔力の強大さがよく分かっていた。

「俺おれが前に出る！　援えん護ごを頼むっ！」

　孝太郎は回避の時に点火した鎧のブースターを、そのまま全開にさせた。鎧は巨竜に負けじと大きな炎を吐き出し、孝太郎の身体を一気に加速させる。そして孝太郎は美しい曲線を描えがいてアルゥナイアに向かっていった。孝太郎は距離を詰つめて剣で攻撃するのと共に、火炎の息を使いにくくするつもりでいた。

「グルゥゥゥゥゥ………」

　アルゥナイアはそれを追うようにして首を巡らせ、再び大きく口を開く。孝太郎が近付いてくる前に、炎の息で焼き尽つくすつもりなのだった。

「そうはいきませんわっ！」

　ドンッ

　だがアルゥナイアが炎を吐き出す前に、その顔の近くで小さな爆発が起こった。クランの構えた巨大なライフルの銃じゆう口こうからは僅わずかに煙けむりが上がっている。アルゥナイアの顔の近くで起こった爆発は、クランの銃が発射した弾が引き起こしたものだった。クランとアルゥナイアの相対速度は時速数百キロに及およぶが、高度に発達した火器管制システムがその狙そ撃げきを成功させたのだ。

「グオオオオォオオォォォオオオォォォッ！」

　爆発の衝しよう撃げきと爆炎は、一時的にだがアルゥナイアに孝太郎を見失わせた。アルゥナイアは何とか視界を取とり戻もどそうと、首を大きく左右に振ふっている。その隙すきに孝太郎は巨竜への接近に成功していた。

「ゴォアアァァァアアァァァァァッ！」

　だがアルゥナイアはすぐに立ち直り、接近してきた孝太郎に大きな爪つめを振るった。その二十メートルを超す巨きよ体たいから繰くり出される一いち撃げきは、まるで軽自動車が高速で体当たりしてくるかのようだ。その必殺の一撃は、孝太郎の進路を塞ふさぐようにして繰り出される。全速で前進している孝太郎には回避し辛づらい攻撃だった。

「残念、その青騎士は偽にせ物ものだ」

　だがその巨大な爪が孝太郎の身体に触れた瞬しゆん間かん、まるで蜃しん気き楼ろうのように孝太郎の姿が消きえ失うせた。それと同時にアルゥナイアの背後からもう一人の孝太郎が姿を現し、巨竜の首を目め掛がけて斬きりかかっていく。

　最初の孝太郎は、クランの放った銃じゆう弾だんが引き起こした爆発に合わせて、カリスの魔法が生み出した幻げん影えいだった。そしてアルゥナイアが幻影の孝太郎に気を取られている隙に、背後に回った本物の孝太郎が斬りかかったのだ。

「うおぉぉぉぉおおぉぉぉぉぉぉっ！」

　ガキィンッ

　狙い通り、孝太郎の剣がアルゥナイアの首に命中する。しかし孝太郎のその一撃はまるで壁かべに激げき突とつしたかのように跳はね返かえされる。それはしばらく前に戦った鋼鉄の巨きよ人じんに斬りかかった時と似たような手て応ごたえだった。

『効いてないっ!?　こいつっ、えらく固いぞ!!』

　距離が離れたので、孝太郎の声ではなく意思が直接クランとカリスの心に飛び込んでくる。それを感じて、クランは首を横に振った。

『違ちがいますわ、ベルトリオンッ!!　強力なバリアーで守られているんですわ!!』

　ライフルのスコープとリンクしたクランの腕うで輪わが、孝太郎の一撃が命中した瞬間の映像を捉とらえていた。その映像には、孝太郎の剣が巨きよ竜りゆうの鱗うろこに触れる前に跳ね返されている様子が映し出されていた。

『バリアーだって!?』

　孝太郎はクランの言葉に酷ひどく驚きつつも、回避運動を繰り返しながら、アルゥナイアから離れずに死角へ回り込もうとする。攻撃するにしろ防ぼう御ぎよするにしろ、アルゥナイアから離れてはかえって良い的になってしまう。

『どうやら飛行と息だけではなかったようだっ！　三つ目の魔法だっ！』

　竜が使う魔法は、一いつ般ぱんに二つだけとされている。飛行の補助と、攻撃の為の息だ。だがアルゥナイアはこれに加えて、攻撃を跳ね返す防御の魔法で身を守っていた。

　だがこれは本来、飛行する時に体表面で生じる気流の乱れを安定させる為に獲かく得とくした能力だった。身体全体を流線型のバリアーで包み込む事で、飛行に向かない戦せん闘とう用の凶きよう暴ぼうな体形でも高速での飛行を可能としたのだ。これに加えて、短時間なら酸素の極きよく端たんに薄うすい高高度での飛行も可能となる。

　この能力を獲得した経けい緯いはそうしたものだが、武器による攻撃を防ぐ事にも十分に役に立った。孝太郎の剣はこれに跳ね返されたのだ。

『そうか！　それで先さき程ほどのわたくしの攻撃でも無傷でしたのね！』

　クランが放った弾は顔の傍で爆発して一時的に視界を奪うばったものの、アルゥナイアを傷付ける事はなかった。銃弾自体も、銃弾が引き起こす爆発も、アルゥナイアのバリアーが防いでしまっていたのだ。

『クランッ、どうすればいいっ!?　何か上う手まい手はないかっ!?』

　孝太郎は次々と繰り出されるアルゥナイアの爪を掻かい潜くぐりながら、自分からも何度か攻撃を繰り出していた。しかしその全てが巨竜のバリアーに阻はばまれてしまっている。このままでは手て詰づまりなので、クランに助言を求めた。

『左ひだり腕うでをお使いなさい！』

『左腕!?　キリハさんの篭こ手ての事か!?』

『そうですわ！　幾ら強力なバリアーでも、物理的な攻撃は防げても、電場や磁場まで防げるとは思えませんわ！　至近距離から電磁場で神経系を狙いなさいっ！』

　クランの作戦は、鎧の左腕に組み込まれているキリハの篭手を利用する事だった。

　実体を持った攻撃はバリアーに防がれてしまうのかもしれないが、実体を持たない電界や磁場ならバリアーをすり抜けるかもしれない。上手くすればバリアーの内側で電でん撃げきを生じさせられるかもしれないし、それが出来なくとも神経系を電磁場に晒さらす事が出来る。

　生物である以上、アルゥナイアの神経にも電気信号が行き交っている。それを強い電磁場で無む理り矢や理りに乱してやればうまく身体が操れなくなる。また、小脳や大脳を狙えば意識を失うかもしれない。

　接近して、至近距離から篭手による攻撃。現状において、これがもっとも有効的な攻撃手段だった。

『分かった、やってみる！』

『わたくしは光学兵器を試ためしてみますわ！　多少威力は落ちますけれど、もしかしたら通じるかもしれませんから！』

　クランからアルゥナイアの姿は見えている。従って光を使った攻撃なら、アルゥナイアのバリアーをすり抜けるかもしれない。

　二千年後のフォルトーゼのバリアーなら、物理的な攻撃だけでなくレーザーの光も防ぐように設計されている。しかしアルゥナイアのバリアーはレーザーを想定したものではないので、レーザーが通じる可能性は十分にあった。

『行くぞ、クランッ！』

　孝太郎はサグラティンの切っ先をアルゥナイアへ向け、その刀身に左手を押おし当あてるようにして電場を発生させる。電場は剣けんの先さきから前方へ伸のび、目には見えない大きな槍やりとなった。強力な電場の影えい響きようで、剣の切っ先から数センチの所に電子が集中し始める。それは巨大な負の電でん荷かとなって剣を輝かせ、周囲の空間をぱちぱちと震わせ始めた。

　そして孝太郎が電磁場の槍を構えて突とつ進しんしようとした時だった。孝太郎の周りに次々と人ひと影かげが現れていく。それらは全て青い鎧と剣を構えた孝太郎だった。

『カリスか!?　助かる!!』

『私の魔法でダメージを与えるのは難しい。私は防ぼう御ぎよと撹こう乱らんを担当する。攻こう撃げきは任せたぞ、青騎士！』

　孝太郎の周りには、全部で八人の孝太郎が現れていた。それらは全てカリスの作り出した幻影だ。カリスは自分の攻撃魔法ではアルゥナイアのバリアーを撃ち抜く事は出来ないと判断した。また防御魔法で身を守っても、巨竜の爪や火か炎えんの息を防ぐのは難しい。そこで多くの幻影を生み出して、攻撃を分散させて孝太郎を守る事にしたのだ。

『ベルトリオンッ、来ますわよっ!!』

　クランは孝太郎に警告しながら、両腕に構えたレーザーライフルの引き金を絞った。するとその銃口がほんの一いつ瞬しゆんだけ輝く。発射されたのは弾ではなく、波長を揃そろえて高いエネルギーを与えられた光。レーザーの速度は光のそれに準じる。発射の光が見えた時にはもう命中している。いかに機き敏びんなアルゥナイアでも、これをかわす事は出来なかった。

「ギャオォオオォォォォッッ!!」

　レーザーの光が深しん紅くの身体を焼く。クランの読み通り、アルゥナイアのバリアーはレーザーを防げなかった。流石さすがの巨竜も知らないものは防げない。鱗とその下の身体を焼かれたアルゥナイアは苦痛の声をあげ、身体をよじった。

『効いているっ!!　今ですわっ、ベルトリオンッ!!』

　クランのレーザーは対人兵器なので、アルゥナイアの身体を貫つらぬくほどの大きなダメージは与えられない。しかし身体を焼かれた痛みに驚き、巨竜は大きな隙を見せている。牽けん制せいとしては十分な効果だった。

「くううらああぁあぁぁぁええぇぇぇぇぇぇっ!!」

　孝太郎は剣を前に突き出して突進する。元々近くにいた事もあって、次の瞬間には孝太郎の剣はアルゥナイアに襲おそいかかった。剣自体はバリアーで受け止められたが、その切っ先から伸びている電磁場はバリアーの内側へ潜もぐり込んだ。電磁場がバリアーを通とおり抜けていく段階で剣先に集まっていた電子は一いつ旦たん拡散してしまったが、その内側で再び集中し始める。

「こぉれでどうだああぁぁぁああぁぁぁぁっ!!」

　そして電磁場がアルゥナイアの身体に届いた瞬間、孝太郎は左腕に意識を集中させた。すると早苗によって強化された孝太郎の霊力が一気に左腕に流れ込み、電磁場を拡大して剣先とアルゥナイアの体内とで非常に大きな電位差を生み出した。

　バシィィィイィィィッ

　孝太郎の視界を真っ白い閃せん光こうが塞ぐ。それと同時に何かを激しく鞭むちで叩たたいたかのような鋭するどい音が大気を震わせた。音は鞭が鳴ったようなものであったが、その大きさは何十倍も大きい。それは大きな電位差によって生じた電流が、一気にアルゥナイアの身体に流れ込んでいった時の音だった。

「グギャオォォォォォォォォンッ」

　キリハの篭手が人工的に作り出した落らく雷らい。それがアルゥナイアに直ちよく撃げきし、その身体の中を駆け巡った。流石のアルゥナイアにも、この攻撃は効いた。特にこの電撃は神経の密集した部位を狙って叩き込まれた。これはアルゥナイアを分ぶん析せきした鎧のコンピューターの指示によるものだ。おかげでアルゥナイアは一瞬で身体のコントロールを失った。

　ガシィッ

「うわああぁぁっ!!」

　唯ゆい一いつの誤算は、その時に振り回まわされたアルゥナイアの尻尾しつぽを孝太郎がかわせなかった事だった。電撃の閃光で一時的に視界を奪われていたせいで、かわしきれなかったのだ。また、いかに攻撃を読む霊力があろうとも、電撃を流された事で生じた反射的な運動は読めない。孝太郎はその身体に尾おの一撃を受け、大きく跳ね飛とばされた。

『ベルトリオンッ!!』

　孝太郎はアルゥナイアの一撃を喰らい、きりもみ状態で跳ね飛ばされていく。上下を見失い、すぐには体勢を立て直す事が出来ない。非常に危険な状態だった。

『任せろっ!!』

　そんな孝太郎に向かってカリスが魔法の呪文を詠唱し始めた。

『集つどい来たれ、風の精せい霊れい！　船ふな帆ほを揺らす風の如く、大いなる力を示せ！　渦うずとなりて彼かの者と舞まい踊おどり、そのリズムを正せっ！』

　カリスが詠唱していたのは、風を操って孝太郎を減速させる為の魔法だった。まずきりもみを止めてやらない事には始まらない。

　カリスの魔法が発動するのと同時に、鎧に備わった姿勢制せい御ぎよ装置が働き始める。鎧は重力とブースターを操ってきりもみ状態の回転を止めようとする。それを魔法が補助したおかげで、程なく回転は収まり孝太郎は空中に静止した。

「うぅっ、く、くそっ、一体何が………？」

　回転は収まったが、孝太郎は目が回っていて上手く姿勢が保てない。孝太郎は何度も頭を振って回り続ける視界を何とか元に戻そうとする。その時、鎧よろいが警告の声をあげた。

『アラートメッセージ。高エネルギー反応。緊きん急きゆうの回避を要す』

　先程の電撃だけではアルゥナイアは倒たおし切れなかった。アルゥナイアはダメージから立ち直ると、孝太郎に向けて再び火炎を吐き出した。

「任せる！」

『仰おおせのままに、マイロード。自由変調アルゴリズムで回避運動を開始』

　だが孝太郎の方はまだダメージから回復していない。自力での回避は難しいと判断した孝太郎は、鎧に回避を任せた。すると鎧は加速と減速を不規則に繰り返して火炎を回避していく。だが孝太郎のように敵の攻撃の意思を読んでいる訳ではないので、鎧の回避運動では完全に炎ほのおをかわす事が出来ない。直撃こそなかったが、孝太郎は何度か炎に炙あぶられる事となった。

「ベルトリオンッ！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、心配ない！」

　しかし火炎によるダメージが深刻なものになる前に、孝太郎は元の調子を取り戻した。すぐに自らの目でアルゥナイアの動きを読み、その攻撃をかわしていく。

「………しかし、ちょっと油断したらこれか………」

　一旦危機を脱だつした孝太郎だったが、自分の鎧に刻まれた攻撃の痕こん跡せきを見て気を引き締め直す。装甲には火炎による焼やけ焦こげや、跳ね飛ばされた時のへこみが刻まれている。どれもがあと少しで致ち命めい傷しようとなり得るものばかりだった。

「ティア………お前が想像したアルゥナイアより、本物の方が強いようだぞ………」

　孝太郎は自分を威い嚇かくするアルゥナイアの巨体を見ながら、サグラティンの柄つかを強く握り締めた。










　上空で戦い続ける孝太郎達を、アライアは祈いのるような気持ちで見上げていた。

　―――コータロー様………！

　孝太郎の相手は二十メートルを超えるような巨大な怪かい物ぶつ。それは猫ねこが獅し子しに挑いどむようなもの。いくら孝太郎が強いとはいっても、その十倍以上に及ぶ大きさの差をひっくり返せるとも思えない。クランとカリスが手伝ってはいるが、焼け石に水という印象は拭ぬぐえなかった。

　―――このままでは、コータロー様が、死ぬ………！

　その事が、アライアの胸に実感となって忍しのび寄よった。それを感じて、アライアは自分が久しぶりに不安を感じているのだという事に気付いた。

　孝太郎と出で逢あってから、アライアはずっと安心していられた。仮に自分にもしもの事があっても、孝太郎がシャルルを守り、国を支えてくれるという確信があったから。その確信が、皇女としてのアライアを支えていた。

　また、両親を失って以降、孝太郎は唯一アライアの気持ちを知り、理解してくれた人物だった。アライアの悩なやみを全て知った上で、彼女がやっている事は正しいと、言ってくれた人物だった。その事が、少女としてのアライアを支えていた。

　孝太郎が死ねば、アライアは同時に二つの支えを失う。それは彼女にとってとても恐ろしい事で、想像するだけで胸の中に冷たい感覚が広がり、その白く細い手が震え始めるのだった。

「………こうなる前に、あの剣けんの封ふう印いんを、解いておくべきだった………」

　アライアの不安が、そんな言葉になって口から漏もれ出してくる。アライアの近くでその言葉を耳にして、ファウナは悲しげな表情を作った。

「殿下………それは………」

　暁の女神の神官であるファウナには、この時のアライアの言葉の意味がよく分かっていた。アライアが孝太郎に向けている気持ちの大きさ、そして深さ。アライアが口にした言葉は、並なみ大たい抵ていの決意では出て来ない言葉だった。

「がんばれぇっ、あおきしぃっ！　わらわがついておるぞぉっ！」

「いけません、シャルル殿下！　そんなに身を乗り出しては危のうございます！」

「はなせマリー!!　かくれてなどおれぬわ!!　わらわと姉上のきしがたたかっておるのじゃ!!　おうえんをせずになんとするっ!!」

　だが、暗く沈しずんでいたアライアの気持ちを、シャルルの力強い言葉が一気に上まで引き上げた。

「シャルル………あなたは強い子ね………」

　シャルルは最初こそ孝太郎を心配して行かせまいとしていたが、行かせた後はまるで鋼はがねのように固い意志で孝太郎の勝利を信じている。

「姉上っ！　姉上もあおきしにこえをかけてやってくだされ！　そうすればきっと、あおきしはぶじににかえってまいります！」

　そして信じた事が実現するように、やれる事をやろうとしている。小さなシャルルに出来る事は応おう援えんする事だけだったが、なんとか孝太郎の力になろうと必死だった。

　―――シャルル………もしかしたら、わたくしよりもあなたの方が、皇こう帝ていに相応ふさわしいのかもしれませんね………。

　太陽のように、あるいは陽に向かって咲さく大輪の花のように。シャルルの強く、誇ほこり高たかき意志は、アライアの目の前でまばゆく輝いていた。

「そうね、シャルル………。わたくしも一いつ緒しよに応おう援えん致いたします」

　アライアはシャルルを見習う事にした。孝太郎の勝利を信じて、今はただその背中に声せい援えんを送る。他の事は後になっても出来るのだ。

「姉上っ！　ここへっ！」

　シャルルは笑え顔がおを作るとアライアを手招きし、自身が立っている台の上に呼んだ。アライアはそれに応じ、シャルルと同じ場所に立った。

「あおきしぃっ！　がんばれぇっ！　姉上もおうえんしておるぞっ！」

「レイオス様ぁっ！　しっかりぃっ！」

　二人の声が上空で戦い続ける孝太郎の耳に届くかどうか、それは分からない。けれど届くと信じて、二人は声を張り上げる。それが今の二人に出来る、唯一の戦い方だった。

　するとそんな彼かの女じよ達たちの声に続いて、近くにいた兵達が次々と声を上げ始める。それは次第に大きな声のうねりとなり、さざ波のように砦とりで全体に広がっていった。










　孝太郎はアライアとシャルルから何百メートルと離れた位置で戦っていた。これに加えて、上空で渦うず巻まく風の音や、ブースターの噴ふん射しや音、火竜が吐き出す息の轟ごう音おんが孝太郎を取り巻いている。だからアライアとシャルルの言葉は孝太郎には届いていなかった。

「………絶対に負けられんっ!!　殿でん下か達やみんなが俺の帰りを待っていてくれているんだからなぁっ!!」

　だが孝太郎に届いていないのは言葉だけだった。その気持ちはきちんと届いていたし、砦の人々が自分に向かって何か言っているのは分かっていた。

　ずっと野球をやって育ってきた孝太郎だから、はっきりと言葉が聞き取れずともそれが声援である事は分かる。そしてそれがあたりに響ひびいているという事が、孝太郎の心に強い意志の力を呼び起こしていた。

「やれる筈だ！　あいつだって、ダメージを受けていない訳じゃない！」

　孝太郎は強い意志の力を込めてアルゥナイアを睨にらみつけ、剣先をその巨体に向けた。

　孝太郎の言葉通り、アルゥナイアは幾らか弱っていた。これまで孝太郎が左腕から放った電撃と、クランのレーザーによって少しずつ巨竜の身体にダメージが蓄ちく積せきされていた。それにこれまで数分間にわたって全力での飛行を続けている事も、アルゥナイアの体力を奪っている。

　それを感じて、孝太郎は勝てない相手ではないと自らを奮い立たせた。

『ベルトリオン、推すい進しん剤ざいの残りが三分の一を切りましたわ！　それと機体の各部でダメージが増加していましてよ！　あまり悠ゆう長ちように構えている時間はありませんわ！』

　だがアルゥナイアのダメージが増える一方で、孝太郎の方にもダメージが増え続けていた。しかもその量は身体が小さい孝太郎の方が遥はるかに大きかった。

　鎧には火炎や爪などで大小様々な傷が刻まれている。激しい戦いを続けた事で駆く動どう部分の負ふ荷かが増大し、大きなダメージが残っていた。

　今は鎧の機能がそれらのダメージをうまく補ってくれているが、これ以上機体へダメージが蓄積されると危険だった。

『私の魔ま力りよくも残り少ない。治療の魔法は重傷のものに絞るぞ』

　また孝太郎自身もこれまで、小さなものは切り傷や打だ撲ぼくに火傷やけど、大きなものは脱だつ臼きゆうや骨折といったダメージを負っていた。それらはカリスが魔法を使って治療していたが、彼女の魔力にも限りがある。こちらの意味においても、これ以上のダメージは危険だった。

『そのあたりは任せる。うまい事やってくれ』

『善処しよう』

『悪いが俺の方でその辺を気にしている余裕は無い』

『相変わらず無む茶ちやを言いますわね』

『無茶をせずに勝てる相手じゃない！』

　孝太郎は両手でサグラティンを構えると、切っ先をアルゥナイアに向けて突進する。するとカリスが幻影の魔法で作り出した八人の孝太郎がその周囲を囲む。九人になった孝太郎はその位置を入いれ替かえながらアルゥナイアに向かっていった。

「ぐぅるぅぅぅぅううるるるるるぅぅぅぅぅっ」

　アルゥナイアは牙きばを剥むいて孝太郎を威嚇する。だが、これまでのように火炎の息で攻撃しようとはしない。九人の孝太郎の大半が偽物である事が分かっているのだ。

　―――まずい、知ち恵えを付け始めたか………。

　孝太郎は内心で舌打ちする。アルゥナイアは冷静だ。喧けん嘩かっ早ぱやい孝太郎の経験では、喧嘩はいつだって終始冷静な人間が勝つからだった。

『青騎き士し、勝負を急ぎたいなら一つアイデアがあるが』

　孝太郎の内心の焦あせりを感じ取り、カリスは孝太郎に提案した。

『言ってくれ』

　アルゥナイアは距きよ離りが詰まるのを待ち、その長い尻尾を大きく振り回して九人の孝太郎達たちがいる辺り全体を薙なぎ払はらった。

　バキィンッ

　孝太郎はカリスに返事をしながら咄とつ嗟さに剣を使って防御した。その途と端たん、鎧のシステムが悲鳴を上げる。

『左上じよう腕わん第一、第三駆動装置、右みぎ腕うで肘ひじ関節軸じく受うけのダメージが許容範はん囲いを超こえました。回路をバイパス、駆動装置バランス再設定。左腕の出力が二十二パーセント低下、右腕肘関節の自由度が十四パーセント低下。更さらに―――』

　鎧のダメージ報告は続く。孝太郎の視界に直接投とう影えいされている鎧の立体映像は、ダメージを示す赤いマークでいっぱいになっていた。

「細かいダメージの報告はいい！　酷い状じよう況きようなのは分かってるっ！　動かなくなったものだけ報告しろ！」

『仰せのままに、マイロード』

　その途端、立体映像から赤いマークが一気に消える。そして右肘に黄色いマークが一つだけ残った。右肘の関節が動かなくなりつつあったのだ。

『無事か、青騎士！』

『ベルトリオンッ！』

『まだ大丈夫だっ!!　それでなんだっ、カリスッ!!』

　幻影は全て消え失せ、孝太郎は一人になっていた。この状態で離れれば火炎の息で攻撃される。それぐらいなら密着状態で攻撃していた方が良い。そう判断した孝太郎は、左手を剣に添そえ、電磁場を発生させた。このまま攻撃に行くつもりだった。

『その竜の首の後ろ辺りに、奇き妙みような魔力の集中がある。そこを攻撃してみると良いかもしれない』

　少し前、カリスは魔法を使ってアルゥナイアの使っている魔法を調べた。すると幾いくつかの魔法を感知する事が出来た。

　身体全体を包つつんで飛行能力を増大させる強化魔法、攻撃を防ぐバリアーを作り出す防御魔法、そして吐き出した息を火炎の柱に変える変性魔法。この三つはカリスも予想していたもので、その力の大小を知る事は、今も孝太郎の戦いの役に立っていた。

　だが実はこの時、もう一つ別の魔法が感知されていた。それが何の魔法なのかはカリスには分からなかった。彼女の知らない魔法だったのだ。しかし魔力の出所は分かった。それが首の後ろだった。そこで何かの魔法が発動していて、アルゥナイアに影響を及ぼしているのだとしたら、攻撃する事で状況が好転するかもしれない。多少博ばく打ちの要素はあるのだが、カリスにはこのままただ戦い続けるよりも、勝利する可能性が高くなるように思えた。

『首の後ろだなっ!?』

　孝太郎はすぐに決断した。孝太郎もカリスと同じ意見だった。このまま戦い続けるよりも、少しでも可能性のある方法を試したい。そこで孝太郎は首の後ろを狙うべく、ブースターを全開にして、アルゥナイアの背中側に回り込もうとした。

『気を付けろ、青騎士！　火炎の息が来るぞ！』

『この距離でかッ!?』

　密着していれば火炎の息は吐けない。そう思っていた孝太郎だったから、このタイミングでアルゥナイアが思い切り息を吸い込んだ時には酷く驚おどろいた。孝太郎が背中側へ回る事を嫌きらったアルゥナイアは、多少我が身みを焼こうとも、火炎の息で孝太郎を焼き尽くそうとしていたのだ。

『お任せなさいっ！』

　キュキュキュゥン

　アルゥナイアが火炎の息を吐こうと口を開けた所へ、クランのライフルがレーザーを連射した。適度にばらまかれたレーザーは、アルゥナイアの顔を焼いた。これまでならそれで一旦行動を止めていたアルゥナイアだったが、今回は違った。こうなる事をあらかじめ予期していたのか、レーザーの攻撃に耐たえ、そのまま火炎の息を吐き出だした。

　シュゴォォオオォォォオォォゥゥゥゥウウゥゥゥン

　火竜の息は白く輝く光の柱となって孝太郎に迫せまった。距離があれば十分にかわせたその息も、この距離では回避はほぼ不可能。孝太郎はそのまま火炎の奔ほん流りゆうに呑のみ込まれるかに思われた。

「だったらこうだぁあぁぁぁぁっ!!」

　それは咄嗟の思い付きだった。孝太郎は剣の先で発生させていた電磁場を、孝太郎自身を包み込むように変形させた。それと同時に全力で左腕に霊力を注ぎ込む。すると孝太郎の身体は、まるで弾だん丸がんを発射するかのような勢いで更に加速した。そのスピードは圧あつ倒とう的てきで、一気に火炎の息の攻こう撃げき範はん囲いから飛び出していた。

『ベッ、ベルトリオンッ!?　馬ば鹿かですわっ、あなたという人はっ!!　なんてっ、なんて無茶をっ!!』

　孝太郎の鎧の状況をモニターしていたクランには、この時孝太郎が何をしたのかが分かっていた。孝太郎は篭手で強力な電磁場を発生させ、鎧を強ごう引いんに加速させたのだ。だがそんな事をすれば、いくら宇宙用の鎧とはいえ、磁気や電磁波を防ぎきれない。壊こわれる事こそなかったが、システムは至る所でエラーを吐き出し、鎧はその機能を停止していた。

『違うぞクラァンッ!!』

　だが、孝太郎の動きは止まらなかった。鎧の機能は全て停止していたが、左腕の中にあるキリハの篭手はまだ機能している。孝太郎はその力を使って、自分の身体をアルゥナイアに向かって突っ込ませた。

『無茶っていうのはなぁぁぁっ!!』

　孝太郎はキリハの篭手に導かれ、アルゥナイアに突進する。その剣の先が狙うのは、アルゥナイアの首の後ろ。カリスが魔力の集中が存在していると言った場所。鎧は機能を停止している。再起動できるかどうかも分からない。だから攻撃するならこれが最後のチャンスだった。

『こぉいう事を言うんだぁぁあぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁっ!!』

　パキィィィィンッ

　孝太郎のサグラティンが、アルゥナイアのバリアーに接せつ触しよくする。その瞬間、孝太郎は確かに見た。アルゥナイアの首の後ろに、大きな宝石が取り付けられているのを。それはアルゥナイアの赤い巨体の中で、唯一青く輝いている。そこへ向けて、孝太郎は残された全ての力を使って電撃を放った。

　バシィィィイィィィッ

　純白の閃光。アルゥナイアのバリアー越ごしに、これまでで一番大きな電撃が生じた。それは瞬またたく間まに青い光を放つ宝石に襲いかかった。

「ギィャオォオオオォォォォォォオオォォォォンンンンッッ!!」

　全力で作り出した電撃だったが、孝太郎が消しよう耗もうしていた事もあり、宝石を砕くだくには至らなかった。だが、この一撃を浴びたアルゥナイアは酷く苦しみ始めた。

　アルゥナイアは身体を大きく捻ねじ曲まげ、陸に揚あげられた魚のようにのたうち回る。その時に口から漏れた苦痛に満ちた叫さけび声ごえは、近くの町に住む人々を震ふるえ上あがらせた。そしてアルゥナイアは身体を空中に留とどめておく事が出来なくなり、そのまま地面へ向かって落下していった。

「や、やったか………」

　精根尽き果はてた孝太郎は、自分自身も自由落下に身を任せながら、落ちていくアルゥナイアを眺ながめていた。鎧はまだ息を吹ふき返さず、篭手を操るだけの力も残っていない。このままでは孝太郎は、自由落下の終しゆう端たん速度である時速二百キロで、地表に叩きつけられる運命だった。

「へ、へへっ、お、俺おれ達たちの勝ち、です………でん、か………」

　だが孝太郎は地表へ辿たどり着つく前に意識を失った。戦いのダメージは大きく、自らの勝利を確信して気が緩ゆるみ、意識が保てなくなったのだった。







神託の宝剣







　孝こう太た郎ろうが死ななかったのは、同行していたクランとカリスのおかげだった。カリスの魔ま法ほうが孝太郎の落下速度を緩め、ぎりぎりのところでクランが孝太郎を捕つかまえる事に成功したのだ。

「やれやれ………世話の掛かかる青騎士ですこと………」

　この時、クランが投げ捨てたレーザーライフルが孝太郎の代わりに大地に激突してばらばらに砕け散ちったが、孝太郎を抱だき抱かかえた彼女にはそれに対する不満はなかった。彼女は孝太郎が無事であった事に、ただただ安あん堵どしていたのだった。










　こうして砦に連つれ戻された孝太郎は医務室に運び込まれ、錬れん金きん術じゆつ師しのリディスと、暁あかつきの女め神がみの神官であるファウナの手によって怪け我がの治ち療りようが施ほどこされた。

　だが治療が済んでも、孝太郎は昏こん々こんと眠ねむり続けていた。心配になったアライアは、孝太郎の顔を覗のぞき込むようにしながら、傍かたわらのリディスに尋たずねた。

「リディス、レイオス様のお加減はどうなのです？」

「どこもかしこも傷だらけですが、致命傷になるような大きな傷はありません。カリスの魔法が役に立ったようですね」

　錬金術師であるリディスには、この時代における最高レベルの医術の心得があった。錬金術師は科学から薬学、医術や魔法に至るまで、あらゆる学問を研究している総合的な科学者なのだ。その為ため、いわゆる民間療りよう法ほうよりも遥かに的確な治療が施された。これにはクランの助手をしていた経験も役に立っていた。

「それでリディスよ、あおきしはいつおきるのじゃ？」

　シャルルはベッドによじ登り、アライアと一緒に孝太郎の顔を眺め始める。シャルルは孝太郎が目覚める事を疑っていない。自分は孝太郎に馬に乗せて貰もらえると、固く信じているのだ。それでも心配は心配で、シャルルは口をへの字に曲げ、じっと孝太郎の顔を見つめていた。
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「今は何とも………ベルトリオン卿きようの体力次し第だいとしか申し上げられません」

「シャルル殿でん下か、レイオス様が一刻も早く目覚めるように、あたしが頑がん張ばるから！」

「おお！　たのむぞファウナ！」

　暁の女神の神官であるファウナは霊れい力りよくを操あやつる事が出来る。彼女は先程、その力を使って孝太郎の身体を活性化し、回復を早める処置を施した。それは早さ苗なえがやるマッサージ治療を、より大おお掛がかりにやっていると考えて差さし支つかえないものだ。ファウナは神官の修しゆ行ぎようとしてその為の訓練を積んでいるので、今後も続けて行えば孝太郎の回復速度は倍以上になるという話だった。

　ちなみにクランの『揺ゆり籠かご』にある医い療りようキットを使えば、より高いレベルの治療を施す事が出来る。しかし物資が手に入らない現状においては、医療キットを利用できる回数には限りがあった。だから今回はこの時代の医療技術でも何とかなりそうだったので、その利用が見送られていた。

「良かった………レイオス様はご無事なのですね………」

　仲間達のやりとりを聞き、アライアは肩かたの力を抜ぬいた。仲間達の様子から、言葉だけでなく、本当に孝太郎が無事であるという事を感じ取ったのだ。そしてアライアは軽く笑えみを浮うかべ、目元に浮いていた涙なみだを拭った。

　孝太郎が意識を失った状態で連れて来られた時、アライアは本当に心臓が止まってしまいそうな程ほどの衝しよう撃げきを受けていた。それはまるで、世界の終わりを見せ付けられたかのようだった。それは彼かの女じよにとって孝太郎がどれほど重要な人間であるのかを、改めて実感させられた瞬間だった。

　それだけに無事だと聞かされてもなかなかそうは感じられなかった。治療が済み、こうして詳くわしい話を聞かされ、更には仲間達の口ぶりを確かめ、ようやくアライアは孝太郎の無事を確信する事が出来たのだった。

「運の良い男だ。あれほどの化け物と戦って、無事でいる事自体が信じ難がたいな」

「以前から運だけは良い男でしたわ。なにせ―――」

　クランは言いかけた言葉を飲み込んだ。言葉はこう続く筈はずだった。

　なにせ、わたくしが殺そうとしても、殺せなかった男なのですから。

　しかし幾らそれが真実であっても、このタイミングで口にしてはひんしゅくを買う。それに自分が孝太郎の敵であった事を認めるのも悔くやしい。だからクランはその言葉を胸の奥おくにしまい込み、何食わぬ顔で続けた。

「なにせ、いつだって多くの人間が、この男の無事を願っているのですから」

「まったくだ。青騎士には生きていて貰わねば困る。まだ美う味まい物を貰う約束が済んでいないのだからな」

　カリスはクランの気持ちを知らず、訳知り顔で何度も頷うなずく。そんなカリスの顔を眺めながら、クランは自分の口にした言葉を胸の中で繰り返していた。

　―――いつだって多くの人間が、この男の無事を願っている、か………。そういえば、あちらでもそうでしたわね………。

　そうしながら、クランは孝太郎の地球での生活を思い出した。

　孝太郎は狭せまいアパートで五人の少女達と一緒に暮らしている。クランのライバルであるティアもそのうちの一人で、その誰だれもが最初は孝太郎の敵だったのだという。だが時間が過ぎていくにつれ、敵対心は薄れて互たがいの存在を尊重し合うようになった。彼女達は今もきっと孝太郎の身を案じている。だからこそ、孝太郎はそこへ帰ろうとするのだ。

　―――わたくしはきっと六人目なのでしょうね………ふふふっ………。

　そしてそれはクランについても同じ事が言えた。孝太郎を殺そうとしていたのに、今はその身を案じている。加えて孝太郎は以前、クランに帰る場所がなくなったら、一緒に住まわせてやると約束した。

　孝太郎は頭が悪く、不器用で、上手に生きる事が出来ない。次々と侵略者に襲われ、彼女達の持ち込んだトラブルに巻き込まれ、挙げ句の果てに時空の果てに飛ばされた。そして帰りたくても帰れない。どこかでもう少し上う手まく立ち回っていれば、こうはならなかった筈だ。だが不器用な孝太郎には、それが出来ない。言ってみれば、いつだって負け組の人生なのだ。

　けれど幸運な男だった。いつも誰かがその身を案じている。その事は人の生きる力になる。それが分かるから、クランは孝太郎が必ず目覚めるだろうと確信していた。孝太郎が孝太郎である限り、目覚めずにはいられない筈なのだ。そしてそういう彼の不器用さを、誰もが愛しているのだった。

「………本当に、幸運な男ですわ………」

　―――フォルトーゼの皇女四人に心配されている人間なぞ、宇宙中を探しても、この男一人きりでしょうね………。

　クランは眠っている孝太郎に微ほほ笑えみかける。不思議だとは感じているが、今の彼女は孝太郎を案じる自分の気持ちを素す直なおに認めていた。

「大変ですっ、アライア殿下っ!!　フレア様がとんでもない奴やつを連れて帰ってきましたっ!!」

　侍じ女じよのマリーが血相を変えて医務室に飛び込んできたのは、そんな時の事だった。










　フレアがその男を発見したのは、アルゥナイアがどうなったのかを確かく認にんしに行った時の事だった。

　孝太郎の攻撃により、アルゥナイアは砦の南側にある森の中へ落ちた。それがどうなったのかを確認する為に、フレアは小さな部隊を率いて森の中へ入った。だが、いくら捜しても森の中にアルゥナイアの姿はない。アルゥナイアが落下した時に薙ぎ倒したと思われる木々は見付かったが、竜りゆうそのものの姿はなかった。大きさが大きさなので、見み逃のがしたとも思えない。そこでフレアは竜が飛び去ったのだと考え、捜そう索さくを打ち切った。

　その帰りだった。街かい道どうを行軍するフレアの前に、見覚えのある男が姿を現したのは。

　あまりに予想外の人物だったので、フレアはその男をどう扱あつかっていいものか、しばらく悩んだ。一時は殺してしまおうかとも思った。だがやはりアライアに判断を仰あおぐべきだと考え、ラウストルの砦に連れ帰ってきたのだった。

「………よく、わたくし達の前に姿を現す事が出来ましたね」

　砦の入り口に近い場所にある会議室。そこでフレアに連れられた問題の人物を見付けた時、普ふ段だんは温和な表情をたたえているアライアが、まるで氷のような冷たい表情を覗かせた。彼はアライアにそうさせるほどの人物だった。

　そんなアライアの後ろにはクランやシャルル達の姿もあった。だが彼女達は口を出さず、成り行きを見守っている。話はアライアとフレアに任せるつもりだった。

「だからこそなのさ、アライア『殿下』」

　だがアライアの厳しい表情にも男が動じた様子はなく、口元に薄うつすらと笑みを浮かべて立っている。まるでここが敵地のど真ん中であると、分かっていないかのようだった。

「白々しい………何用です、銅騎士デクストロゥ」

　銅騎士デクストロゥ。

　それはアライア達にとって、忘れたくても忘れられない名前だった。

　デクストロゥはメルケムハウン騎き士し団だんに所属する騎士で、その称しよう号ごうは銅。下級貴族である従騎士だった。彼の所属するメルケムハウン家はマクスファーンの軍門に下り、クーデター軍の一いち翼よくを担になっている。

　彼は以前、アライア追つい撃げきの任を受け、攻撃を仕し掛かけてきた事があった。その時に彼が用いた攻撃方法は、水源に毒を投げ込むという付近の住民を巻き込む無差別攻撃だった。アライア達は幸運にもその危機を乗り切る事が出来たが、卑ひ劣れつな攻撃を平然と実行したデクストロゥは、到とう底てい許す事の出来ない相手として記き憶おくに刻まれていた。

「話の前によぉ、こいつを取ってくれ。居い心ごこ地ちが悪くて仕方がねぇ」

　デクストロゥは自らを拘こう束そくする手て枷かせや足枷をアライアに示した。極きわめて危険な人物なので、ここまで拘束しなくてはアライアの前に連れてくる事は出来なかった。

「馬鹿な事を言うな。お前を自由にするほど、我々は馬鹿ではない」

　デクストロゥの要求をフレアは跳はね付ける。理由は拘束した時と同じだ。アライアに危険が及およぶような要求は、決して呑めなかった。

「ったく………馬鹿が付くほど頭の固い女だな。俺おれは自分が死ぬようなリスクは犯さねぇよ」

　ジャラ

　デクストロゥは手枷に付いた鎖くさりを鳴らしながら、大おお袈げ裟さに肩を竦すくめてみせる。だがこれも予想の範はん疇ちゆうだったのか、あるいはただの言葉遊びだったのか、デクストロゥはさして気にした風もなく、この場所へやって来た事情を話し始めた。

「俺がここへやってきた理由は、お前達と取り引きする為だ」

「………取り引き？」

　アライアはスッと目を細める。デクストロゥの言葉の向こう側に、不ふ穏おんな気配を感じ取っての事だった。

「ああ。俺はお前達にとって重要な情報を握にぎっている。しかも差し迫った緊急の情報だ。それを教える代わりに、俺の要求を呑んで貰いたい」

「馬鹿な！　そんな取り引きが出来るか！」

　デクストロゥの提案を、フレアは再び跳ね付ける。卑劣な人間とは取り引きしない。それがアライアの為であり、フレアの信条でもあった。

「お前の要求はなんです、デクストロゥ」

　だが、この時のアライアの判断は、フレアとは逆のものだった。

「アライア殿下っ!?　いけません、このような者の口車に乗ってはっ!!」

「フレア、この男が自分からやってきた理由を考えると、話を聞いて損はない筈です」

　アライアはデクストロゥの計算高さを知っている。その彼が、自らを危険に晒さらしてアライア達の前に姿を現した。国民の命を重んじるアライアはデクストロゥを殺さないだろうが、これまでの経けい緯いからして他の人間が殺してしまう可能性は少なからずあった。事実、フレアはそれを考えた事がある。そういう危険を知りながら、それでも彼は取り引きをしに来た。だから、それほどの価値がある情報の筈なのだった。

「流石さすがはアライア殿下。そこの頭の固い女とは一味違ちがう」

「デクストロゥッ、貴様ぁっ!!」

「落ち着きなさい、フレア」

　アライアはフレアを制し、デクストロゥの前に進み出た。デクストロゥから詳しい話を聞くつもりだった。

「要求をお話しなさい、デクストロゥ」

「俺の要求は一つだけだ。お前達がこの戦争に勝っても、俺の地位を守って欲ほしい」

「お前の地位を？」

「ああ」

　デクストロゥはそう言って頷くと、口元を歪ゆがめてニヤリと笑った。

「当初は鎮ちん圧あつも時間の問題だと思われていたお前ら新生正規軍だが、健けん闘とうを続けて今やこのラウストルまで手中に収めた。兵力はまだマクスファーンの軍には敵かなわねえが、今後は分からん。青騎士の兄ちゃんが竜を退治したという噂うわさが広がれば、きっとより多くの兵が集まるようになるだろう」

「………それが何だというのだ？」

　フレアは敵意の籠こもった視線を投げかける。するとデクストロゥはそれを平然と受け止め、逆に嘲あざけるように笑った。

「クックック、つまりはこういう事さ。このままだとお前達が勝ってしまう可能性が出てきた。俺の見立てでは、その可能性は五分五分」

「………なるほど、そういう事でしたか………」

　アライアはそこでデクストロゥがここへやってきた理由を悟さとった。そして表情を固くし、より厳しい視線を彼に注ぐ。

「心情的にはどっちが勝っても構わねえんだが、お前達が勝っちまうと、少々困った事が起こる。間ま違ちがいなく俺は裁判にかけられ、戦争犯罪者として処しよ罰ばつされる。悪くすれば、処しよ刑けいされちまうだろうな」

「当然だ！　それだけの事をしたのだからな！」

　マクスファーン率いるクーデター軍が負けた場合、そこに属するデクストロゥは地位を追われるだけでなく、間違いなく処罰されるだろう。先日の無差別攻こう撃げきが、行き過ぎた攻撃として処罰の対象になるからだ。裁判の展開にもよるが、恐おそらく処刑は免まぬがれないだろう。運が良ければ今後の人生を牢ろう獄ごくの中で過ごす程度で済むが、どちらにしろデクストロゥの未来は暗い。

「そこで情報を我々に売って、後々の特とく赦しやを買う、か」

　デクストロゥの言葉をアライアが引ひき継つぐ。それはデクストロゥの考えていた通りの内容だった。

「その通りさ、アライア殿下。お前が勝とうが、マクスファーンが勝とうが、知った事じゃない。だが、俺は自分の身を守りたい。だったらどっちが勝っても良いようにしておくべきだろう？」

　デクストロゥは内密に情報を売る事で、アライア達が勝った場合に行われる裁判の回かい避ひを図はかろうとしていた。そうすればアライアが勝とうが、マクスファーンが勝とうが、デクストロゥは無事でいられる。だからこそデクストロゥは危険を承知でこの場所へ現れた。全すべては自分の身を守る為だったのだ。

「それだけの価値がある情報だと？」

「その筈だ。正規軍にとっても、あんた自身にとっても、な。だが取り引きするかどうかは急いで決めてくれ。この情報はもうすぐ価値を失う」

　デクストロゥが売ろうとしている情報は、緊きん急きゆうを要するものだ。情報を買わなくても時間が過ぎれば自然とその内容が分かるが、その時にはもう手て遅おくれになっている。今すぐ情報を買って未然に防ぐか、起こるに任せるか。デクストロゥはその素す早ばやい判断をアライアに求めた。

「………仕方がありませんね。取り引きに応じましょう」

　しばらく考え込んでいたアライアは、最終的に取り引きに応じる事に決めた。デクストロゥが自分の身を守る武器になると考えた情報なので、軽視は出来なかった。言ってみれば、デクストロゥの計算高さを信じたのだ。

「いけません殿下!!」

　だがもちろんフレアは反対だった。虐ぎやく殺さつをしようとしたデクストロゥを自由にする約束などもってのほか。あり得ない選せん択たくだった。

「ごめんなさいフレア。それでもこうする事が、国民の為だと思うのです」

　しかしアライアはそんなフレアに向かってそっと首を横に振ふった。

「殿下………」

「ここは堪こらえて、フレア」

　アライアの気持ちもフレアと同じだ。だがそれでもアライアには、必要な選択のように思えた。正義を貫つらぬく事で、国民にリスクを負わせる訳にはいかない。アライアの気持ちは収しゆう穫かく祭さいの夜と同じだった。

「お前達に損はさせねえよ。その為の取り引きなんだからな」

　デクストロゥは満足げに頷く。言葉通り、デクストロゥはアライア達に損をさせるつもりはなかった。公平な取り引きであればこそ、アライアはデクストロゥの身を守らなければならなくなるのだから。

「今朝、青騎士の兄ちゃんが戦った竜………アルゥナイアっていうらしいんだが………アレは実はグレバナスの操り人にん形ぎようでな」

「馬鹿なっ!?　あんなものをグレバナスが操っているというのかっ!?」

　フレアは驚きに目を剥いた。

　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長グレバナス。クーデターの首しゆ謀ぼう者しやの一人で、マクスファーンの片かた腕うでとも呼ばれる人物。だがいくらグレバナスが宮廷魔術師団最強のアークメイジの一人であろうとも、アルゥナイアを操っているという事は、フレアには信じられない話だった。

「落ち着けよ。今はそこは問題じゃないんだ。問題はその先だ」

　デクストロゥはフレアをなだめると、時間を惜おしんで少し早口で話を進めた。

「マクスファーン達の狙ねらいは三段構えだ。まず、あの竜でお前達を攻撃して、青騎士の兄ちゃんを引っ張りだす。竜を相手にすれば青騎士の兄ちゃんでも無事ではいられない」

　デクストロゥの目が油断なく部屋を見回す。部屋には孝太郎の姿は見当たらない。

　―――こいつは作戦通りやっても成功していたかもしれねえな………。まぁ、今いま更さらどうしようもないが………。

　この状況では孝太郎も顔を見せて然しかるべきなので、デクストロゥはマクスファーンの狙いが成功しつつある事を感じ取っていた。

「その状況で俺が率いる部隊が砦を急きゆう襲しゆうする。そうすれば青騎士の兄ちゃんとは戦わずに済む訳だ。だが俺の部隊はいろいろと理由を付けて行軍を遅おくらせてあるから、この攻撃は行われない」

「何な故ぜ遅らせたのです？」

「青騎士の兄ちゃんが本当に動けないかどうかが分からなかったんでな。俺には青騎士の兄ちゃんと正面切って戦う勇気はねえよ。負けるのがオチだからな」

　デクストロゥの率いる急襲部隊は、それほど規模が大きい部隊ではない。夜闇やみに紛まぎれて砦に侵しん入にゆうし、破は壊かい工作を行う小規模の部隊なのだ。それゆえ孝太郎と正面から対たい峙じする事になれば返かえり討うちに遭あうのは必至。デクストロゥは孝太郎の状況が確認できれば攻撃するつもりだったが、結局十分な情報は得られなかった。そこでデクストロゥは色々な理由を付けて攻撃を取り止やめ、単独でフレアに接触したのだった。

「そんな訳で、行われる攻撃は三つ目だけだ」

「それは？」

　アライアは先を促うながす。その口調は心なしか早く、焦り気味だった。アライアはデクストロゥの口から青騎士という言葉を聞いた時から、嫌いやな予感が止まらなかった。

「………竜との戦いを終えて少なからず油断している青騎士の兄ちゃんを、暗殺してしまう事だ」

　デクストロゥの言葉が終わる頃ころには、アライアは走り出していた。それはまるで、デクストロゥの存在を忘れてしまったかのようだった。










　アライアが向かったのは孝太郎が眠り続けている医務室だ。彼女の後にはフレアやクラン、シャルル達も続いている。デクストロゥの所に必要最低限の兵だけを残し、他の者は全てアライアの後を追っていた。

「コータローさまぁっ!!」

　バンッ

　アライアはそのたおやかな外見に似合わない勢いで扉とびらを開け、医務室の中へ飛び込んだ。その瞬しゆん間かん、アライアの目に医務室の中の様子が飛び込んできた。

　医務室は惨さん憺たんたる有り様だった。

　床ゆかには二人の人間が倒れていた。それはこの部屋を仕事場としていた軍医と、その警備と雑用を担当していた兵だった。彼かれらはまだ生きていたが、重傷を負い、大量の血であたりを真っ赤に染め上げていた。

　その向こう側、医務室の一番奥にあるベッドに、意識のない孝太郎が寝ねかされている。そしてそのベッドを、三人の人間が取り囲んでいた。彼らは新生フォルトーゼ正規軍の制服を身に着けていたが、それぞれが赤い血の滴したたる剣を手にしている。彼らは軍医と兵を斬きった剣で、今度は孝太郎を斬ろうとしていた。

「させませんっ、そんなことぉっ!!」

　一いつ瞬しゆんで状況を悟ったアライアは、まっしぐらに孝太郎の下へ走った。アライアは孝太郎の命を守りたい一心だった。この時の彼女は、自分の立場や命がフォルトーゼにとってどれだけ重要なものであるのかを、完全に忘れてしまっていた。アライアにとって、孝太郎はフォルトーゼよりも価値のあるものへと変化しつつあったのだ。

「殿下ぁっ!?　ええいっ、手伝えクラァンッ!!」

　孝太郎に差し向けられた暗殺者達に突っ込んでいってしまったアライアの姿を見て、フレアは慌あわててその腰こしからナイフを引き抜いた。そしてクランに助力を求めながら、ナイフをアライアの一番近くにいる暗殺者に向かって投げつけた。

「全く忙いそがしいですわねぇっ!!」

　クランは部屋に入る前からこの状況を予測していて、両手で銃じゆうを構えていた。彼女は素早く狙いを定め、引き金を絞しぼる。すると銃口から銃弾が飛び出し、フレアが狙ったのとは別の暗殺者に襲おそいかかった。

「ぐわぁっ!?」

「ぎゃあぁあっ！」

　フレアのナイフとクランの銃弾は、それぞれ一人ずつ暗殺者を排はい除じよした。それを見た最後の暗殺者は、目的を達しようと剣を振り下おろした。

「だめぇえぇぇぇぇぇえぇぇぇぇぇっ!!」

　部屋の騒そう動どう、そしてアライアの悲痛な叫び。それらが孝太郎に目覚めを促した。

「ん………な、なんだっ!?」

　孝太郎が目を開けると、自分を取り囲んでいる異様な光景に気付いた。迫り来きたる白はく刃じん。そしてそれを遮さえぎるようにして覆おおい被かぶさってくるアライア。部屋には四人の人間が倒れていて、血の匂においが充じゆう満まんしていた。

「アライア殿下っ!?」

　目覚めたばかりの孝太郎には状況がまるで分からない。分かっていたのは一つだけ。それはこのままではアライアが斬られて死ぬ、という事だった。

「さぁせるかあぁぁぁあぁぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎はアライアを守りたい一心で、自らの拳こぶしを迫り来る白刃に叩たたき付つけた。

　グシャアッ

　鈍にぶい打だ撃げき音おん、そして激痛。孝太郎の左拳は暗殺者の剣に命中した。それは刃はの正面からではなかったので斬られる事こそなかったものの、金属の塊かたまりに激突した事で拳の骨は砕けてしまっていた。孝太郎は大きなダメージを負ったが、おかげでアライアは斬られずに済んだ。剣の軌き道どうは逸それ、孝太郎の足を僅かに傷付けるに留まった。

「コータロー様ぁっ!!」

　その直後、アライアが孝太郎の身体の上に覆いかぶさり、しっかりと抱き付いた。彼女は決して孝太郎を傷付けさせまいと必死だった。恐らく、彼女がシャルルを守ろうとする時と同じぐらいに。

「………」

　一度は孝太郎への攻撃に失敗した暗殺者だったが、すぐに体勢を立て直すと、アライアがかばい切れていない部分に剣けんを向ける。アライアは孝太郎と身体のサイズに大きな差があるので、頭や腕、足の大部分がかばい切れない。そこを狙えばアライアがかばおうとも孝太郎を殺す事は容易であった。

「させませんわよっ！」

　ドンッ

　クランのライフルが火を吹く。すると暗殺者の右手から剣が吹き飛とんだ。クランの放った銃弾は暗殺者の剣をばらばらに打うち砕き、その行動を阻そ止しした。

　シャッ

　だが暗殺者の動きはまだ止まらない。衝撃で痺しびれて動かない右手ではなく、無傷の左手でナイフを引き抜くと、そのまま孝太郎に襲いかかろうとする。

「………助かったぞ、クラン」

　シャキィィィン

　だが、暗殺者が動けたのはそこまでだった。彼の喉のど元もとにはフレアの剣の切っ先が突つき付けられ、その動きを完全に封ふうじていた。それ以上動こうものなら、フレアは容よう赦しやなく彼の首を落としただろう。

「こいつは………」

　その時、暗殺者の顔を間近で見たフレアは愕がく然ぜんとなった。フレアには暗殺者の顔に見覚えがあった。それはつい昨日新生正規軍に加わった、クーデター軍の兵士だった。戦せん闘とう部隊の責任者であるフレアは、志願してきた時にその顔を見ていたのだ。

　フレアは剣の柄つかで暗殺者を殴なぐりつけて昏こん倒とうさせたが、その時になってもまだ驚きは収まらないでいた。

「クックック、一度武器を向けた人間を殺さずにいるからこうなるのさ。甘あまいんだよ、青騎士の兄ちゃんはよ」

　驚いているフレアの背中に、デクストロゥが嘲ちよう笑しようを投げかける。手枷と足枷が付いたままなので、彼がこの場所に到とう着ちやくしたのは今だった。だが彼はこの暗殺計画を知っている。フレアが驚いている事について、知り尽つくしていた。

「………それはどうでしょうね？」

「あん？」

「こう見えて、わたくしはベルトリオンを殺そうとした事がありましてよ？」

　クランはライフルを肩に担かつぐと、デクストロゥに向かって意地の悪い視線を投げかける。それは孝太郎が見れば陰いん険けんだと言いそうな眼まな差ざしだった。

「そして、わたくしがいたからあなたの巨きよ人じんは敗れた。………甘いのはあなた？　それともベルトリオン？」

「………チッ」

　デクストロゥは忌いま々いましげに舌打ちする。彼が孝太郎と戦わせた鋼鉄の巨人は、クランのビーム砲ほうで撃うち抜かれた。それは孝太郎がクランを殺さなかったからだし、デクストロゥがクランを軽視した結果だ。また、この暗殺計画が阻止できたのは、孝太郎がデクストロゥを殺さなかった結果だ。つまりデクストロゥが甘いという考え方も出来るのだ。

「………あなたはそれで良いのですわ、ベルトリオン………」

　クランは小さくそう呟つぶやくと医務室の一番奥のベッドに目を向ける。既すでに決着が付いたにも拘わらず、アライアは孝太郎にしがみついたまま身を固くしている。彼女は身体の震えが止まらず、怪我をしたままの孝太郎がその背を撫なでてやっていた。そんな二人の姿を、シャルルが心配そうに見つめている。その光景を見て、クランは改めて確信する。

「………それが青騎士。あなたの行く道ですわ………」

　やはり孝太郎こそが、青騎士本人なのだ、と。










　次に孝こう太た郎ろうが目を覚ましたのは、三日後の夜だった。リディスが治療に用いた麻ま酔すい薬やくと、溜たまっていた疲つかれや怪我の影えい響きようだった。

「ここはどこだ………？」

　目を開けた孝太郎は、きょろきょろとあたりを見回す。薄うす暗ぐらいランプの明かりに照らし出されていたのは、医務室の風景ではなかった。そこは砦の中にある孝太郎の部屋だった。治療が済んだ孝太郎は、医務室からこの場所へ移されていた。

「ん？」

　孝太郎は自分がいる場所を理解した直後、傍らにいる人間に気付いた。

「………アライア殿下!?」

　孝太郎の寝かされているベッドの枕まくら元もとにはアライアの姿があった。彼女はベッドの横に置いた椅い子すに座すわり、ベッドに上半身を預けるようにして眠っている。彼女の近くにある小さなテーブルには水の入った器や包帯、飲料水用の水差しなどが置かれていた。それらを見た孝太郎は、彼女が自分の世話をしてくれていたのだと悟った。

「アライア殿下………」

　そしてアライアの両手は、孝太郎の右手を握り締しめている。眠っている今でさえ、決してその手を放すまいとするかのように、しっかりと指を絡からませ合っていた。

「随ずい分ぶん、心配をおかけしてしまったようだな………」

　孝太郎は小さくそう呟くと、彼女の手を握り返す。

　皇女として日々の仕事に追われるアライアだから、こうやって孝太郎の世話をしている余よ裕ゆうはない筈だった。にも拘わらず、アライアは何とか時間を作ってやってきた。だからこうして居い眠ねむりをしてしまっている。そして彼女がそうしてしまいたくなるほど、孝太郎の事を心配してくれていたのだ。
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「ん、んん………」

　孝太郎の手の動きに気付いたのか、眠っていたアライアが目を覚ました。彼女はほんの数秒だけ眠たげにまぶたを動かしていたが、その直後、まるで弾はじかれたかのようにパッと身体を起こした。

「コータロー様っ!?」

「おはようございます、アライア殿でん下か」

　そしてその瞳ひとみが自分に笑いかける孝太郎の姿を捉とらえると、アライアはその表情を大きく歪め、孝太郎を見つめる瞳からぽろぽろと大おお粒つぶの涙を零こぼし始めた。

「良かった………目を覚まして下さって………」

　アライアの涙はランプの明かりを浴びて、キラキラと輝かがやいている。頬ほおを伝う輝く筋、顎あごから滴る光る玉。それらはどんな装そう飾しよく品ひんよりも美しく輝いていた。

「ご心配をおかけ致いたしました。それにアライア殿下御ご自じ身しんが看病して下さったようで………身に余る光栄です」

「いいのですっ、そのようなことはっ！　全てわたくし達の為に負った傷ではありませんか！　詫わびるのも、礼を言うのも、こちらの方です！」

　アライアは慌てて涙を拭ぬぐう。孝太郎の負担になりたくない、その一心だった。しかし何度拭っても涙は溢あふれてくる。言葉や表情は取とり繕つくろう事ができても、安堵の涙だけはアライアにも操る事は出来なかった。

「殿下………」

　孝太郎はそんなアライアを見ながら、本当にありがたい事だと思っていた。一国の皇女にここまで心配して貰えるのは滅めつ多たにない事なのだ。一つだけ残念なのは、それが本来は青騎士に向けられるべき感情であったという事。それが孝太郎を少しだけ、申し訳ない気分にさせるのだった。

「………子供みたいに泣いたりして、申し訳ありませんでした、コータロー様」

　アライアが泣なき止んだのは、それからしばらくしてからの事だった。散々泣いて気が晴れたのか、この時のアライアはもういつもの穏おだやかな笑みを浮かべていた。

「よく覚えておきます。あまり何度も見れる御お顔かおではないでしょうから」

「まぁ………コータロー様って、意外と意地悪な所がおありなのですね？」

「よく言われます」

　孝太郎は軽く頬を膨ふくらませているアライアの顔を眺めながら、地球にいる晴はる海みの事を思い出していた。

『さとみくんのいじわるぅ』

　他た愛あいのないお喋しやべりをしていると、晴海はしばしばそう言って孝太郎を非難する。今のアライアの顔は、そういう時の晴海にそっくりだった。

　―――やっぱり、よく似ているんだよな、アライア殿下と桜庭さくらば先せん輩ぱいは………。

　その感覚のおかげで、孝太郎はこの数すうヶか月げつの間、寂さびしいと感じた事はなかった。アライアだけでなく、シャルルやフレア達も、どこか地球に残してきた人々を思い起こさせる部分がある。そのおかげで不思議と一人きりという感じがしないのだ。だから孝太郎は、飛ばされた先がこの時代と場所であった事を幸運だと感じていた。

「ところでコータロー様」

　ここでアライアの頬から空気が抜ける。

「お身体の具合はいかがですか？」

　真顔に戻もどったアライアは、心配そうに孝太郎の身体に目を向ける。すると孝太郎は笑顔でアライアに頷いて見せた。

「もう大だい丈じよう夫ぶです。軽く痛む場所はありますが、腹が減っているという以上の問題ではありません」

　孝太郎が眠っている間も、治療は継けい続ぞく的てきに行われていた。リディスによる医学的な治療の他、カリスの魔法や、ファウナの霊力といった特とく殊しゆな治療のおかげで、孝太郎の身体は回復しつつあった。孝太郎が試ためしに軽く身体を動かしてみると、大きく痛む場所は無い。あとはきちんと食事を取って時間が過ぎれば、おのずと回復するように思われた。

「まぁ、コータロー様ったら………もぅ………」

　孝太郎の口ぶりに、アライアは思わず破顔する。ずっと心配していた反動か、孝太郎の少々とぼけた口ぶりがアライアにはおかしくて仕方がなかった。

「すっ、すぐにマリーに食事を用意させますから………ふふっ、ふふふふっ」

　孝太郎に笑いかけながら、アライアは自分の手の中にあるぬくもりを確かめる。

　―――本当によかった………コータロー様が無事で………。

　ずっと握ったままになっている孝太郎の手。そのぬくもりを感じながら、アライアは自分の想おもいを確かめていた。

　―――わたくしは………絶対にコータロー様を死なせたくない………。

　この数日の間、アライアは自分にとって孝太郎がどんな意味を持った人間であるのか、それを思い知らされた。

　孝太郎が重傷を負って担ぎ込まれた時の絶望。暗殺者の事を知らされた時の焦しよう燥そう。孝太郎を守らんと身を投げ出した時の想い。眠り続ける孝太郎の姿を見守るしかないもどかしさ。そして再び孝太郎の笑顔を見た時の深い安堵。こうして向かい合っている時の安らいだ気持ち。

　その全てが、アライアに囁ささやいていた。たとえ自らがどんな代だい償しようを払はらう事になろうとも、決して孝太郎を死なせてはならないと。

　アライアには、いずれ孝太郎とは別れる日が来る事は分かっている。皇女であるアライアにとって、元々結けつ婚こんは政治の道具。いくら好きになろうとも、孝太郎と結ばれる可能性は最初からなかったから。だが、別れた後も孝太郎が無事であれば、アライアは強い気持ちで生きていける。自分を真に理解する者が今もどこかで生きているという確信は、人が生きていく原動力となり得るのだ。

　―――だから、その為にわたくしは………!!

　そしてアライアは決意する。その決意は固い。アライアが国を守らんとする想いを、上回るほどに。

「コータロー様、コータロー様の身体が動くようになったら、ご案内したい場所があります。その為のお時間を、わたくしに頂けませんでしょうか？」

　孝太郎さえどこかで無事でいてくれるなら、自分は世界ですら守ってみせる。

　この時のアライアは、そんな強い想いに衝つき動かされていた。










　アライアが孝太郎を案内したのは、ラウストルの町から少し山やま奥おくの方に分け入った所にある無人の神しん殿でんだった。

　マスティル領の北部一帯を示す、ラウストルという名前には『女神の休息地』という意味がある。無限の世界と時を旅する暁の女神が、この地で足を休めたという伝説が残っているためだった。

　そういった経緯からラウストルは信しん仰こう上の重要な土地となり、古来から暁の女神を祭った神殿が数多く作られてきた。アライアが孝太郎を連れてきたのは、そのうちの一つ。マスティル家が直接管理しているものの中で、最古の神殿だった。

　この神殿は石を切り出して作られた非常に強固なものだった。神殿を形作っている石材の断面は水平で、角は正確に直角に交わっている。おかげで作られてから千年以上の時が流れているにも拘わらず、今も作られた当初の荘そう厳ごんな姿を保っている。唯ゆい一いつ変化があるとすれば、それは石材に絡み付いている植物ぐらいのものだろう。

　孝太郎とアライアをこの場所へ連れてきたのはファウナだった。

　ファウナは暁の女神の神官を務めている。これに加え、ファウナはアライアとは神学校時代からの友人の関係にある。その為アライアからの信しん頼らいが篤あつく、ファウナはこの場所の管理を任されていた。

「アライア様、レイオス様、こちらへ」

「ありがとう、ファウナ」

　案内役のファウナを先頭にして、アライアと孝太郎は神殿の中へ入っていく。ファウナとアライアは何度か来た事がある場所なので、特に感かん慨がいがあったりはしない。

「ここは………」

　だが孝太郎は違った。孝太郎は神殿の敷しき地ちに入るなり、不思議な感覚に囚とらわれた。そこが女神を祭った神殿である事はあらかじめ聞かされていたし、仮にそうでなくてもこの場所が神聖な場所である事は十分に伝わってくる。だが、孝太郎が感じていたのはそういったものではなく、奇き妙みような既き視し感かんだった。

　―――俺は、この場所に来た事があるのか………？　いや、それとも、知っているのはこの空気か………？

　既視感は神殿の中心部に近付くほどに強くなっていった。孝太郎は自分がこの場所を知っている、あるいはこの場所に良く似た雰ふん囲い気きの場所に入った事があるのではないかという気持ちに囚われていた。

「お待たせしました。ここがわたくしがお連れしたかった場所です」

「………この石像………」

　そして孝太郎のその気持ちは、目的地に到着した途と端たん確信へと変わった。

　そこは神殿の中央に位置する、石造りの大きな部屋だった。天てん井じようには赤い色の付いたガラスが数多く嵌はめこまれていて、外から射し込む光を朝焼けの色へと変化させている。そして部屋の中央には、赤い光に照らし出されている一体の石像があった。石像は大きな台の上に立っていたので、孝太郎はその石像を見上げる格好になった。

　その石像はフォルトーゼでは暁の女神と呼び習わされる、創世の女神を模して作られたもので、胸の前で両手を組んで祈いのりを捧ささげている少女の姿をしていた。神話ではひとりきりの孤こ独どくを嘆なげいた彼女が、自らが流した涙を糸に換かえて、世界を編んだと言われている。それゆえ石像の頬には涙を表す筋が彫ほり込まれていた。

　そしてその石像の周りには、取り囲むようにして数本の柱が立っている。その頂点には透とう明めいな球体が据すえ付けられていて、上から降ふり注ぐ光を浴びて赤く輝いていた。

　―――知っている………俺はこの石像も、この場所も知っている………だが何な故ぜだ？　何故それを思い出せない？

　孝太郎は困こん惑わくする。孝太郎はこの風景にも、この少女―――暁の女神にも見覚えがあった。にもかかわらず、孝太郎が自身の記憶を探さぐっても、その時の事を思い出す事が出来ない。まるで記憶という写真から、その部分だけが塗ぬり潰つぶされているかのような。周りの映像から、そこに何かがある事は推測できるが、実際にそれを見る事が出来ない。孝太郎にとって奇妙でもどかしい状況だった。

「こちらへおいでになって下さい」

　呆ぼう然ぜんと石像を見上げていた孝太郎を、アライアの声が現実に引き戻した。アライアは既に石像の前まで進んでいて、そこから孝太郎を呼んでいた。

「すぐに行ってさしあげて下さい、レイオス様」

　続いてファウナが孝太郎を促す。彼女はこの部屋の外、入り口のあたりに立ち止まって、部屋の中の様子を眺ながめている。彼女はこの先の事は全てアライアに任せ、自分はそこへ立ち入らないつもりでいた。

　ファウナはアライアが何を思ってこの場所へ孝太郎を連れてきたのかを誰よりもよく分かっている。ファウナはこの場所の管理人であり、同時に一人の女性でもある。その双そう方ほうの理由から、ファウナはアライアと孝太郎を二人きりにしてやろうと考えていた。

「分かった、そうさせて貰うよ」

「………はい」

　孝太郎はファウナの優やさしい視線に見送られ、アライアに近付いていく。ファウナは入り口の外に控ひかえ、孝太郎達たちからは見えなくなる。こうして孝太郎とアライアは、石像の前で二人きりになった。

「ありがとうございます、コータロー様」

　二人きりになったので、アライアは孝太郎の事を本名で呼ぶ。孝太郎が真実を明かしたあの日から、二人だけの時に限って、アライアは孝太郎をそう呼ぶのだった。

「いいえ………それでアライア殿下、ここは一体どういう場所なのですか？　それにここへは何をしに？」

　孝太郎には知りたい事だらけだった。自分の記憶が曖あい昧まいであるがゆえに、この場所の事を知りたいと思っていたのだ。

「ここはわたくし達フォルトーゼ皇家にとって特別な場所。国の宝とも言うべき物が、ここに収められているのです」

「国の、宝………？」

　孝太郎がその言葉を繰くり返すのを聞いて小さく微笑むと、アライアは石像の台座に向き直った。そして彼女は台座に嵌めこまれた金属製のプレートに手を当てる。プレートにはこんな文字が刻まれていた。

『真の国難に際した時、汝なんじの真の名を唱となえよ』

　孝太郎には読めない文字だったが、鎧よろいのシステムがすぐに翻ほん訳やくしてくれた。神官や魔ま法ほう使つかいが利用する、上位古代語との事だった。

「我わが名はアライア。マスティルに舞まい散ちる白銀の粉雪。フォルトーゼ皇国第一皇女、アライア・クーア・マスティル・シグナリア・ティーオ・フォルトーゼ」

　アライアが自分の名前を口にした瞬間、プレートが真っ白い光を放ち始めた。それはやがて石像全体に広がり、女神の姿を輝かせ始める。すると台座の正面、プレートのはまっている部分が下にスライドし、台座の中に収められていたものを露あらわにした。

「これは………剣、か………？」

　台座の中に収められていたのは、一本の古ぼけた剣だった。その剣は石造りの台に突き刺さされており、その台ごと正面にせり出して、孝太郎達の目の前までやってきた。

　剣が台座に収められた当初は、綺き麗れいに磨みがきあげられ全体が美しく輝いていたのだが、今は刀身も柄も錆さびつき、赤茶けた色に変色している。かつての荘厳さは失われ、打ち捨てられた金属の塊にしか見えなかった。

「はい。フォルトーゼの皇家に代々伝わるもので、暁の女神に与あたえられたものだと言われています。この剣の存在がフォルトーゼ皇家の正統性を証明し、同時にこの剣の力が外敵から国を守ってきました」

　アライアはここまではどこか誇ほこらしげに説明していたのだが、ここで言葉と表情のトーンが落ちた。

「ですが………この剣自体が争いの種になる事が多く、今から二百年ほど前にこの場所へ封ふう印いんされました」

　この剣を使う者がフォルトーゼの皇こう帝ていであるという事。神に定められた王者の証。それゆえこの剣の所有権を巡めぐって幾いく多たの戦いが起こり、多くの血が流された。

　そこでアライアから数えて十数代前の皇帝が、剣をこの場所に隠かくした。同時に当時の宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し達たちが総動員され、誰も触ふれられないよう何重もの魔法で強力な封印を施ほどこした。この剣の封印を解く事が出来るのは皇族のみ。しかも真の国難に際した場合以外は、皇族でも触れる事は許されていなかった。

「国の宝というのはそういう意味でしたか………しかし、失礼ながらそういう力を持った剣には見えませんが………」

　アライアの話は孝太郎にも理解できた。だが孝太郎の目の前にあるのは朽くち果はてる寸前の、金属の棒に過ぎない。アライアが言うような特別な品には見えなかった。

「ふふふっ、このままでは、そうですね」

　アライアは孝太郎に小さく笑いかけると剣に向き直る。そして目の前にある石像と同じように両手を組み合わせ、両目を閉じて祈り始めた。

『かつていまし、いまいまし、そしてこれからもいます、万ばん物ぶつの母、暁の女神よ』

　アライアの口から上位古代語の呪じゆ文もんが朗々と紡つむがれていく。

　キンッ

　するとまるで金属を打ち合わせたかのような甲かん高だかい音が部屋を満たし、アライアの額を輝かせ始めた。

「アライア殿下………いったい………」

　アライアの額にはいつの間にか剣を模した紋もん章しようが浮うかび上あがっていた。光はその紋章が発しており、まるで紋章の剣の刀身が、光を放っているかのようだった。

『あなた様の忠実なしもべ、フォルトーゼの子孫が伏ふして申し上げます。今こそその封印を解き放ち、我らに国難を払う力を与えたまえ』

　アライアが口にしている言葉は、剣に施された封印を解く為の魔ま法ほうの呪文だった。その呪文と皇家の血が、剣に施された封印を解く鍵かぎなのだった。

『天の風、地の緑、海の水、山の炎ほのお。我が命を糧かてとして、万物を統すべる力を今こそあらわしたまえっ！』

　アライアを輝かせていた光が、ゆっくりと剣の方へ移動していく。そして光が剣に触れると、その部分から順に剣はかつての姿を取り戻し始めた。

　全体を覆っていた錆さびは風に吹ふかれた塵ちりのようにかき消え、朽ちて歪んでいた刀身は正確な直線を取り戻した。表面の汚よごれや傷は消きえ失うせ、剣全体が銀色に輝き始める。剣はまるで作ったばかりの銀細工のような美しい姿に生まれ変わっていた。

『我が名はアライア！　マスティルに舞い散る白銀の粉雪！　神しん託たくの宝ほう剣けんよ、我が名をその身に刻み、今こそ蘇れぇっ！』

　アライアがそう高らかに宣言した瞬間、銀色の剣は爆ばく発はつ的てきな勢いで純白の光を放ち始めた。その光は剣が放つ力の一部が変化したもの。剣から溢れ出す力は膨ぼう大だいで、神殿全体をびりびりと揺ゆるがすほどだった。

　そんなことが何十秒か続いた。しかしその何十秒間かが過ぎると、剣はゆっくりと輝きを弱め始める。そして光はまるで剣に吸い込まれるようにして消えていった。だが白い光が消えても、剣は朽ちた姿には戻らない。剣は今も銀色に輝く美しい姿で、孝太郎とアライアの前に鎮ちん座ざしていた。

「コータロー様」

　チャッ

　アライアはまるで何事もなかったかのように剣の柄を握る。剣はしっかりとした実体を持っており、朽ちた剣のように崩くずれ去さったりはしなかった。そして彼女は両手で剣を捧げ持もつと、孝太郎の方に向き直った。

「この剣には、封印を解いた者の名前を与えるしきたりになっています」

　この時、アライアの額には剣の紋章が浮き出でたままになっていた。その紋章は手にしている剣と同じく、銀色に輝いている。それが封印を解いた者の証。彼女と剣を繋つなぐ、特別の絆きずなだった。

「だからこの剣にはわたくしの名前が与えられます」

　そしてアライアは剣を孝太郎に向かって差し出した。同時に彼女は、とても誇らしげに剣の名前を告げる。

「この剣の名前はシグナルティン。白銀の剣という意味です」

　それは青騎き士しの伝説の中で、もっとも有名な剣の名前だった。










「シグナルティン………これが………」

　孝太郎は驚おどろいていた。シグナルティンが実在している事は分かっていたが、このタイミングでこんな風に目の前に現れるとは思ってもみなかった。ティアの台本は魔法に関する記述が少ないので、シグナルティンはもっとあっさりと手に入ったのだ。

「これをお持ち下さい、コータロー様」

　アライアは剣を孝太郎に与えるつもりだった。この剣を持っている限り、決して孝太郎は負けない。そして孝太郎が生きていてくれれば、アライアは強い気持ちでいられる。アライアはこれが彼女自身とフォルトーゼにとって、最善の選択であると信じたのだ。

「い、いえ、こんな大切なものを頂く訳には………」

　だが孝太郎は簡単に貰もらえはしなかった。強い力を持っているであろう事は、封印を解く儀ぎ式しきを見ていた孝太郎にはよく分かっている。だからこそ安易に貰えはしない。それにこの剣は皇家の宝。その意味においても、孝太郎を足あし踏ぶみさせていた。

「良いのです」

　孝太郎が予想通りの反応を示したので、アライアは軽く微ほほ笑えんで首を横に振った。

　―――やはりこの剣は、コータロー様にお任せしよう………。
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　アライアは自分の選択が間違っていない事を確信し、彼女の気持ちを明かした。

「その代わり、一つ約束して下さい」

「えっ？」

「コータロー様が御ご自じ分ぶんの世界へ帰る時、必ずこの剣をお持ちになって下さい」

「そっ、それはなりませんっ、アライア殿でん下かっ!!」

　アライアの願いがあまりに突とつ拍ぴよう子しもないものだったので、孝太郎は驚きに目を剥むいた。その驚きはシグナルティンが現れた時以上だった。

「そうして頂いた方が良いのです。この剣は争いの元になります。強力過ぎる力に頼たよった国作りがどんな末路を辿たどるのか、わたくし達たちは身をもって知っています。だからこそ、この剣はここに封印されました」

　驚く孝太郎とは反対に、アライアは落ち着いていた。彼女は静かな眼差しで孝太郎を見つめ、諭さとすように話し続けた。

「そしてもっとも安全なのは、この世界から持ち去ってしまう事。そうすればこの国では二度と、この剣による争いは起こりません」

　アライアは孝太郎を守るのと同時に、フォルトーゼをも守ろうとしている。

　フォルトーゼではこの剣の存在が、何度も内戦を引き起こしてきた。強力な力を持つがゆえに、この剣を得て皇帝に成り替かわろうとする者が後を絶たないのだ。現代の地球において、テロリストが強力な兵器で逆転を狙うのと発想は変わらない。

　この神殿に封印された事で争いは一時的に収まっているものの、今後もそうである保証はない。理想は何処どこか遠く、誰だれの手も届かない場所に捨ててしまう事だろう。だがこれまではその機会に恵めぐまれなかった。しかし今、アライアの目の前には機会があった。星の世界、時の川の向こう側からやってきた孝太郎。孝太郎ならそれが出来る。そして必ずやってくれる。

「コータロー様が持ち去って下されば、この世界の人間がこの剣に触れる可能性は無くなります。これはわたくし達にとって、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機なのです」

　アライアが孝太郎に剣を与えようとするのは、そういう意味もあったのだ。この剣で最愛の人間を守るのと同時に、逆臣を討ち、更さらには手放す事で長期的に国を守る。アライアにとって、これほど意味のある行こう為いはなかった。

「そうか………そういう事だったのか………」

　それが白銀の姫ひめが青騎士に剣を与え、青騎士が姿を消した本当の理由。救国の英えい雄ゆう・青騎士の存在が政情を不安定にするというだけでなく、この剣の存在もフォルトーゼを不安定にする要因だったのだ。だから青騎士は姿を消した。英雄の名と、強力な剣を、共にフォルトーゼから葬ほうむり去る為に。

「分かりました、アライア殿下。その役目、謹つつしんでお受け致します」

　事情を悟った孝太郎は、剣を受け取る事に決めた。青騎士の代わりにやらなければならない仕事だったし、確かに地球へ帰る自分なら青騎士以上にそれが出来るような気がしていた。

「ありがとうございますっ、コータロー様っ！」

　アライアは孝太郎が剣を受け取ってくれる事に大きな喜びを感じていた。これで全てうまくいく。それはアライアの希望。強く生きる原動力なのだ。

「………コータロー様。これからはこの剣が、あなた様をお守り致します。どのような敵からも、どのような苦難からも」

「ならば私は、この命と剣とで、あなた様をお守り致します。アライア殿下………」

　こうして孝太郎はシグナルティンを得、歴史の歯車はまた一つ回転したのだった。










　孝太郎とアライアがシグナルティンと共にラウストルの砦とりでに帰き還かんした日の夜。アライアは自身の執しつ務む室しつで、激しい眩暈めまいに襲われていた。

「くっ、うぅっ、んぐぅっ」

　バランスを失いそうになったアライアは、壁かべに手を突いて身体を支える。そうしていないと、すぐに倒れてしまいそうだった。

「アライア殿下っ！」

　部屋にいたファウナがそれに気付き、慌てて駆かけ寄よってアライアの身体を抱だき抱かかえる。ファウナは封印の解除がアライアの身体に変調を来す事を心配して、ずっと傍そばに控えていたのだ。

「あ、ありがとう、ファウナ………あなたがいてくれて、助かったわ………」

「じっとしていて下さい、アライア殿下。すぐに術を施します」

　ファウナはアライアをソファーに座らせると、霊れい力りよくを使った治ち療りようを試みる。アライアの身体は酷ひどく弱っていた。今のアライアはまるで生まれ付いての病人のようで、ファウナが注ぎ込んだ霊力はあまり効果を発揮してくれなかった。

「随分楽になったわ。ありがとう、ファウナ」

　しかしそれでも、しばらくするとアライアの顔に血の気が戻ってくる。意識と身体の不調が回復した所で、アライアは笑顔を作ってファウナに礼を述べた。ファウナが友人であった事は、今のアライアにとって大きな幸運だった。

「殿下………あの剣―――シグナルティンに、命を与え過ぎたのではありませんか？」

　アライアが病人のように弱っている訳。それはシグナルティンの封印を解く為に、自らの命の半分以上を代償として捧げた為だった。封印を解く時に捧げられた命が多いほど、剣は力を発揮する。だからアライアは、限界ぎりぎりまで剣に命を注ぎ込んでしまっていた。アライアの額に刻まれている剣の紋章はその証。アライアの命の半分は、今もシグナルティンの中にあるのだった。

「それでいいのです」

　力の代償に健康を害したアライアだったが、その表情には後こう悔かいは微み塵じんも感じられない。むしろその反対に、大切な事をやり遂とげた満足感、そして幸福感が、その表情に色いろ濃こく刻み込まれていた。

「こうすればわたくしは、いつまでもコータロー様のお傍にいられますから」

　アライアは孝太郎とは決して結ばれない運命にある。だが、シグナルティンが孝太郎の傍にあるという事は、彼女の命がずっと孝太郎に寄り添そい続けるという事。それは立場上決して想いを口に出来ないアライアに出来る、最大限の愛情表現だった。

「殿下………」

　ファウナは何も言えなかった。アライアの深く静かで、しかし激しい愛情表現を目まの当あたりにして、名前を呼ぶ以上の言葉を口にする事が出来なかった。

「たとえ、そう………あの方が、幾百万の刻ときと、幾千万の道程の彼方かなたへ、帰られるのだとしても………」

　どれだけの刻が、どれだけの距きよ離りが、孝太郎とアライアを隔へだてようと関係ない。アライアは常に孝太郎と共にある。




　アライアは、ただ、それだけで満足だった。







白銀の姫と青き騎士







　孝こう太た郎ろうがシグナルティンを得て以降、新生フォルトーゼ正規軍は破竹の勢いで進軍を続けていた。

　孝太郎が火か竜りゆう帝ていアルゥナイアを退けたという噂はあっという間にフォルトーゼ全土に広がり、これまで以上に多くの人間や物資が集まってくるようになった。このままの勢いなら、必ず新生正規軍が勝利する。そんな思いが国民全体に広がりつつあったのだ。おかげで日和ひより見みを決め込んでいた騎士団も次々と新生正規軍に合流、兵力は一気に膨れ上がり、クーデター軍と十分に渡わたり合あえるだけの勢力に拡大していた。

　反対にクーデター軍の勢力は衰おとろえる一方だった。竜を退け、なおも兵力を増強している新生フォルトーゼ正規軍が相手では、このまま負けてしまうのではないかという不安がクーデター軍全体に広がっていた。この結果、士気は下がり、多くの離り反はん者を出してしまっていた。姿を消したアルゥナイアが再び現れれば、クーデター軍に蔓まん延えんした負まけ戦いくさのムードを覆くつがえせるかもしれないのだが、その気配はない。このためクーデター軍の状じよう況きようは悪化の一いつ途とを辿っていた。

　兵力に差がなくても、士気が低ければ勝てる戦も勝てない。士気の低さは物資の準備不足や兵の練度に跳はね返り、各地の戦場で次々と新生正規軍がクーデター軍を打ち破っていた。そしてその事が、この状況にさらに拍はく車しやをかける。

　結果的に孝太郎がシグナルティンを振るう必要がないくらいに、新生フォルトーゼ正規軍は順調な進軍を続けていた。このため空に雪がちらつく頃には、新生正規軍は皇都フォルノーンに迫せまっていた。










　クランの腕うで輪わが作り出だした立体映像を、孝太郎は彼女と一いつ緒しよになって覗のぞき込んでいた。そこには整った煉れん瓦が造づくりの街並みが映し出されている。現代の建築に比べるといささか古ふる臭くさい代しろ物ものだが、この時代においては群を抜ぬいて美しい。やはり皇国の首都ともなると、これまでに見てきた農村や宿場町とは比べ物にならない。いささか古い表現になるが、田舎いなかから出てきた人間が、初めて大都会を目にした時の印象が最も近いだろう。

「これが皇都フォルノーンか………。随分大きいな」

「この大陸では最大級の都市ですわ。上下水道完備、街灯もあったという話でしてよ」

　フォルノーンの人口は十万を超こえている。地球の歴史に照らし合わせてみると、相当大きい都市の部類に入る。蒸気機関が発明される前の時代は、人口の増加は現代に比べて抑おさえ気ぎ味みになる。そんな時代において既に十数万の人口を維い持じしているなら、十分に大都市と呼べる訳だ。

　そして大きな都市であるから、そこに駐ちゆう留りゆうする兵力も大きい。国の首都でもあるので、一万近い兵が待ち構えている筈はずだった。大動員をかければこの数倍は集まるが、各地の戦線や暴動の鎮圧に人手を取られているので、一万よりも大きい数字にはならない。それでもこの兵力は十分に大きい数字と言えた。

「しかし………妙みようですわね」

「そうだな。何故、布ふ陣じんしていない？」

「さぁ………焦しよう土ど戦せんを狙っているなら厄やつ介かいですけれど………」

　新生フォルトーゼ正規軍はフォルノーンの都市部分を取り囲むように布陣している。その数は八千程。援えん軍ぐんが移動中なので、最終的には一万近い数字になる予定だった。

　だがそういう状況にあるにも拘わらず、クーデター軍側には新生正規軍を迎げい撃げきしようという動きがなかった。クーデター軍は一万近い兵力を持っている筈なのに、布陣していない。防ぼう御ぎよ用の陣じん地ちの構築さえ成されていないのだ。

「アライア殿下はそういう戦いを望まない」

「失礼ですわね、それはわたくしもですわ」

「悪かったよ、クラン」

「あなたはいつになったらわたくしを皇女だと認めるんですの？」

「だから悪かったって言ってるだろう？」

　ここで孝太郎とクランが恐れていたのは、クーデター軍が都市部に兵を布陣していた場合だった。戦場を都市部に設定されてしまうと、被ひ害がいが多過ぎてフォルノーンを攻せめる意味の殆ほとんどを失う。クーデターの首しゆ謀ぼう者しやは捕つかまえましたが首都は灰になりました、ではフォルトーゼ皇国はクーデターが起こった以上の被害を被こうむる事になるのだ。

「そんな事より、もしそれが連中の狙いなら、何かしらの手段で皇こう宮ぐうを急襲する必要があるな」

「………そんな事って………はぁ、まったく………もうすぐ『揺り籠かご』の修理が終わりますわ。あれを使えば何とか可能ですわよ」

「よし………クラン、もう少し情報を集めてくれ。特に兵舎なんかを重点的に」

「分かりましたわ。偵てい察さつ隊たいが戻る頃ころまでに、もう少し詳しよう細さいな情報を集めておきますわ」

　そういった事情から、孝太郎達はフォルノーンへの攻こう撃げきに慎しん重ちようになっていた。戦後の事を考えると、ただ単にクーデターを鎮圧すれば良いという訳ではない。そこが内乱を収しゆう拾しゆうする上で難しい点だ。新たな火種を残すような戦いをすれば、内乱はいつまでも終わらない。それは地球でもフォルトーゼでも、歴史が証明しているのだった。

「青騎士閣下っ!!　大変ですっ!!」

　そんな時だった。孝太郎とクランのテントに、孝太郎の副官を務めている青年が飛び込んできた。普ふ段だんの彼はそんな事をしない。必ずテントの前から声をかけてくる。だから彼が飛び込んできた事自体が、重大な問題の発生を告げていた。

「落ち着け、何があった？」

　孝太郎は青騎士の表情と声を作ると、副官の青年に事情を尋たずねる。緊きん急きゆう事態なのは分かるのだが、焦あせっていては伝わるものも伝わらない。孝太郎は彼を落ち着かせようと、つとめて冷静に訊きき返した。

「そっ、それがっ、クーデター軍が降こう伏ふくしてきたんですっ!!」

「なにぃっ!?」

「なっ、なんですってぇっ!?」

　だが彼の報告を聞くと、孝太郎もクランもすぐに冷静ではいられなくなった。










　クーデター軍が降伏したのは、クーデターの首謀者であったマクスファーンとグレバナスの不在が原因だった。

　マクスファーンとグレバナスは数日前に姿を消し、以来姿を見せていなかった。また、二人が消えたのと時を同じくして、錬れん金きん術じゆつ師し団と宮廷魔術師団が姿を消していた。彼らは子飼いの部下だけを連れて、いずこかへ姿を消してしまったのだ。

　クーデター軍には特に命令が残されていたりはせず、まるで子供がおもちゃを捨てる時のように、もうどうでもいいと言わんばかりだった。

「………それで、できれば我々も戦争などしたくはありませんから、こうして降伏した次し第だいなのです」

「そう言われても、にわかには信じ難がたいが………」

　クーデター軍の使者から事情を説明されたものの、孝太郎は困惑していた。使者の言っている事の意味は分かるのだが、それを現実と捉えるにはいささか内容が突とつ飛ぴ過ぎた。

「そう仰おつしやるのは分かります。ですが事実なのです」

　クーデター軍の使者も、この状況には困惑している様子だった。それを何とか孝太郎に分かって貰おうと、彼は必死だった。

「青騎士閣下、兵を送って確かく認にんしました。彼の言っている事は本当です。皇宮にはマクスファーン一党の姿はなく、錬金術師の研究施し設せつや魔ま術じゆつ師しの塔とうは、もぬけの殻からでした」

　使者の言葉を、副官の青年が補足する。使者の言葉には嘘うそはないのだ。

「ふむ………話は分かった。どうやらお互たがいに困った状況のようだ」

「御ご理り解かいいただけて幸いです」

　幾いくら訳の分からない状況でも、それが真実。マクスファーンとグレバナスはクーデター軍を放ほう棄きして、皇都フォルノーンから姿を消していたのだった。

「クラン」

　とりあえず事情を理解した孝太郎は、傍に控えているクランを手招きする。そして近付いてきたクランに、孝太郎は声をひそめて囁きかけた。

「………これはどうなってるんだ？　台本と大分展開が違ちがうぞ？」

「………わたくしにも分かりませんわ。歴史では青騎士はマクスファーンやグレバナスと戦った筈ですのに………」

　ティアの台本でも、フォルトーゼの歴史書でも、青騎士はマクスファーンやグレバナスと戦った事になっている。その戦いがどんなものであったのかについては、歴史書ごとに差異があるのだが、二人と戦った事自体は事実として残されている。

　にもかかわらず、目的地であった皇都にはその二人の姿がない。呆あつ気けないくらい簡単に皇都は奪だつ還かんされてしまった。ティアの台本は歴史書の一つを参考にして、皇都で決戦があった事になっている。だから孝太郎とクランは、ここで戦いがあると思い込んでいた。それに話の経けい緯いからして、そうなるのが自然だ。それだけに、この結末は予想外だった。

「………歴史が台本から外れて来ているなら、この先はどうしたらいいんだ？」

「………あまりしっくりは来ませんけれど、アライアさんに皇帝に即そく位いして頂く必要はある筈ですわ。まずはそこを目指しましょう」

「………分かった、そうしよう」

　クランとの密談を終えると、孝太郎は使者に告げた。

「我々はクーデター軍の降伏を受け入れる。すぐに我々を迎むかえ入いれる準備をしてくれ」

「あっ、ありがとうございますぅっ、青騎士閣下っ!!」

　孝太郎の返答を聞き、使者は表情を明るくする。

　彼自身が、訳の分からない状況に困惑していた。孝太郎に信じて貰ない可能性もあったし、策略を疑われて殺されてしまう事も覚かく悟ごしていた。だから彼は心底安あん堵どしていた。これで戦争は終わり、無事に家族の下へ帰れる。その想いが両の瞳から溢あふれ出し、涙なみだとなって頬ほおを濡ぬらしていた。

「やれやれ………」

　孝太郎は小さく溜め息いきをつくと、肩かたから力を抜く。それを見て、クランは軽く眉まゆを寄せた。

「まだ気を抜くには早いですわよ、ベルトリオン」

「そうだけどさ………戦争なんてない方がいいさ」

「そうですわね。気持ちは分からないではありませんわ」

　孝太郎もまた安堵していた。何度経験しても戦争には慣れない。だから戦わずに済むなら、それに越こした事はなかった。歴史の乱れは気になるが、それを差し引いても安堵せずにはいられない孝太郎だった。それはクランも同じで、口では気を抜くなと言っていたものの、心の中では安堵しきりだった。

　だが、戦いはまだ終わらなかった。

「ベルトリオンッ、大変だっ!!」

　戦争が終わる兆きざしが見え始め、いくらか空気が和やわらいだ孝太郎のテントに、血相を変えたフレアが飛び込んでくる。その表情は真っ青で、まるで地じ獄ごくの蓋ふたが開くのを見てしまったかのようだった。

「アライア殿下とシャルル殿下がっ、マクスファーンに連れ去られたっ!!」

　そんなフレアが届けたのは、最後の戦いの幕開けを告げるメッセージだった。










　マクスファーンは孝こう太た郎ろう達が皇都に気を取られている間に、最さい後こう尾びに位置しているアライア達の陣じんを急きゆう襲しゆうした。クーデター軍は全軍がフォルノーンに残されていた事もあって、このタイミングで背後からの急襲を受けるとは誰も考えていなかった。

　マクスファーンがこの襲しゆう撃げきに用いたのは翼つばさを持った異形の怪かい物ぶつの群れ。それらはグレバナスと宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し団が呼び出したもので、彼かれらの命令に従ってアライアの陣を襲おそった。いる筈のない軍勢、そして空からの襲撃に、新生正規軍は足並みを乱し、アライアとシャルルは連れ去られてしまったのだった。

　連れ去られたのはアライアとシャルル、そして侍じ女じよのマリーと神官のファウナの四人。同じテントにいた所をまとめて連れ去られてしまっていた。

　その後、マクスファーンは新生正規軍に奇妙なメッセージを送って寄よ越こした。それは孝太郎に軍は動かさず、サリアシャールにある城まで来いというものだった。

「そういえば、サリアシャールの城とはどんな場所なんだ？」

　馬を走らせながら、孝太郎は近くにいるリディスに声をかけた。サリアシャールという地名は台本には出て来ておらず、孝太郎には聞き覚えのないものだった。

「サリアシャールは、フォルノーンから北西に行ったところにある、マクスファーン家の管理していた古城です。フォルノーンの発展と共に使われなくなり、今は誰も住んでいない空からの城の筈です」

　錬金術師のリディスは巧たくみに馬を操あやつりながら孝太郎の質問に答えた。何でもそつなくこなすリディスは、孝太郎よりも遥はるかに乗馬の名手だった。おかげで喋っている間も器用に孝太郎に速度を合わせていた。

「間ま違ちがいなく罠わなですわよ、ベルトリオン」

　クランはフレアの馬に同乗していた。クランは馬を歩かせるぐらいしか出来ない。彼女は運動全ぜん般ぱんがあまり得意ではない。だからクランはフレアにしがみつき、落ちないように必死だった。だがそうしながらも、彼かの女じよは孝太郎の身を案じていた。

「連中はどのみちアライアさん達たちを殺すつもりですわよ。その前にあなたを始末する腹だと思いますわ」

　クーデターを起こしたマクスファーン達にとって、アライアとシャルルは邪じや魔ま者ものでしかない。今後の統治の為ためには殺してしまうのが一番手っ取り早い。だからアライアとシャルルはいずれ殺される。孝太郎が行くかどうかは関係ないのだ。

　現状において、アライアやシャルル以上に危険なのは孝太郎だ。アライアとシャルルが死んでも、全軍の指揮官である孝太郎が弔とむらい合がつ戦せんを宣言した場合、厄介な事になる。新生正規軍は勢いを失うどころか、更に勢い付いてしまう可能性も十分に考えられるのだ。そうならないようにする為には、アライアとシャルル、孝太郎の三人が生死不明の状態になるのが望ましい。実際に死んでいても、生きているかもしれないと思わせる事で、人々の気持ちが一点に集中するのを避さけるのだ。

「だがそんな事はさせんっ！　どんな事があっても、必ず殿でん下か達をお救いする！　この命に換えてもだ！」

　フレアは表情を怒いかりに燃やしながら、馬に鞭むちを入れた。彼女の怒りは激しい。元々騎士として真ま面じ目めすぎる部分があるので、敬愛する主君を人ひと質じちに使ったマクスファーンに対して強い憎ぞう悪おを抱いていたのだ。

「落ち着いて下さい、パルドムシーハ卿きよう。あなたを死なせては、私がアライア殿下に叱しかられます」

「だがベルトリオンッ、慎重になってアライア殿下とシャルル殿下を失っては元も子もないんだぞっ！」

　フレアは焦っていた。彼女にとってあってはならない事が起きた。だからいつもは堂々としている彼女なのに、余裕は少しも感じられなかった。

「少し馬のスピードを落として下さい、パルドムシーハ卿。それでは着く前に馬が潰れてしまいます」

「………うっ、す、すまない………」

　フレアは少し顔を赤らめ、孝太郎の言うように馬の速度を落とした。馬を速く走らせ過ぎては、かえって目的地に辿りつかない。それと同じで、フレアも頑がん張ばり過ぎては目的は達せられない。自身の焦り過ぎを悟さとり、フレアは自らを戒いましめた。

「しかし青騎士、実際にどうする？」

　孝太郎の横に、空飛ぶ杖つえにまたがったカリスがやってくる。彼女の場合、馬に乗るよりもこうして空を飛ぶ方が得意だった。彼女は後ろ向きに飛びながら孝太郎と向かい合い、話し続けた。

「このまま行けば、間違いなく敵の罠に飛び込む事になる。それに我々五人だけでは、出来る事にも限りがあるぞ」

　サリアシャールの古城へ向かっているのは全部で五人。孝太郎、リディス、フレア、クラン、カリス。皇女の救出に向かうには、少な過ぎる数だった。罠である事も分かっているから、カリスでなくとも不安を感じずにはいられなかった。

「確かに、なりふり構っていられないか………クラン」

「なんですの、その顔は」

　大おお真ま面じ目めな顔の孝太郎に、クランは思わず不安に駆られる。こういう時の孝太郎は、決まって無む茶ちやな事を口にするのだ。

「またロクでもない事を考えたんじゃないでしょうね？」

「そうでもない。クラン、この状況では手段は選んでいられない。アライア殿下達を救出する上で、あらゆる手段を許容する」

「………いいんですの？」

　クランは視線だけで周囲にいる少女達を示す。あらゆる手段という事は『揺り籠』にある全ての装備を利用するという事。それはフレア達に自分達が何者であるのかを明かすのと変わりないものだ。空を飛んだり、多少の武器を使ってみせるのとは次元が違う。この事が違う未来を引き寄せてしまう可能性は十分にあった。

「ああ。終幕が近いからな。それにカリスの言う通りだ。五人だけでは出来る事に限りがある」

「………分かりましたわ」

　クランはこくりと頷うなずいた。リスクはあるが、クランも孝太郎の判断が正しいと感じていた。フレア達は信用できるし、現実問題として兵力が不足している。アライアとシャルルを失うぐらいなら、正体を知られる程度のリスクは覚悟するべきだった。

「アレも用意しておけよ。必要になるかもしれない」

「ア、アレもですのっ!?　アレはまだ調整中で―――」

「言っただろう？　なりふり構ってはいられないんだ」

　孝太郎はそう言って、ニヤリと笑う。それはクランに悪質な冗じよう談だんを言う時の意地悪な笑顔だったが、少しだけ雰囲気が違っていた。クランはその顔を見てピンときた。

「………ベルトリオン、あなたもしかして、出で鱈たら目めに怒ってらっしゃいまして？」

　クランには、孝太郎は冷静に振ふる舞まっているように見える。だが感じるのだ。孝太郎の笑顔の向こう側に、激げき烈れつな怒りが渦うず巻まいているのを。マクスファーンとグレバナスが、触れてはいけないものに触れてしまったのだという事を。

「いや、俺おれは冷静だぞ」

　孝太郎はそう言いながら、今も胸で揺れている階級章に触れる。

「………『俺』ね………やれやれ、まずい事になりそうですわ………」

　孝太郎の言葉と仕草から、クランは確信する。孝太郎が冷静に振舞っているのは、周囲の人間を不安にさせない為だ。その証しよう拠こに、これまで周囲にフォルトーゼの人間がいる場合には決して綻ほころんだ事のなかった孝太郎の演技が、ここへ来て綻んで来ている。クランはそれが孝太郎の怒りの証明であると感じていた。

　―――なるほど、こんな出鱈目な男が相手では、わたくしが勝てる筈がなかったのですわ………。

　クランが孝太郎と戦った時も、きっとこうだったのだ。クランはかつての自分の敗因に思い至り、同時にこの先に起こる戦いの激しさを予感せずにはいられかった。










　サリアシャールの古城に連れて来られたアライア達たちは、そのまま地ち下か牢ろうに閉じ込められていた。しかし地下牢に入れられてから数時間が過ぎた時、彼かの女じよ達は城の庭に連れて来られた。

　そこは寂さびしい庭だった。城門と城のエントランスの間にある庭なので、かつては多くの植物や彫ちよう刻こくが、そこを訪おとずれる者達を華はなやかに出で迎むかえていた。だがこの城が使われなくなって長い時間が流れた。手入れをする者がいなくなった庭はすっかり荒あれ果てた。樹木は枯かれ、彫刻はひび割れ、噴ふん水すいには砂が溜たまっている。差さし渡しが百メートル以上もある大きな庭なので、こうして荒れ果ててしまうとその寂しさが際きわ立だっていた。

　アライア達はそんな場所へ連れて来られ、地面に打ち込まれた木製の杭くいに縛しばり付つけられていた。その拘こう束そくは強く、アライア達の力では抜け出すどころか、身動き一つできない。そんな状況では、不安にならないでいる方が難しい。特に歳としの若いシャルルには、堪こたえる状況だった。

「………これからどうなるのじゃろう………」

　不安に駆られ、シャルルは眉を寄せて小さく溜め息をつく。それを見たファウナとマリーが、笑え顔がおを作ってシャルルを励はげました。

「平気平気！　あたし達がこんな悪党達に、やられるもんですかっ！」

「そうですよ、レイオス様が絶対に来てくれますって！」

　身動きの取れない少女達にはこれが精せい一いつ杯ぱい。互いに励まし合う事こそが、この状況で出来る唯ゆい一いつの事だった。

「わかっておる！　それはわかっておるのじゃ！　じゃが………」

「シャルル………あなたはレイオス様が来てしまうのが、恐おそろしいのですね？」

　アライアにはシャルルの気持ちが痛いほど分かった。アライアもシャルルも、孝太郎が自分達を救いに来る事を疑っていない。だからこそ恐ろしかった。

「姉上っ！　あおきしはばかじゃから、ぜったいにきます！　そしてわらわたちをたすけようとして、やられてしまいますっ！」

「シャルル………」

　孝太郎はアライア達を人質にされれば手も足も出せない。自分達の為に孝太郎が危険な目に遭あう。恐らくは殺されてしまう。避けられない、必ず起こる現実。それが二人には恐ろしいのだった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、シャルル。レイオス様はきっと勝ちます。わたくし達の青騎士が、簡単に殺されるものですか」

　アライアは自分に言い聞かせるように、シャルルに語りかける。

　だがアライアは確信している。孝太郎は間違いなくやってきて、そしてきっと無む抵てい抗こうに殺されてしまうと。孝太郎がどんな人間なのか、アライアにはよく分かっている。だからこそ愛しているのだ。だが、不安に震ふるえる妹に向かって、孝太郎は殺されてしまうと言う訳にはいかない。

　―――どうか来ないで下さい、コータロー様………。それがどんな理由であっても、構いませんから………。

　アライアにはそうやって祈る事しか出来なかった。そして彼女は泣きたい気持ちを抑え、必死にシャルルに笑いかけるのだった。

「心配は要いりませんよ、アライア殿下、シャルル殿下。青騎士が我々の言う事をきちんと聞いてくれれば、彼を殺す必要などないのですから」

「マクスファーン！」

　いつの間にか、アライア達の傍にマクスファーンの姿があった。ビオルバラム・マクスファーン。長い間、フォルトーゼ皇国の大臣であった男。だが彼はアライアの両親を殺し、戦争を引き起こした張本人だった。そんな人間を前にすると、いかにアライアであろうとも怒りを隠しきれない。彼女は一いつ瞬しゆんで笑顔を消すと、厳しい表情でマクスファーンを睨にらみ付けた。

「心にもない事をぬけぬけと………」

「そんな事はありません」
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　マクスファーンはアライアの視線を受け流し、その一見柔にゆう和わに見える顔に笑えみを浮かべる。しかしそれが見かけだけのものである事は明らかだった。

「青騎士が我々の要求を呑のめば、彼が我々を害する事は不可能となる。蟻あり一匹ぴきをわざわざ殺す理由など、我々にはないのですよ」

　この時のマクスファーンは不気味なほど自信に満みち溢れていた。彼は自身の勝利を疑っていない。そして本当に孝太郎の命には興味がないと言いたげだった。アライアにそう感じさせるほど、彼の言動には余よ裕ゆうが感じられた。

　―――この余裕は一体………？

　アライアにはそこが不気味に感じられ、言い知れぬ不安に言葉を失うのだった。

「マクスファーン様、どうやら問題の騎士がやってきたようです」

　近くに控ひかえていた元・宮廷魔術師長のグレバナスが、庭の向こう側にある城門を指さした。

「来たか、青騎士………ふっふっふ、彼は騎士の鑑かがみだな。結構な事だ………」

　グレバナスの示した方に目をやったマクスファーンは、酷く満足げに笑う。待っていた時が来た。それはそんな雰囲気だった。

「あおきし！」

「………ああっ………コータロー様………どうして………」

　開きっぱなしになっている大きな城門の前に、青い鎧を着た騎士の姿があった。遠くても分かる。それは間違いなく孝太郎だった。

　孝太郎はこの場所に一人でやってきていた。孝太郎は馬を降りると庭をぐるりと見回した。その時、ほんの一瞬だけ孝太郎とアライアの視線が交こう錯さくする。孝太郎はその一瞬だけ優しい目をしたが、すぐに厳しい表情に戻った。喜んでいられる状況でない事は、孝太郎にも分かっていた。

「いけませんレイオス様ぁっ!!　これは罠ですっ!!」

　孝太郎は庭の中央を真まっ直すぐに歩いてくる。その歩みは決して速くはないが、しっかりしたものだった。だからアライアには、孝太郎がどれだけの覚悟でここへ赴おもむいたのかが分かった。

「わたくし達の事はもう良いのですっ!!　どうせマクスファーンはわたくし達を殺すのですからっ!!」

　しかし分かってはいても、アライアは声を張り上げる。何とか孝太郎の足を止めようと、思おもい留とどまって貰おうと必死になっていた。

「ご安心ください、すぐに全員をお助け致いたします」

　だが孝太郎は止まらない。一定のリズムを崩さず歩き続ける。孝太郎はもう、庭の真ん中までやってきていた。

「………例のものは持ってきているようだな」

　距離が詰つまったおかげで、孝太郎の姿がはっきりと見えるようになる。マクスファーンは舐なめるように孝太郎を眺めた後、顎あご髭ひげを撫なでながら満足げに微笑んだ。

「そのようですな。魔ま力りよくの反応もあります」

　魔法使いであるグレバナスは、見た目だけでなく、魔法を使って孝太郎を見ていた。その身体には濃のう密みつな魔力が宿っているのが見える。マクスファーンとグレバナスの書いた筋書き通りに話が進んでいるように思われた。

「すぐに本物かどうか確かめろ」

「御ぎよ意いに」

　グレバナスが手を上げる。すると物もの陰かげから奇き妙みような姿をした生き物が姿を現した。

　肉にく食しよく獣じゆうを直立させたような身体。頭はワニに似た爬は虫ちゆう類るいのものがついており、背中には猛もう禽きん類るいを思わせる大きな翼が生えている。まるで幾つもの生き物を混ぜ合わせたかのような異様な姿。それはグレバナス達たち宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しが、奈な落らくと呼ばれる別の世界から呼び出した生き物だった。

「行けっ！」

　グレバナスが孝太郎に向かって手を振ふり下おろすと、怪物は大きく翼を羽ばたかせ、宙に浮かぶ。背中の翼は飾かざりではなく、空を飛ぶ為の本物の翼なのだ。

「なっ、なんだあれはっ!?」

　孝太郎は怪物が宙に浮いた事で、その存在に気付いた。そしてその異様な姿に言葉を失った。だが孝太郎はフォルトーゼに来てから、様々な生き物を見てきた。馬には角が生えていたし、トカゲには翼が生えていた。先日は巨きよ大だいな竜も見た。おかげで奇妙な見た目の生き物には少しばかり耐たい性せいが出来ていた。

「そうかっ、あれが殿下達をさらったっていう魔ま物ものか！」

　異形の怪物―――魔物の話はアライア達の陣にいた兵士達から聞かされていた。立って歩き、空を飛ぶ獣けものの群れが、アライア達を連れ去った。彼らの証言は目の前の生き物とぴったりと一致していた。

「だが、倒たおせない相手じゃない！」

　そういった様々な事情のおかげで、孝太郎は臆おくする事なく腰こしから剣けんを引ひき抜いた。

　―――この間の竜に比べれば、この魔物は倒せる！　それに俺にはこの剣がある！

　孝太郎が抜いた剣はシグナルティン。アライアが与えてくれた、新たな力だった。

「シギャアアアァァァァァアァァァッ!!」

　魔物は甲かん高だかい声で咆ほう哮こうすると、その大きな翼を羽ばたかせ、孝太郎に向かって突っ込んできた。

「こいっ!!」

　孝太郎は強い気合いを込め、剣の切っ先を魔物に向ける。するとその銀色の剣は、孝太郎の戦う意思を感じ取って純白の光を放ち始めた。

　―――鼓こ動どう………そうか、これはアライア殿下の………。

　剣が放つ光からは、優やさしいぬくもりが伝わってくる。孝太郎にはその感覚に覚えがあった。ダンスの時に、あるいは怪け我がを負って倒れた時に。握にぎり合ったアライアの手から感じたのと同じものだった。

「運が悪かったな、お前」

　孝太郎には自信があった。この光が輝かがやいている限り、自分は負けない。負ける筈がないのだ。アライアがすぐ傍で守ってくれているのだから。

「―――今日の俺は、すこぶる機き嫌げんが悪いっ!!」

　ゴォッ

　孝太郎は思い切り剣を振り下ろした。狙ねらいは魔物の顔。大口を開けて孝太郎に噛かみつこうと突っ込んでくる所をカウンター気味に狙う。

「ギャオォォォォンッ!!　グゲゲゲゲッ!!」

　しかし魔物の動きは素す早ばやかった。巧みに翼と尻尾しつぽを操って、孝太郎の攻撃をかわす。おかげで孝太郎の攻撃は魔物の尻尾を掠かすめただけで終わった。

「外れたっ!?」

「ゲゲゲッ、ゲゲゲッ」

　空中に逃のがれた魔物は、孝太郎を見下ろして嘲あざ笑わらう。お前の攻撃なんてあたるもんか。魔物はそう言っているようだった。

「………大したもんだ」

　孝太郎はそんな魔物を見上げて、感かん嘆たんの声を漏もらした。だがそれは魔物の機き敏びんさに向けられたものではない。孝太郎が感嘆したのは、もっと別の事だった。

「グギャアッ!?　ギャオオォッ!?」

　ここで魔物は孝太郎が見ているものに気付いた。それは魔物自身の尻尾。不思議な事に、魔物の尻尾は先せん端たんの数十センチほどが綺麗に消しよう滅めつしていた。

「グガアァァァァッ、ギャオォォッ、ギャオオオォォォォッ!!」

　そしてその消滅の範はん囲いは更に広がっていく。尻尾の断面は白く輝いていて、その輝きが次々と尻尾を溶とかしていった。光はやがて尻尾を喰くいつくし、そのまま魔物の身体全体に広がっていく。

「グガァッ、アァァァッ、グギャアァァァッ!!　ガッ―――」

　突とつ然ぜん、魔物の叫さけび声ごえが止まる。叫ぼうにももう叫べなかったのだ。光は魔物の身体を全すべて消滅させ、今やその首にまで及およんでいた。魔物は恐きよう怖ふの声を上げようとしていたが、喉のどがなくなってしまえば叫ぶ事は出来ない。魔物は瞳ひとみに恐怖の色をにじませながら、結局頭まで消えていった。後に残ったのは一ひと握にぎりの灰。それは地面に向かって落ちながら、風に吹ふき流されていった。

　その光景を見ていたマクスファーンは、興奮気味にグレバナスに尋ねた。

「グレバナス、あの魔物は死んだのか？」

「いいえ」

　興奮しているマクスファーンとは対照的に、グレバナスは冷静だった。そして彼は今起こった出来事を、淡たん々たんと説明していった。

「魔物はこの世界に召しよう喚かんされた時に、魔力を固めて身体を作ります。あの剣はその魔力を消滅させて、魔物を奈落へ強制送そう還かんしたのでしょう」

「掠っただけで奈落へ強制送還とは………面おも白しろい」

「もっとも、その反動で死んでしまっているかもしれませんが………」

「どちらにせよ、素す晴ばらしい力だ！　期待以上だ！」

「はい。どうやら本物のようです」

　配下の魔物が倒されたにも拘わらず、マクスファーンもグレバナスも動じた様子は見えない。それどころか、むしろ喜んでいるかのように見えた。

「あんなものをけしかけたりして、一体何のつもりだ？　言われた通り出向いてきたというのに」

　孝太郎は足を止めてマクスファーンに呼よび掛かける。マクスファーンの意図が読めないので、孝太郎は慎重になっていた。

「すまんな、青騎き士し殿どの。君が本物かどうかが分からなくてね。手て荒あらい歓かん迎げいとなってしまった事は許して欲ほしい」

「………貴公がマクスファーンか？」

　孝太郎はマクスファーンの顔を知らない。リディスからがっしりとした体形で、長い髭ひげを蓄たくわえた初老の男性だと聞かされていたが、直接会うのはこれが初めてだった。

「いかにも。我こそはビオルバラム・マクスファーン。この世界の王となる者だ」

　マクスファーンはこれまでのような小細工はせず、堂々と名乗った。その堂々たる立たち振る舞まいは、確かに王の名に相応ふさわしいものだった。その瞳が、邪じや悪あくな欲望に染まっていなければ、だが。

「世界の王………大きく出たものだ。本当になれるつもりか？」

「もちろんだとも。その為に君に来て貰ったのだからな」

「私に………？」

　孝太郎は困こん惑わくする。

　―――俺を殺せば世界の王になれるって事か？　そんな馬ば鹿かな………。

　マクスファーンが孝太郎を呼んだのは、アライアを人質にして孝太郎を殺す為。孝太郎はそう考えていた。だが普ふ通つうの高校生を一人殺したぐらいで世界の王になれるのだとしたら、既に世界は王で溢れかえっているだろう。孝太郎には理解できない話だった。

「まさか………」

　だがここでアライアの表情が変わる。孝太郎には分からなかったが、彼女にはマクスファーンの目的が分かったのだ。

「まさかマクスファーン、これまでの事は、全てその為にっ!?」

「そうですとも！　流石さすがは賢けん明めいさで名を馳はせた白銀の姫！　アライア殿下は、何もかもよくお分かりのようだっ！　フッハッハッハッハッハッハァッ!!」

　あまりの出来事に絶句するアライアをそのままに、マクスファーンは大たい笑しようする。そして孝太郎の方に右手を差し出し、マクスファーンは言い放った。

「では青騎士殿っ、先に用件を済ませようっ！　それさえ済めば、皇女殿下はお返ししようっ！」

　その声はまるで、孝太郎とアライアを、嘲ちよう笑しようしているかのようだった。

「さぁっ、渡してくれたまえっ、その剣をっ!!　暁あかつきの女め神がみが世界の王に与えるという、神託の宝剣をっ!!」

　そして前に伸のばされた右手は、まるで世界をその手に掴つかまんとしているかのようだった。










　マクスファーンの狙いはフォルトーゼ皇国の乗っ取りではなく、最初からシグナルティン―――より正確には、皇家の正当性を示すと言われる、神託の宝剣だった。運命を切り開き、持ち主を玉座へと導く、皇家の至宝、神託の宝剣。それを得る事で、マクスファーンは世界の王になろうとしたのだ。

　だが剣の力を利用して構築された封印は強固で、宮廷魔術師団の力をもってしても封印を破る事は出来なかった。

　そこでマクスファーンは最初、アライア達たちの命を盾たてにして、皇帝に封印の解除を求めた。だが、それでも皇帝は首を縦に振らなかった。たとえ娘むすめ達の命が奪うばわれようとも、神託の宝剣を使って世界の王になろうというマクスファーンの野望に加担する訳にはいかなかったのだ。

　そこでマクスファーンは方針を変へん更こうした。神託の宝剣の封印が解かれるのは、皇国が真の国難に際した時のみ。そこで皇帝を殺害してクーデターを起こし、真の国難を発生させる。つまりクーデターは目的ではなく、手段だったのだ。

　次にマクスファーンは何も知らないアライアを皇宮から逃にがした。アライア達は逃げる事が出来たのではない。マクスファーンが自ら逃げ道みちを作ってやっていたのだ。

　だからマクスファーンは、姪めいのリディスがアライアを逃がそうとした時には、リディスを抱き締しめて褒ほめてやりたいぐらいだった。リディスの行為はマクスファーンの期待通りだったのだ。

　そしてマクスファーンはそれ以降、アライアの監かん視しと並行して、彼女に適度な危機感を与え続けた。追っ手をけしかけたり、彼女が潜伏している村に毒を撒まいたり。そうする事でアライアに、これが真の国難であると印象付けるのが目的だった。

　だからカリスには監視の任務だけが与えられていて、デクストロゥにはアライアを直接殺害する事が許されていなかった。全てはアライアに国難を印象付け、神託の宝剣の封ふう印いんを解かせる為だったのだ。

　だが、一つだけ誤算があった。それは青騎士―――孝太郎の存在だった。

　孝太郎が現れてからというもの、マクスファーンの計算は狂くるい続けていた。追っ手は倒され、毒を撒けば治療され、鋼鉄の巨きよ人じんをも退けた。拠きよ点てんを攻撃すれば返かえり討うちに遭い、進軍を止める事も出来ない。そして孝太郎の存在がアライアの希望となり、彼女は孝太郎がいれば国が救えると考えるようになってしまった。アライアには神託の宝剣を必要として欲しかったというのに。これはマクスファーンにとって大きな誤算だった。

　そこでマクスファーンは再び方針を変更した。この状態のアライアに危機感を抱かせるにはどうしたらいいのか。それを考えた結果、マクスファーンは孝太郎の命を狙う事に決めた。

　マクスファーンは新生フォルトーゼ正規軍に潜もぐり込ませた諜ちよう報ほう員いんから、アライアと孝太郎が恋こい仲なかか、それに近い関係にあるという情報を得ていた。その孝太郎が命の危機に陥おちいれば、国の為にも、愛する男の為にも、アライアは神託の宝剣の封印を解くのではないか。マクスファーンはそのように計算した。アルゥナイアをけしかけたのも、暗殺者を送り込んだのも、全てはその為だった。

　その結果、神託の宝剣の封印は解かれ、今やマクスファーンの手が届く場所にあった。初めは憎にくらしくて仕方がなかった孝太郎に対しても、今となっては感謝してもしきれない気分だった。










　マクスファーンが孝太郎にシグナルティンを要求した瞬しゆん間かん、アライアは悲鳴にも似た悲痛な声を上げた。

「そのために、そのためにお父様とお母様を殺したとっ!?　クーデターを起こして、多くの人々を殺したと!?　わたくしを追おい詰め、剣の封印を解かせる為にっ!?」

　それはアライアにとって絶望的な現実だった。全てはマクスファーンの計略。アライアの心を操って、剣の封印を解かせる為に。ここまで必死に戦ってきた事も、多くの人間が死んでいった事も、全てはマクスファーンに操られての事だったのだ。

「そぉうともっ!!　そうしなくては剣は手に入らないっ!!　世界の王になる事は出来ないっ!!　その為にお前達皇家に仕え、何十年も機会を待ったのだっ!!　全てはこの時の為なのだよっ、アライア殿下ぁっ!!」

　反対にマクスファーンにとってはここが人生の絶頂だった。何十年も待ち続けた瞬間が遂ついにやってきたのだ。シグナルティンが手に入れば、全ては思うまま。剣が与あたえてくれる不ふ老ろう長ちよう寿じゆを楽しむもよし、気が向けば世界制せい覇はに乗り出すのも良いだろう。剣を手に入れれば、あらゆる可能性が手に入る。もはやマクスファーンには焦る必要などない。未来は彼の前に無限に広がっているのだから。

「まさか………この剣が狙いだったとは………」

　孝太郎にとってもこれは驚きの結末だった。ティアの台本によれば、マクスファーンの狙いはあくまで国の乗っ取りだった。しかし現実は違った。台本を超えた現実がそこに広がっていた。最初から現実は、台本通りではなかったのだ。

「さぁ、その剣を渡してくれたまえ、青騎士殿。そうすればアライア殿下達は全員無事に返そう。君にとっても悪い取り引きではない筈だ」

　マクスファーンは庭を進み、無造作に孝太郎へ近付いていく。孝太郎が取り引きに応じない筈がない。マクスファーンはそう確信していた。

「なんなら何百年かフォルトーゼを見み逃のがしてやっても良い。その剣さえあれば、幾らでも時間はあるのだからな」

「くぅっ………」

　孝太郎は迷い始める。

　剣を渡して、アライア達を救うか。それともここでマクスファーンを倒し、フォルトーゼと世界を救うか。

　孝太郎が選べるのは二つに一つだった。

「いけませんっ、コータロー様っ!!　たとえわたくし達の為でもっ、その剣をマクスファーンに渡してはなりませんっ!!」

　アライアは後者を望んでいた。かつて皇こう帝ていがそう望んだように。だがそれではアライア達が殺されてしまう。

　前者を選べば一時的にフォルトーゼには平和が戻るかもしれない。しかし剣がマクスファーンの言うような力を秘ひめているなら、アライア達の子孫が結局マクスファーンに蹂じゆう躙りんされる事になる。

　どちらを選ぼうと結局は同じ事。そこには早いか遅おそいかの違いしかないのだった。

「しかし殿下―――」

「わたくしの騎士ならば、わたくし達の望みを叶かなえてくださいませっ!!　どうかマクスファーンを討ち、あなただけでも生き延びてっ!!」

「そうじゃあおきしっ!!　おまえはいきよっ!!　いきてフォルトーゼをまもるのじゃっ!!」

「その女達を黙だまらせろっ、グレバナスッ!!」

「はっ」

　グレバナスは近くにいた数人の部下達に合図を送る。すると彼らは大きなクリスタルを中心にして円えん陣じんを組み、何かの呪じゆ文もんを唱となえ始めた。その直後、それは現れた。

　ゴォォォォォォオオォォォォォォッ

　頭上から何か巨大なものが凄すさまじいスピードで落下してくる。それは地面の直前で大きな翼を広げ、スピードを落としてから着地した。

　ズドォォォォォォン

　しかしそれでも着地した時の衝しよう撃げきと音は凄まじかった。

　火竜帝アルゥナイア。

　その二十メートルを超す巨きよ体たいは、大地と空気とを激しく揺ゆさぶった。

「これは、あの時の竜っ!?」

「あ、あねうえっ！」

　これまでは気き丈じように振舞っていたアライアとシャルルだが、アルゥナイアの巨体を前にしてはどうする事も出来ない。縛られて身動きが取れない彼女達だから、まるで暴力を形にしたような凶きよう悪あくな姿を前にすると、息を呑む事しか出来なかった。

「来たか、化け物め………」

　チャキッ

　孝太郎は反射的にシグナルティンの柄つかを握り締める。するとそんな動きを見み咎とがめたマクスファーンが孝太郎を牽けん制せいした。

「おおっと、青騎士殿、余計な事は考えない方が良い。青騎士殿が少しでも妙みような真ま似ねをすれば、アルゥナイアはその鋭するどい牙きばで殿下達を噛み砕くだくだろう」

「グルゥゥゥゥウウゥゥゥゥゥゥッ」

　まるでマクスファーンの声が聞こえたかのように、アルゥナイアは喉を鳴らす。そしてその大きな顎あごを動かして口を開いた。その口が閉じれば、アライア達は一いち撃げきでバラバラになるだろう。その牙の威い力りよくを知る孝太郎だから、この脅きよう迫はくは強い影えい響きよう力りよくがあった。

「くっ」

　孝太郎は動きを止め、剣を下ろした。

「そう、それでいい。君が素す直なおに言う事を聞いてくれれば、殿下達は死なずに済む」

　マクスファーンは再び歩き始める。もう孝太郎は目の前だった。

「コータロー様………」

　アライアは唇くちびるを噛み締める。やはり孝太郎はアライア達を見捨てられなかった。剣を引いてしまったのがその証拠。本当ならあそこでそのままマクスファーンを斬きらなければならなかった。だが孝太郎にはそれが出来なかった。孝太郎はマクスファーンに剣を渡すだろう。もはやそれを防ぐ方法はないのだった。

　孝太郎の前までやってくると、マクスファーンは立ち止まった。そして無造作に右手を差し出す。その顔には笑みが刻まれており、勝利を確信して勝かち誇ほこっていた。

「さぁ、青騎士殿。剣を頂こうか」

「………お前の勝ちだ、マクスファーン」

　孝太郎は苦々しい表情で頷くと、右手で持っていたシグナルティンをマクスファーンに向かって差し出した。

「おぉおおぉぉぉっ、遂に我わが手に来たかっ、神しん託たくの宝ほう剣けんよっ!!」

　剣を受け取ったマクスファーンは、そのまま両手で頭上に掲かかげる。その姿はまるで新しいおもちゃを手にした子供のようだった。

『配置につきましたわっ!!　良いですわよっ、ベルトリオンッ!!』

　通信機からクランの声が飛び出してきたのは、そんな時の事だった。

「遅いぞっ、クラァンッ!!」

　クランの声が聞こえてきた途と端たん、孝太郎は拳こぶしを振りかざし、マクスファーンに殴なぐりかかっていった。その目的はもちろんシグナルティンの奪還。遂に孝太郎が待ち続けた反はん撃げきの時がやってきたのだ。

『そんな事言ったってっ！　アルゥナイアが出てきたせいで、配置を変える必要があったんですわっ！』

「言い訳は聞かんっ!!」

「なっ、なんだぁっ!?」

　剣に気を取られていたマクスファーンは、孝太郎の拳をかわす事が出来なかった。

　ガッ

　孝太郎の拳を頬に受け、マクスファーンはもんどりうって倒れた。孝太郎はすぐさまマクスファーンに近付き、その手から剣を奪い返そうとする。

「そうはいきません」

　だが孝太郎の手が剣に届く前に、グレバナスが魔ま法ほうを発動させた。グレバナスは特別製の魔法の杖を持っている。詠えい唱しようも掌しよう印いんも必要ない。頭の中で考えた魔法を即そく座ざに発動するアーティファクト。それが作り出した魔法の矢が、孝太郎とマクスファーンの間に雨のように降ふり注ぐ。その間にマクスファーンは立ち上がり、難を逃れた。

「くそっ、すぐにアライア達を殺せぇっ!!」

　孝太郎の思わぬ反撃に、マクスファーンは酷ひどく腹を立てた。そしてその腹いせに、アライア達の殺害を命じる。殴られた代だい償しようにしては、一国の皇女の命は大き過ぎる。しかしこの時のマクスファーンは、世界の王である自分が殴られた事が許せなかった。

「やれっ！」

　グレバナスは部下達にアライア達の殺害を命じた。彼らとクリスタルが作る円陣が、アルゥナイアに命令をつたえているのだ。

「グオォオオォォォォォォッ!!」

　命令は即座にアルゥナイアに伝わり、巨きよ竜りゆうは激しく咆哮する。その声は大気を揺さぶり、あたり一帯をびりびりと揺らした。そして竜はそのまま大きく口を開き、杭に縛り付けられたままのアライア達四人を噛み砕こうと襲いかかった。

　ズドンッ

　しかし竜の牙がアライア達に届く直前、アルゥナイアの足元で大きな爆ばく発はつが起こった。予想外のタイミングで起こった大きな爆発に、アルゥナイアはバランスを崩くずして横よこ倒だおしに転倒した。

　ズドォォォォン

　その衝撃は直前の爆発に匹ひつ敵てきする巨大なもので、アルゥナイアは石いし畳だたみを粉々に砕きながら地に伏した。

「うわぁっ!?」

　この爆発のおかげでアライア達たちは巨竜の牙から逃れる事が出来たが、良い事ばかりではなかった。転倒したアルゥナイアが砕いた石畳の破は片へんが、孝太郎に襲いかかったのだ。

「くそっ、やり過ぎだぞクランッ」

　数十センチもある石の直ちよく撃げきを受け、孝太郎は尻しり餅もちをついた。尻餅だけで済んだのは咄とつ嗟さに鎧よろいが張ったバリアーのおかげだった。それがなければ、孝太郎はもっと酷い目に遭っていた事だろう。

『仕方がないですわっ!!　急に竜が出てきたのに、そこまで細かい加減は出来ませんわよっ!!』

　この爆発はクランが仕し掛かけた爆ばく弾だんによるものだった。クランは自らの発明品の力で姿を消す事が出来る。孝太郎がマクスファーン達の気を引いている間に、姿を消したクランがこっそりと爆弾を仕掛けたのだ。

　そして爆発が生み出した隙すきを突つき、クランと同じものを使って姿を消したフレア達が、アライア達を助け出す。それが孝太郎達の立てたアライアの救出作戦だった。

『ベルトリオンッ、アライア殿下達は助けたぞっ!!』

　この作戦は成功し、アライア達は自由を取り戻していた。尻餅をついている孝太郎の視界の端はしに、杭から解放されたアライア達と、そこに合流したクラン達の姿が見える。

「よしっ！」

　後はシグナルティンを取り返し、マクスファーンを倒せば良い。気合いを入れ直した孝太郎は立ち上がろうとした時だった。

「コータロー様っ、あぶないっ!!」

　古城の庭にアライアの悲鳴が響ひびく。その直後、マクスファーンがシグナルティンを大上段に構え、孝太郎の目の前に現れた。

「そうそう思い通りにはいかんぞ青騎士ぃっ！」

　マクスファーンは孝太郎とは違って石を浴びたりしなかった。彼は孝太郎が倒れたのを見て、好機を逃さず斬りかかったのだ。

「マクスファーンッ!!」

　孝太郎はまだ立ち上がる途と中ちゆう。その姿はほぼ無防備だった。

　―――このままではやられる!!

　危険を悟った孝太郎は、すぐさま鎧に命じた。

「バリアーを張れっ！　全力でだっ！」

『仰おおせのままに、マイロード。歪わい曲きよく場緊きん急きゆう展開』

　バンッ

　孝太郎の命令に従い、鎧がバリアーを展開する。すると孝太郎とマクスファーンの間に白い六角形のタイルが整列し、襲い来る斬撃を防ぐべく立ち塞ふさがった。

　キンッ

　六角形のタイルはマクスファーンの斬撃を受け止めた。しかし孝太郎はその反動で再び体勢を崩してしまう。同時に鎧のシステムが悲鳴を上げた。

『アラートメッセージ。歪曲場機能停止。ダメージが許容量をオーバー』

「一撃でかッ!?」

　六角形のタイルが一いつ斉せいに消失する。シグナルティンはたったの一ひと振ふりで孝太郎の鎧のバリアーを機能停止に追い込んだ。これまで様々な攻撃を防いできたバリアーも、シグナルティンの前では無力だった。

「どうやら勝負あったようだな、青騎き士し」

　マクスファーンは再び剣を振り被かぶる。孝太郎は体勢を崩したままで、バリアーは消えてなくなった。万ばん事じ休きゆうす。マクスファーンがシグナルティンを振り下ろせば、孝太郎はあっさりと両断されるだろう。

「いや、まだだっ！」

　孝太郎は左手に意識を集中する。孝太郎は霊れい力りよくを操って大きな火球を生み出すと、マクスファーンに向かって投げ付けた。

「そんなものでこの剣に勝てると思うのかっ!!」

　マクスファーンは意に介かいした風もなく、シグナルティンをそのまま振り下ろした。シグナルティンは苦も無く火球を両断すると、そのまま孝太郎に迫せまる。

「これでも駄だ目めなのかっ!!」

　孝太郎は操れる霊力を全て使って火球を作った。しかしシグナルティンは孝太郎が全力で生み出した火球をもあっさりと掻かき消けした。防ぼう御ぎよの力も、攻撃の力も、マクスファーンには通じない。孝太郎にはもう、マクスファーンを倒す手立ては残されていなかった。

　―――申し訳ありませんでした、アライア殿でん下か………必ずお守りすると誓ちかったのに、俺はどうやらここまでのようです………。

　迫り来る白はく刃じんから身を守る術はない。もはや死は避けられない。孝太郎は死ぬ覚悟を決めた。

「しかしっ!!」

　だがそれでも孝太郎はマクスファーンに向かっていった。たとえここで斬られて死ぬのだとしても、ほんの僅わずかでもマクスファーンに手傷を負わせたい。アライアとシャルルが逃げる為の時間を稼かせぎたい。

　死が避けられないのだとしても、孝太郎は最後の最後まで誓いを通したかった。それは恐らく、孝太郎が真の青騎士となった瞬間だったのだろう。

「いやああぁぁぁああぁぁぁぁぁああぁぁっ!!」

　アライアは絶ぜつ叫きようする。

　死を悟ってなお、マクスファーンに挑いどむ孝太郎。そしてその孝太郎に襲いかかるシグナルティン。その光景が、アライアにはまるでスローモーションのように見えていた。そしてその光景が、時折他のものに入れ換かわる。孝太郎と出会った時から、今この時に至るまで。積み重ねてきた想おもい出でが、そこに編み込まれた強い想いが、次々とその目に映し出されていった。

「いやよぉおおぉぉぉぉぉぉぉぉおおおぉぉぉぉぉっ!!」

　孝太郎が死ぬ。しかも孝太郎を守る為に封印を解いた、シグナルティンによって。これではアライアが孝太郎を殺したようなものだ。アライアの心は、その現実を受け入れられない。

　認められる筈がないのだ。

　アライアの命はシグナルティンの一部となって、ずっと孝太郎を守り続ける。そしてずっと、孝太郎の傍そばにいられる。それがアライアの誓いで、自由に生きられない彼女の、たった一つの願いだったから。

「コータローさまぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　だがアライアがどれだけ拒きよ絶ぜつしても、その時はやってくる。シグナルティンは孝太郎に迫り、その切っ先が孝太郎の髪かみに接せつ触しよくする。その時の訪れを、アライアは絶望的な気持ちで見つめていた。

「ワハハハハハハハッ、死ねぇっ、死ねぇっ、青騎士ぃっ!!　世界の王に逆らった罰をっ、受けるがいいっ!!」

　そしてマクスファーンは全力で剣を振り抜ぬいた。孝太郎は真っ二つに両断された。誰だれもがそう思った。










　しかし。










　真っ二つになったのは、シグナルティンの方だった。

　パキィィィィィィィィン

　シグナルティンは孝太郎の身体に触ふれた瞬間、甲高い音を立てて半ばから折れてしまった。反対に孝太郎には傷一つない。それはまるで紙と糊のりで作った張り子の剣で斬られたかのようだった。

　この結末に誰もが目を疑った。そしてそれはもちろん、当事者のマクスファーンが一番だった。

「こんな事があってたまるかっ!!　さっきまでっ、ついさっきまではあれだけの力を出していたというのにっ!!」

　マクスファーンは呆ぼう然ぜんとした様子で、半分になったシグナルティンを凝ぎよう視しする。シグナルティンは輝きを失い、ボロボロに錆さびた鉄てつ屑くずに変わっていた。ほんの数秒前までは、あれほど美しく銀色に輝いていたというのに。

「世界の王になれる筈じゃなかったのか!?　女神の力が宿っているんじゃなかったのかっ!?　暗黒に巣食う者共さえっ、討ち滅ほろぼせる筈だったのにぃっ!!　どうなっているんだグレバナスッ、これではただの鉄屑ではないかぁっ!!」

　バンッ

　怒いかりに打うち震えるマクスファーンは、握り締めていたシグナルティンの残ざん骸がいを地面に叩たたき付けた。すると完全に錆びついていた刀身は粉々に砕け散ちり、形のあるものは柄だけになってしまった。その柄にしても多くのひび割れが刻まれ、今にも砕け散ってしまいそうだった。

「わっ、私にも分かりませんっ！　なぜ、急に力を失ったのか………」

「これでは何もかも無む駄だではないかっ、グレバナスゥッ!!」

　マクスファーンは顔を真っ赤に染めてグレバナスを怒ど鳴なりつける。いつもは冷静なグレバナスも、この時ばかりは焦って我を失っているようだった。

「………シグナル………ティン………」

　そうして誰もが驚おどろき、我を失う中、孝太郎だけは一人冷静だった。孝太郎はマクスファーンが地面に叩き付けた柄を拾い上げると、アライアの方に目を向けた。

「………」

　アライアは他の誰とも違い、ぎゅっと目を閉じて下を向いていた。この時、アライアは耳から聞こえてくる音も意識の外に追い出していた。孝太郎が斬られて死ぬ瞬間など見たくはない。断だん末まつ魔まの悲鳴など聞きたくない。その一心だった。そのおかげで彼女は、孝太郎が無事である事を知らないままでいた。

「………やっぱりそうなのか………この剣はシグナルティン………つまりは、そういう事なんだ………」

　そんなアライアの額では、剣を模した紋もん章しようが鮮あざやかに光ひかり輝いていた。それはまるで彼女の額に刻まれた紋章の方こそが、本物のシグナルティンであるかのようだった。

「アライア殿下」

　全てを理解した孝太郎は、アライアの名前を呼ぶ。予想外の状況で敵味方双そう方ほうの動きが止まっているが、孝太郎達が危険の真っ只ただ中なかにいるという状況は変わらない。この危機を脱だつするには、彼女の協力が不可欠だった。

「えっ………？」

　孝太郎の声が聞こえてきた事で、アライアはその目を開けた。アライアは最初、その声が幻げん聴ちようかもしれないと思っていた。しかし目を開けて見てみると、確かにそこには孝太郎の姿があった。

「コータロー、さま？」

「御ご心しん配ぱいをおかけ致しました、アライア殿下」

「コータロー様、い、今、斬られた筈はずでは………？」

　斬られた筈の孝太郎が生きている。その不思議な光景に、アライアは目を丸くして何度も瞬まばたきを繰くり返した。嬉うれしいのだが、混乱して状況が飲み込めない。アライアはどう感情を表現して良いのかが分からなくなっていた。

「どうやらシグナルティンの方が折れてしまったようです」

「剣が………あっ………」

　アライアの視線が孝太郎の手元に落ちた。そこには柄だけになってしまったシグナルティンが握られている。朽くち果はてた剣を見た瞬間、アライアは剣が神しん殿でんに収められていた時の姿を思い出した。

　―――そうか………わたくしがあの剣の一部なら、あの剣もわたくしの一部。だとしたら、わたくしの誓いは―――

　アライアの瞳に理解の色が走る。そう、つまりはそういう事なのだ。

「行きますよ、アライア殿下。この命と剣とで、必ずお守り致します」

「信じています、コータロー様。そしてあなた様の命は、わたくしが守ります」

　頷き合った二人は、それぞれに構えを取った。孝太郎は柄だけになった剣を正眼に構えると、ありもしない切っ先をマクスファーンに向けた。アライアは両りよう腕うでを軽く広げると、手の平を孝太郎に向ける。

　そんな二人の様子に気付き、マクスファーンは嘲笑した。

「そんな鉄屑で何をするつもりだ？　宝剣が折れて気でも触れたか？」

　もしこの時点でマクスファーンがグレバナス達に攻撃を命じていれば、違ちがう結末があったかもしれない。しかし目的の物を失ってショックを受けたマクスファーンは、孝太郎達に行動を許した。どうせ何も出来やしないとタカを括くくっていたのだ。

「これが折れているように見えるから、お前には俺が斬れなかったのさ」

「なんだって!?」

　驚くマクスファーンを見て小さく笑うと、孝太郎はマクスファーンに向かって走りだした。柄を構えて走る姿は、まるで本当に強力な剣を握っているかのような姿だった。するとこれまで黙って成り行きを見守っていたアライアが呪文を紡つむぎ始める。

『かつていまし、いまいまし、そしてこれからもいます、万ばん物ぶつの母、暁の女神よ』

　それは以前、アライアが神殿で唱えていたのと同じ呪文だった。

　その呪文が進むにつれて、アライアの額にある紋章が強い光を放ち始める。光はアライアの全身を包み込み、やがてその身体から溢あふれ出した。

『あなた様の忠実なしもべ、フォルトーゼの子孫が伏して申し上げます。今こそその封印を解き放ち、我らに国難を払はらう力を与えたまえ』

　光が向かった先は、砕けて地面に散らばった刀身の残骸だった。刀身の残骸に光が宿ると、まるで磁石に引き寄せられるかのように宙を舞い、孝太郎の構える剣の柄を追いかけ始めた。

『天の風、地の緑、海の水、山の炎ほのお。我が命を糧かてとして、万物を統すべる力を今こそあらわしたまえっ！』

　柄に追い付いた残骸は、まるでブロックを積み上げるかのように下から順に刀身を再構成していく。そして孝太郎がマクスファーンを間合いに捉とらえる頃ころには、剣は元の形を取とり戻もどしていた。

『我が名はアライア！　マスティルに舞い散る白銀の粉雪！　神託の宝剣よ、我が名をその身に刻み、今こそ蘇れぇっ！』

　孝太郎が剣を振り被る。それと同時に剣は銀色の輝きを取り戻し、純白の魔力を放ち始めた。つい数秒前までは無残な鉄屑であった剣は、再び名前を与えられ、その本来の力を取り戻した。

　神託の宝剣シグナルティン。

　孝太郎とアライアの想いが完全に一致した今、その力はこれまで以上に高まり、天を貫つらぬかんばかりだった。

「そんな馬鹿なっ！　折れた剣が再生するなどっ！　失った力を取り戻すなどっ！」

「騎士ではないお前には分からないのさ!!　どうしてこの剣が輝くのか、そんな簡単な事がなっ!!」

　重要なのは剣そのものではない。折れたかどうかなど問題ではない。重要なのはそこに込められたもの。力ですら問題ではないかもしれないのだ。

　剣の放つ光。そこに宿るぬくもり。それらが孝太郎に感じさせる。この剣は自分を守ってくれる。そしてこの世界に生きる人間を、守ってくれるのだと。

「騎士に生まれ付かねば駄目だなどと、そんな事が認められるかっ!!」

　だがマクスファーンは気付かない。騎士の生まれ、剣が折れたかどうか、力があるかどうか。そんな事を大事だと思っているから、本当に大事な事に気付かない。もし彼がそこに気付いていたなら、剣は彼に応こたえたかもしれないというのに。

「これで終わりだっ、マクスファーンッ！」

「くそぉっ！　くそっ、くそっ、くそぉっ！」

「マクスファーン様っ!!」

　孝太郎は剣を振りかざし、マクスファーンを攻こう撃げきしようとする。だが、その時だった。突とつ然ぜん孝太郎のいる辺り全体を強い攻撃の意思が取り囲んだ。それを感じた孝太郎は、反射的に飛び退すさる。するとそれまで孝太郎が居た場所を、巨大な爪つめが薙なぎ払っていった。

「アルゥナイアかっ!!」

　それは火か竜りゆう帝ていアルゥナイアの一撃だった。クランの爆ばく破はにより地に伏していたアルゥナイアだが、ここへ来て体勢を立て直し、孝太郎に襲おそいかかったのだ。

「ころせぇっ、グレバナスゥッ!!　誰だれ一人ひとり生かして返すなぁっ!!」

　激げき昂こうしたマクスファーンは、その目を血走らせて孝太郎達の殺害を命じる。

「もうおやめ下さい、叔父おじ上！　これ以上戦って何になりますっ!?」

「うるさいうるさいっ！　お前も一緒に殺してやるぅっ！」

「叔父上………」

　もはやマクスファーンには姪のリディスの言葉も届かない。それほどまでに、マクスファーンは強い怒りに打ち震えていた。

　マクスファーンには許せなかった。世界の王である筈の自分を受け入れない神託の宝剣が。その剣を操っている孝太郎が。その存在を許すという事は、自己の矮わい小しようさを認めるという事。これまでの苦労が全て無駄であったと認めるという事。それだけは誇り高たかいマクスファーンには出来ない相談だった。

「者共っ、かかれっ！」

　激昂するマクスファーンとは対照的に、グレバナスは至し極ごく冷静に攻撃命令を下した。すると物陰から沢たく山さんの魔ま物ものが湧わき出してくる。その数は優に百を超えていた。魔物達たちの姿は多種多様だったが、その瞳は一様に殺気を滾たぎらせている。またそれだけでなく、かつて孝太郎達を襲った鋼鉄の巨人の姿も数体見受けられた。

　これが今のマクスファーンの軍勢だった。いや、これはもはや軍勢ではなく、異形の群れと言うべきだろう。力を追つい求きゆうし続けたマクスファーンが辿たどり着ついたのは、人ですらない者達。それは恐らくマクスファーンの内面を映し出している。マクスファーンはもう、人の姿をした怪かい物ぶつになり果てているのだろう。

　そして異形の群れはアライア達八人の少女に襲いかかっていく。それはまるで獲え物ものに群がる軍隊蟻ありのようだった。

「殿下っ!!　みんなっ!!」

　孝太郎はすぐさま少女達の救きゆう援えんに向かおうとした。

「おおっとぉっ、お前の相手はこいつだっ!!」

「ギャオォオオォォォォォォオオォォォォンッ!!」

　だが孝太郎の前にはアルゥナイアが立ち塞がった。アルゥナイアは一声吼ほえると、牙を剥むき出しにして孝太郎を威い嚇かくする。おかげで孝太郎は少女達の救援に向かえなくなってしまった。

「くっ！」

「クックック、青騎士ィ、お前がいくら強かろうと、向こうの娘達はただの人間。果たしてお前が行くまでに、生きていられるのかな？　フハハハハハハハッ!!」

　マクスファーンは孝太郎を嘲笑う。

　シグナルティンを持つ孝太郎は強い。あるいは巨竜にも勝てるのかもしれない。だが勝つにしろ負けるにしろ、すぐに決着がつくようなものではない。それまでの間に、少女達は全ぜん滅めつする。

　マクスファーンはそんな風に考えていたのだ。

「………甘あまいな、マクスファーン」

　だが孝太郎は笑っていた。マクスファーンがいくら嘲笑おうが、気にならない様子だった。

「なんだと!?」

「悪いがお前が思っているようにはならん」

　孝太郎は知っている。

　あそこにいる少女達は、ただでやられるような脆ぜい弱じやくな娘達ではないのだ、と。










　魔ま物ものの群れが襲ってきた時、少女達はフレアの指示の下、冷静に隊列を組み直した。

　最前列にはクランとフレアが立った。戦いが得意な二人が、敵に対して壁かべを作る形だ。クランはいつも通りライフルを手に構えている。だが、フレアの武器はいつもとは違うものだった。

「その剣の使い方は分かっていますわね？」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　多少バランスは変わるが、元々細剣を使っていたので大差はない！」

　フレアが手にしていたのは光の剣だった。金属製のグリップから、ネオン管を思わせるような光る刀身が伸びている。この剣はクランが提供した、白熱化させた重金属の粒りゆう子しを電磁場で剣状に成形させた、最新式のビームソードだった。フレアはそれを左右の手に一本ずつ持ち、魔物達に斬りかかっていった。

「こんなかんじでっ、どうだっ!?」

　フレアは魔物の攻撃を片方の剣で防ぎながら、反対側の剣で攻撃していく。高熱のビームで形作られた剣は呆あつ気けなく魔物を両断、その身体を焼やき払っていった。フレア自身の鋭い剣けん技ぎとも相まって、まるで小さな竜たつ巻まきのように、輝く旋せん風ぷうで次々と魔物達を薙ぎ払っていった。

「お上手ですわっ！　その調子で続けて下さいましっ！」

　クランはフレアの剣が届かない場所にいる魔物をライフルで攻撃していった。そうする事でフレアはより大だい胆たんに攻撃する事ができるようになる。また、フレアに攻撃が迫った時は間に入って盾になったりもする。クランの身を守るバリアーは強固で、魔物達の爪をあっさりと受け流した。

　そして最前列の二人に隠かくれるようにして攻撃を担当するのが、錬れん金きん術じゆつ師しのリディスと魔ま法ほう使つかいのカリスだった。

「カリスッ、次の攻撃をするわっ！」

「いいぞっ、魔力は戻ってきているっ！」

　リディスとカリスは二人一組で戦っている。二人は大規模な攻撃で魔物の数を減らす事と、鋼鉄の巨人を倒す事、二つの役目を担になっていた。

　リディスはクランに借りた戦術コンピューターと無人偵てい察さつ機きを使って、数多くの敵を捕ほ捉そくする。カリスとリディスの精神は魔法で繋つながっているので、リディスの捕捉した敵の情報はカリスにも伝わる。カリスはその情報を元にして、自分では見えていない敵を次々と魔法で狙そ撃げきしていく。リディスは攻撃態勢に入っている魔物の情報を優先的にカリスに回すので、後方の魔物達はほぼ何も出来ずに討ち倒されていった。

　これは錬金術師のリディスがいればこその特別な戦法だった。本来この時代にはコンピューターを扱あつかえる人間はいない。だがリディスだけはクランの助手をしている間に扱いを覚えた。おかげで彼かの女じよ達たちは科学と魔法によるコンビネーションを実現したのだった。

「カリスッ、巨人が！」

「分かっているっ！　今、設置している！　………よしっ、爆破しろっ！」

「爆破っ！」

　ズドンッ

　鈍にぶい爆ばく発はつ音おんと共に、鋼鉄の巨人が倒れていく。巨人にはそう大きな傷はない。装そう甲こうの胸のあたりに小さなへこみと焼け焦こげがある程度だった。だがたったそれだけで巨人は倒されてしまう。これもまた、リディスとカリスのコンビネーションによる攻撃だった。

　以前鋼鉄の巨人と戦った後、クランはある爆発物を用意した。それは目標に貼はりつけて使うタイプの爆発物で、そう大きな爆発は引き起こさない。しかし爆発の力は衝しよう撃げき波はとなって目標の内部に浸しん透とうし、そこにあるものを破は壊かいする。鋼鉄の巨人の構造を知ったクランは、それで動力源のクリスタルを破壊しようと考えたのだ。巨人の装甲は鋼鉄で強固だが、中身のクリスタルはただの岩石の結けつ晶しよう。この方法なら破壊は容易なのだった。

　カリスの魔法がこの爆発物を巨人の胸に貼り付つけ、リディスがコンピューターで起き爆ばく命令を出す。言ってみればこれは科学と魔法が合わさって機能する、初歩的な粘ねん着ちやく榴りゆう弾だん砲ほうなのだ。この攻撃にはさしもの巨人も無力だった。まさにコロンブスの卵。かつてあれほど苦労した鋼鉄の巨人は、次々とただの鉄屑に変わっていった。

　カリスとリディスの更さらに後ろにいたのが、神官のファウナとアライア。ファウナは霊力での治ち療りようや身体能力の強化などを担当している。これにより前の四人が心おきなく戦う事が出来た。そしてアライアはこの場の指揮と、魔法による援えん護ごを担当していた。

「少しずつですが、魔法というものが分かってきましたよ、ファウナ」

「お上手です。初めてでそこまで出来れば上出来ですよ、アライア様っ！」

　アライアには魔法の素養はなかったが、今は額の紋章を経由してシグナルティンから魔力が逆流して来ている。それを神学校時代に学んだ儀ぎ式しき用の言語でコントロールして、魔法を使っているのだ。新米魔法使いゆえに前に出て戦う事は出来ないが、強化や防御だけでも十分に役に立つ。そうやってアライアは指揮を取るのと並行して、新たに得た力で全員を援護していた。

　そして最さい後こう尾びはシャルルと侍じ女じよのマリーだった。

「じっとしていて下さいね、シャルル殿下」

「わかっとるわかっとる」

　小さなシャルルにはこれといって役目はない。むしろじっとしているのが彼女の役目だった。シャルルがうろうろしていれば戦いの邪じや魔まになるし、みんな不安になる。賢かしこい彼女はそれを理解していたので、怖こわいのをぐっと我が慢まんして最後尾から動かず、身体を小さくしていた。

「………あのー殿下、私って役に立ってない気がするんですけど」

「なげくなマリー。わらわなぞ、かんぜんにあしでまといじゃぞ」

　侍女のマリーの役目はシャルルの護衛だ。マリーは護身術として格かく闘とう技ぎを習っていたものの、実戦で積極的に戦えるほどの名手ではない。そんな訳で彼女は最後尾でシャルルを守っている。だがこの役目は意外に重要だ。シャルルが無事である事は全員の士気に関わってくる。マリーは嘆なげいているが、その実、最重要のポジションなのだった。










　孝太郎が考えた通り、八人の少女達たちは一気にやられたりはしなかった。それどころか反撃に転じ、徐じよ々じよに敵の数を減らしつつあった。クランの提供した武器や装備があるとはいえ、数で大きく上回る異形の怪かい物ぶつ達を相手にして、一歩も引かずにいるのは大だい健けん闘とうと言って良かった。

「グレバナスッ、あいつらは一体何をやっているのだっ！　たかだか数人の小こ娘むすめ達ではないかっ！」

「しかしマクスファーン様、彼女達の武器は―――」

「うるさいっ！　言い訳など聞きたくないっ！」

　マクスファーンはこの状況に腹を立てていた。何もかもが思い通りに進まない。剣を手に入れたのにそれを失い、敵を倒そうとしても上う手まくいかない。この城へやってくるまではあれほど順調だったのに、ここへ来た途端幸運が手の中から逃げ出してしまった。マクスファーンにとっては悪夢のような状況だった。

「お前の計画が崩れて来ているみたいだな、マクスファーン。所しよ詮せんは小悪党か」

　孝太郎は剣を構えてアルゥナイアを牽制しながら、マクスファーンを挑ちよう発はつする。マクスファーンの敵意を孝太郎に集中させて、アライア達の負担を減らすのが狙いだった。実の所、アルゥナイアの火か炎えんが彼女達に向けられるのが一番怖かったのだ。

「うるさいっ、こうなったらお前だけでも殺してやるぅっ!!　やれぇっ、グレバナスゥッ、青騎士を殺せぇっ!!」

　孝太郎の狙い通り、マクスファーンは狙いを孝太郎に絞しぼった。マクスファーンを挑発する必要はなかったかもしれない。剣を手に入れられなかったマクスファーンは、剣を手にしている孝太郎に強い憎ぞう悪おを向けていたから。

「はっ」

　グレバナスは部下達に命じて、アライア達に振り分わけていた兵力の一部を孝太郎の攻撃に回した。そして自身は杖つえを手放すとアルゥナイアのコントロールを担当し、孝太郎への攻撃を開始した。

「上手くいったが………このままではまずい。ここはっ！」

　不利を悟さとった孝太郎は、アルゥナイアが吐はき出した火炎の息をかわすと、そのままブースターに点火して空に駆かけ上あがった。多くの魔物や魔ま術じゆつ師しが孝太郎を狙っていたので、地上で戦っていては危険だと判断したのだ。空中の方が自由に動ける分だけましだった。

「グルゥゥウゥゥゥゥゥゥゥッ」

　すると唸うなり声ごえを上げながら、アルゥナイアが孝太郎を追う。

　バサァァッ

　その大きな翼つばさを羽ばたかせると、アルゥナイアの巨体は宙を舞った。その翼と全身にまとった魔力が巨大な揚よう力りよくを生み出し、アルゥナイアはまるで鳥のように飛んでいく。そしてそれに十数匹ひきの魔物が続いた。

　アルゥナイアはグレバナスが、魔物達はその部下の魔術師達が操っている。つまり宮きゆう廷てい魔術師団は、持ちうる最高の戦力で孝太郎を倒そうとしている。それは狙い通りではあるのだが、孝太郎にとっては最大の危機の到とう来らいだった。

「受けに回ると押おし負ける！　だったらっ！」

　鎧のバリアーは回復していない。この状態で数に頼たのんだ連続攻撃を受けると非常に危険だった。そこで孝太郎は素早く決断し、シグナルティンを構えて突とつ進しんした。狙いはやはりアルゥナイア。何とか巨竜を叩き落おとし、活路を開く必要があった。

「頼むぞっ、みんなっ！　力を貸してくれっ！」

　孝太郎は自然とそんな言葉を口にしていた。孝太郎の力はどれも借りものばかりだ。かつてはそれを嘆いた事もあった。だが今の孝太郎はそれで良いと思っている。どれだけ力があっても、マクスファーンのようになっては意味がないと気付いたのだ。

　自分が強い力を持っていなくても構わない。誰かと手を携たずさえて、目的を達すれば良い。そして誰かと手を携えられる者であろうとする事こそが、一番大切なのではないかという気がしていた。孝太郎が今ここでこうしている事も、全てその積み重ねであったから。

『………その言葉は、一番最初にわたくしに仰おつしやって下さいませ』

「アライア殿下!?」

　もう少しで戦いが始まるという時になって、孝太郎の耳にアライアの声が届いた。それは音として届いた声ではない。シグナルティンの輝きの向こう側から、伝わってきた声だった。

　孝太郎が反射的に庭へ目をやると、アライアは胸の前で両手を組み合わせ、祈いのるようにしながら孝太郎を見上げていた。少し前までならそれは非常に危険な行こう為いだった。しかし敵の数が減った事で、そうしていても彼女が攻撃を受ける恐れは低くなっていた。

『コータロー様、わたくしも一いつ緒しよに戦います』

「それはどういう―――」

　孝太郎がアライアに訊きき返す前に、目の前に魔物が一匹姿を現した。孝太郎は疑問をそのままにして、目の前の魔物に向かってシグナルティンを振り下おろした。

　その瞬間、シグナルティンは刀身から強い光を放った。それはまるで孝太郎の攻撃の意思を読み取ったかのような絶ぜつ妙みようなタイミングだった。魔物は刀身から放たれた強い光を浴び、剣が命中する前に両断された。そして光に両断された後の何もなくなった空間をシグナルティンの刀身が通り過ぎていく。手て応ごたえは全くない。まるで幻まぼろしでも斬ったかのようだった。だがその直後、魔物は塵ちりになって消えていく。

『コータロー様はお好きに戦って下さいませ。こちらで合わせます』

「そうかっ、そういうことかっ！　頼みますっ、アライア殿下っ！」

『はいっ！』

　この現象はアライアの仕し業わざだった。アライアは額の紋章でシグナルティンの力をコントロールできる。通常、シグナルティンは一定量の魔力を絶えず放出している。アライアはそれをコントロールして、孝太郎が攻撃する時にだけエネルギーを放出させた。そうすると利用できるエネルギーの総量は変わらなくても、瞬しゆん間かん的てきに使える魔力の量が増える。パワーアップではないが、力の使い方が効率化されたのだ。

「行きますよっ、アライア殿下っ！」

『背後の防御はわたくしが！　コータロー様は前を見ていて下さいませっ！』

「わかりましたっ！」

　孝太郎は手近な魔物に向かって突進する。アライアがそれを瞬間的に加速させるので、その距きよ離りが一いつ瞬しゆんで詰まる。魔物にしてみれば、まるで孝太郎が瞬間移動してきたかのように見えた。だから魔物が回かい避ひしようとしても間に合わない。シグナルティンは再び光を放ち、魔物が動き出す前にその身体を断たち切きった。

「ギィィィッ、ギィィィイィィィッ！」

「グァグァ、グァグァッ」

　そんな孝太郎に向かって、二匹の魔物が同時に襲いかかる。虫の頭を持つ魔物と、ガチョウの頭を持つ魔物。二匹はその鋭い爪で孝太郎の背中を掻き毟むしろうとした。

　カッ

　だが爪が孝太郎に届くよりも早く、魔物達に小さな衝撃波が襲いかかった。それは彼かれらを傷付けるだけの力は持っていなかったが、彼らの動きを止めてくれた。彼らは翼を広げて飛んでいる関係上、衝撃波の影えい響きようを受け易やすかったのだ。そして一瞬動きが止まった彼らに向かって、シグナルティンが襲いかかっていく。

　シグナルティンは音もなく魔物達を両断し、その身体を魔力と塵とに分解した。それは孝太郎とアライアの見事なコンビネーションだった。

「やれる！　これならやれるっ！」

　アライアによって適切にコントロールされたシグナルティンは、先さき程ほどまでとは完全に別物だった。攻こう撃げき力りよくが大きく向上し、余分な魔力は孝太郎の動きを速めたり、防御をしたりと、様々な用よう途とに利用されている。おかげで孝太郎は、たった一人で魔物の群れを圧倒していた。そして十数匹いた魔物達が片手で数えられるようになるまで、何十秒もかからなかった。

「グゥオォォオォォォオォォォォォアアァァァァァァァッ!!」

　魔物の大半を失ったところで、アルゥナイアが孝太郎の前に前進してきた。その代わりに魔物達は後退していく。マクスファーン達は魔物達では孝太郎には歯が立たないと判断したのだろう。

「………本番か」

　チャキッ

　孝太郎は魔物達を相手にしていた時のようないい加減な構えではなく、両手でしっかりとシグナルティンを構えた。

『コータロー様、周囲の警けい戒かいはわたくしがやります。コータロー様はアルゥナイアを』

「頼みます、アライア殿下」

　アルゥナイアと戦っている時に魔物達が横よこ槍やりを入れてくる可能性があった。それをアライアが防いでくれるなら、孝太郎にとってこんなにありがたい話はない。孝太郎は気持ちをアルゥナイアに集中させた。

『もうひといきです！　頑がん張ばって、コータロー様っ！』

「仰せのままにっ、マイプリンセスッ!!」

　孝太郎はその声と共に剣を構え直すと、全力で前に出た。アルゥナイアの攻撃の意思は広こう範はん囲いに広がっている。尻尾しつぽでの薙ぎ払いか、火炎の息の前まえ触ぶれだった。じっとしていては良い的だし、それがどちらであれ、接近すればやりにくい攻撃なのだ。

　ブンッ

　やってきたのはアルゥナイアの長大な尻尾だった。横合いから襲いかかってきた尻尾は、まるで鞭むちのようにしなって空気を切り裂さいた。

「こいつを喰くらう訳にはっ！」

　孝太郎は少し大きめの機動でやってきた尻尾をかわす。バリアーが回復していない状況では一撃が命取りだった。カリスが幻げん影えいで守ってくれている訳でもないので、どうしても安全を最優先して避ける必要があった。

『任せて下さいっ』

　だがこの回避で落ちた速度はアライアが底上げしてくれた。孝太郎は回避運動をする前と同じ速度でアルゥナイアに斬りかかっていった。

「いぃけぇぇぇぇぇぇぇっ!!」

　アルゥナイアには強固なバリアーが存在している。シグナルティンには魔力を分解する力があるが、果たしてそれでバリアーを打ち破れるかどうか。こればかりはやってみるしかなかった。

「ギィャオオォォォォォオオォォォォォォォンンッ!!」

　シグナルティンは、アルゥナイアのバリアーを見事に撃うち抜いた。アルゥナイアはその一撃で鱗うろこの一枚を剥はぎ取られ、その痛みで大きな悲鳴を上げた。

「やった!?　しかし浅いっ!!」

　アルゥナイアは魔法で召しよう喚かんされた生物ではないので、その身体は魔力で構成されてはいない。このためシグナルティンの一撃は、魔物を斬った時のようにアルゥナイアを塵に変える事はなかった。ただの剣が命中して、鱗を一枚剥いだのと変わらないのだ。

「傷付けようとすれば傷付けられるが、この剣では大したダメージにはならない、か………」

　孝太郎はアルゥナイアの爪をかわしながら頭を悩なやませる。

　アルゥナイアは二十メートルを越こえる。それだけの巨体にダメージを与えるには、やはり剣のサイズが小さ過ぎる。鎧の内蔵武器を使ったところで結果は同じ。対人武器で戦車に挑むようなものなのだ。

「この間と同じように、こいつでいくしかないのか？」

　キリハの篭こ手て。シグナルティンがバリアーを破れるので、この間よりも有効打になる可能性は高い筈。そして鎧の武装を併へい用ようする事で、もう少しダメージを増やせるかもしれない。

『弱点でもあればいいのですが………』

「弱点？　そういえば確か………」

　アライアの言葉で、孝太郎は以前アルゥナイアと戦った時に、首の後ろにある宝石を攻撃した事を思い出した。そしてそこを攻撃したおかげで、アルゥナイアを追い返す事が出来たのだ。

「それらしい場所があります。アルゥナイアの首の後ろに、魔法を帯びた宝石がはまっているんです」

『なるほど………それならばこの剣に向いている目標だと思います。宝石の魔力を分解できれば、戦せん況きようが変わるかもしれません』

「やってみます！」

　孝太郎はシグナルティンを構えてブースターを全開にする。推すい進しん剤ざいはどんどん減り続けている。前と同じで、可能性のある事は出来るだけ早いうちに試ためすべきだった。

　孝太郎は素す早ばやい機動でアルゥナイアの背後に回り込もうとする。だが以前とは違って孝太郎は一人。アルゥナイアは隙を見せず、なかなか背後に回り込む事が出来ない。カリスによる魔法の支し援えんもないので、時間を浪ろう費ひする結果となっていた。

「どうすれば………クランの援えん軍ぐんを待っている余よ裕ゆうはないし………」

　クラン達は未いまだに地上で魔物達の相手をしている。大分魔物達の数は減ってきているが、アライアを孝太郎に回すのが精せい一いつ杯ぱい。これ以上の援軍は期待できないし、クラン達の方の決着を待てるほど推進剤に余裕がなかった。

『あぶないっ、コータロー様っ!!』

「おおっとぉっ！」

　アライアの警告の直後、孝太郎のすぐ傍をアルゥナイアの火炎の息が通り過ぎていく。あまりの近さに、孝太郎の髪の毛けが僅かに焼け焦げたほどだった。

『気を付けて下さい、コータロー様！　あれを喰らったらおしまいです！』

「すみません、考え事をしていたもので………待てよ？」

　火炎の息を見送った孝太郎は、ある突とつ拍ぴよう子しもないアイデアを思い付いていた。そしてそれをすぐにアライアに確かめる。

「殿下、あの息を斬れますか？」

　この孝太郎の思い付きに、アライアは思わず息を呑のんだ。

『………可能かもしれませんが、失敗した時の事を考えると、お勧すすめしません』

　アルゥナイアの吐き出す火炎の息は、普通の息を魔力で火炎に変へん換かんしたもの。それはつまり、シグナルティンで分解できるかもしれないという事なのだ。

　そして火炎の息を吐く時には、アルゥナイアには隙ができる。動きを止めて火炎を吐くという行為自体が大きな隙になるし、火炎のせいで視界の一部が奪うばわれる。あえて火炎を浴びながらシグナルティンで分解できれば、アルゥナイアが孝太郎を見失う可能性は極きわめて高かった。

　しかしもし失敗したら。タイミングを誤ったり、角度が悪かったりしたら。その時は孝太郎は炎に呑まれ、焼き尽つくされる事になる。そのリスクを考えると、アライアには孝太郎の思い付きに賛成できなかった。

　アライアの答えを聞いた孝太郎は、クスリと笑った。そして彼女の名前を呼ぶ。

「アライア殿下」

『なんですか？』

「火炎の息と、私と、どちらを信じますか？」

『………こっ………』

　アライアは絶句する。

『こっ、こっ、コータロー様ぁっ!!　それは論点のすり替かえですぅっ!!　卑ひ怯きようですよぉっ!?』

　アライアは珍めずらしく声を荒あららげて孝太郎を非難する。そういう風に訊かれてしまってはアライアの答えは一つしかない。

『ばかぁっ、コータローさまのばかぁっ!!』

　だからアライアは答えない。まるで子供のように、孝太郎を非難し続けた。

「はしたないですよ、アライア殿下。………クラン、何かアドバイスは？」

　孝太郎は笑いながら通信機越ごしにクランに問う。一応、科学者の意見も聞いておきたかった。

『………ありませんわ、馬鹿。強しいて言うなら、息はほぼプラズマ化しているので、電磁場で少しばかり身を守れるかもしれませんわよ、馬鹿』

　本当はクランのアドバイスは『止めろ』の一言。しかし孝太郎の性格からして、クランに尋たずねた時点で実行は決定している筈だった。そこでクランは諦あきらめて電磁場のアドバイスをした。だがこのアドバイスも微び妙みようなものだ。相手が孝太郎でなかったら普通に止めろと言っただろう。

　プラズマに電磁場をかけると、独特の運動をする。これにより直進してきた火炎の息が拡散して多少の防御効果が期待できる。地球の磁気圏が太陽風を防ぐのと理り屈くつは同じだ。だが元の運動量が大きければ焼け石に水。火か竜りゆう帝ていの息であればその可能性は高い。やらないよりは良いという程度のものだった。

「了りよう解かいだ。やってみる」

　孝太郎はニヤリと笑えみを浮うかべると、アルゥナイアの顔にシグナルティンを向ける。

『コータロー様、今からでもお考え直し下さい』

「殿下、お答えをまだ頂いておりませんが」

『うっ』

　アライアは答えに詰つまる。そしてたっぷり十数秒の時間が経たってから、彼女はポツリと呟つぶやいた。

『………必ず勝って帰りなさい、フォルトーゼの青騎士よ』

「仰せのままに、マイプリンセス」

　しかし結局、アライアは肝かん心じんの部分には答えなかった。










　距離を空けたままにすると、アルゥナイアは火炎の息を使って攻撃する傾けい向こうがある。これは孝太郎が接近戦を得意としていると分かっているからだ。このため火炎の息での攻撃を誘ゆう導どうするのはそれほど難しい事ではなかった。

　コォォォオォォォォォォォォオオォォォォォッ

　アルゥナイアは大きく口を開き、思い切り息を吸い込み始める。それを確かく認にんした孝太郎は、あまり近付き過ぎず、さりとて遠過ぎない位置に陣じん取どった。実はこの加減が難しい。孝太郎が近過ぎればアルゥナイアは他の攻撃方法に変えてしまう。しかし逆に遠過ぎれば火炎に隠れてアルゥナイアに近付く事ができなくなる。孝太郎はその両者のぎりぎりのラインを見み極きわめなければならなかった。

『今ですっ、コータロー様っ！』

　そして息を吐き出だす直前、アルゥナイアが魔力を使ったのを確認してから、孝太郎はブースターを全開にして一気に加速した。ここで距離を詰めておけば、その後がぐっと楽になる。だから推進剤はここで使いきっても良いぐらいの勢いだった。

　シュゴォォォオオォォォォォォォウゥゥゥゥゥゥゥン

　その直後、アルゥナイアは息を吐き出した。それは白色に輝かがやく、超ちよう高こう温おんの火炎の息。太陽の表面温度よりもなお熱い火炎が孝太郎に襲いかかった。

「こぉれでどうだああぁぁああぁぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎はブースターで突とつ入にゆう角度を調整しながら、頭上に傘かさをさすようにしてシグナルティンを突き出した。同時に左手で電磁場を発生させ、シグナルティンで分解しきれなかったプラズマに備える。

　ゴオオォォオオォォォォォォォォォッ

　孝太郎の周囲が真っ白な光に包まれた。孝太郎の身体全体をシグナルティンの魔力が傘のように覆おおい、その外側で火炎の息と激しい反応を繰り返した。だが火炎の息は分解できても、息が熱した空気までは分解できない。周囲の温度は一気に上がり、孝太郎は突とつ然ぜんオーブンの中に放ほうり込まれたかのような気分を味わっていた。

「ぐぅっ」

　だが幸い、鎧はこの高温にも耐たえた。宇宙用の鎧であったのと、時間が極めて短かった事が幸いしていた。システムが幾らかエラーを報告し、装甲の表面が高温を帯びてやや変色していたが、機能の方には大きな影響はなかった。太陽よりも熱い息を浴びてこの程度なら御おんの字じという所だった。

　孝太郎は火炎の息を下側に潜もぐり込むようにして突っ切り、そのままアルゥナイアの背後に回り込んだ。アルゥナイアは自分の息が視線を遮さえぎってしまい、孝太郎のこの動きには気付いていない。おかげでアルゥナイアは孝太郎に対して、無防備に背中を晒さらす事になった。
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「くうぅうぅううぅぅぅらぁぁぁぁあぁぁぁぁええぇぇぇぇぇっ!!」

　そして孝太郎はブースターのパワーを一度も緩ゆるめる事無く、そのままアルゥナイアの首の後ろに突っ込んでいった。その手に構えたシグナルティンが狙ねらうのは、首の後ろで輝く青い宝石だ。

　パキィィィィィン

　シグナルティンはアルゥナイアのバリアーを突き破やぶり、そのまま青い宝石に突き刺ささった。宝石はばらばらになって砕くだけ散り、そこに込められた魔法も一緒に分解した。

「ギャオオォォォォオオォォォォォォォォォォンッ!!」

　その瞬しゆん間かん、アルゥナイアは絶叫した。それはまるで世界を揺さぶらんばかりの、苦痛に満ちた声だった。

「やったかっ!?」

『コータロー様っ!!』

　孝太郎が見守る中、アルゥナイアは重力に引かれて真っ逆さまに落ちていった。宝石を砕かれた瞬間から、アルゥナイアは身体の自由を失っていた。途と中ちゆうで何度か翼を動かして身体を支えようとしたものの、結局はそれも叶わず、竜は地じ響ひびきを立てて地面に叩き付けられた。










　庭に落ちたアルゥナイアを、マクスファーンは呆然とした様子で見つめていた。だがしばらくすると彼はとても低い声で笑い始めた。それは地じ獄ごくの底で笑う、悪あく魔まのような笑い声。聞く者をぞっとさせるような、寒々しい声だった。

「クッ、ククッ、クククククククッ、見事だ………実に見事だ………神託の宝剣を得たにせよ、アルゥナイアまで倒して見せるとはな………」

　その笑い声が庭に響いている間に、アライア達たちを取り囲んでいた魔物達がマクスファーンを守るべく彼の周りに集結していった。そこには彼の子飼いの部下である錬れん金きん術じゆつ師し達や、グレバナス率いる魔術師団の姿もある。彼らは最後までマクスファーンに従うつもりのようだった。

「もう諦めろ、マクスファーン」

　地上に降りた孝太郎は、マクスファーンと数十メートルの距離を置いて対たい峙じした。だがマクスファーンを囲む一団が襲ってくる気配はない。孝太郎を恐おそれているのか、あるいは命令がないだけか。どちらにせよ、孝太郎とマクスファーンの対話を妨さまたげるものはなかった。危機を脱した八人の少女達も、孝太郎の背後で成り行きを見守っていた。

「お前は負けたんだ」

「………そうだな。それは素直に認めよう。お前の勝ちだ、青騎士」

　意外にも、マクスファーンは自分の負けを素直に認めた。

　目的の剣けんは手に入らず、切り札のアルゥナイアも倒たおされた。全ての策は破れ、今やマクスファーンに残されたのは数十人の部下達と、異形の怪物の群れのみ。一時は手中に収めたフォルトーゼすら、手の中からすり抜けてしまった。マクスファーンにはこの状態から逆転する手段は残されていない。だがそれを素直に認める度量だけは残されていた。

「だがなぁっ、青騎士っ!!　この国をっ、この世界をっ、お前のものと認めるつもりはないっ!!　この世界は私のものだっ!!　誰にも渡わたりさんっ!!」

　いつの間にか魔物達はその手に真っ黒い液体の入ったガラスの瓶びんを抱かかえていた。それで孝太郎達に何かしようという訳ではなく、何な故ぜかそのまま空へ飛び立とうとしていた。

「やれっ、グレバナスッ！」

「マクスファーン様、ここまでやる必要はないのではありませんか？」

「黙れぇっ!!　貴様はこれまでの事が全て無駄であったと納得できるのかっ!?」

「そ、そうは申しませんが………」

　これまでずっとマクスファーンの命令には冷静に従っていたグレバナスが、ここへ来て初めて逆らうような言動を見せていた。それを見た孝太郎の胸には、嫌いやな予感が広がっていった。

「だったら黙って従え！」

「分かりました………」

「何のつもりだ、マクスファーン!!」

　孝太郎は厳しい口調でマクスファーンを詰きつ問もんする。嫌な予感は大きくなるばかり。はっきりとは分からないが、何か悪い事が始まっている事だけは感じていた。黙って見ている訳にはいかなかった。

「言った筈だぞ青騎士！　貴様にこの国を、この世界を渡わたすつもりはないとなっ！」

「そうかっ、マクスファーンッ!!」

　その時、アライアがハッとして顔を上げた。その顔には驚きよう愕がくと恐きよう怖ふとが色いろ濃こく刻まれている。彼女には分かったのだ。マクスファーンが何をしようとしているのか。魔物達に何をさせようとしているのか。その全てが。

「その黒い瓶っ、あの時の毒ですねっ!?」

「そぉうともっ!!　よくお分かりだっ、流石さすがはアライア殿下っ!!」

　魔物達が抱えている瓶には、デクストロゥが撒まいたものと同じ、致ち死し性せいのウィルスが詰め込まれていた。錬金術師達が集め、研究を重ねて増やした、悪夢のウィルス。マクスファーンは魔物達を使ってそれを空から撒かせ、フォルトーゼ全土をウィルスで汚お染せんしようと考えていたのだ。

「貴様っ、フォルトーゼを滅ぼすつもりかっ!?」

　マクスファーンの意図を知った孝太郎は、背筋が凍こおり付いた。

　汚染はフォルトーゼでは終わらないかもしれない。大陸全土に、あるいは世界中に、広がっていく可能性があった。

「ハッハッハァッ、国くに盗とりとは、元来そういうものではないのかねっ!?」

　マクスファーンは孝太郎を嘲あざ笑わらった。その瞳ひとみは狂きよう気きに染まっている。そして瞳の奥おくに潜ひそむ凶きよう暴ぼうな意思の全てが、目の前にいる孝太郎に向かって注がれていた。幾いくらもしないうちに笑え顔がおは消え、狂気がその顔を覆い尽くす。血走った目がギラギラと輝いていた。

「この国も世界も私のものだっ!!　その剣はお前の物かもしれないがっ、この国や世界まで貴様に渡してなるものかっ!!　それぐらいならっ、暗黒に巣食う者達にくれてやった方がまだましだっ!!」

　それは我が身みを焼き焦がさんまでの憎悪と嫉しつ妬とだった。

　数十年かけて追い求め、一度はその手にしながら、自分を選ばなかった神託の宝剣への。何もせず、あっさりとその宝剣に選ばれた孝太郎への。

　宝剣が孝太郎を世界の王に選んだというのなら、その世界を滅ぼし、孝太郎を選んだ事自体を無意味なものにする。つまりマクスファーンは、宝剣の選せん択たくを否定する為に、世界を滅ぼそうとしていたのだった。

「クックックックッ、ハーッハッハッハッハァッ！　もはや誰にも止められんっ！　世界は滅ぶのだ！　そして青騎士！　お前は死体の山の上に君臨する王となるがいいっ！」

「マクスファーンッ、貴様ぁっ!!」

　マクスファーンの狂気に満ちた笑い声が響く中、魔物達は瓶を抱えて次々と空に飛び立っていく。魔物達全部で五十匹以上。孝太郎はその全てを倒し、瓶を無事に回収しなければならなかった。

「クランッ、何とかならないのかっ!?」

「そんな事言われてもっ！　すぐには思い付きませんわっ！　あの瓶が一つ割れただけでも大変な事になるのに、全てを無事に回収する方法だなんて………」

　そんな方法がある筈がない。この場所で瓶が一つ割れただけでも大変な事になる。このあたり一帯はウィルスで汚染され、フォルノーンにもすぐに広がるだろう。フォルノーンは死の町となり、汚染はフォルノーンを中心にしてどんどん広がっていく事だろう。

「叔父上っ！　もうやめて下さいっ！」

「黙だまれリディスッ！　青騎士を選んだ貴様に、叔父と呼ばれる筋合いはない！」

「マクスファーンッ!!　こんな事をして一体何の意味があるというのですっ!?」

「よくお分かりですな、流石はアライア殿下ッ!!　意味をなくしたいからやっている事なのですよっ!!」

　現状ではマクスファーンに呼よび戻させるしか手立てがない。だが狂気に支配されたマクスファーンは決して応じないだろう。世界を滅ぼし、選択を誤った神へ復ふく讐しゆうする事こそが彼の望みなのだから。

「もう駄だ目めですわっ、ベルトリオンッ！　フォルトーゼが滅んでしまいますわっ！」

　クランにはこの病気に効く薬を作る事ができる。だが、それを全ての人間に投とう与よする前に、この国は滅ぶだろう。あまりに時間が少な過ぎる。村一つを救うのとは、次元が違うのだ。

「あおきしっ！　なんとかしておくれっ！　そなたならできるのじゃろう？　そうだといっておくれっ！」

「シャルル殿下………」

　孝太郎は奥おく歯ばを噛かみ締しめる。

　―――くそっ、このまま黙って見ているしかないのか!?

　本当は孝太郎もシャルルに出来ると言ってやりたかった。だが言えない。孝太郎にもどうしたらいいのかが分からなかった。

「カリスちゃん、魔法で何とかならない？」

「無理だ。あれだけの広範囲に広がってしまってはどうにもならん」

「フレア様、どうしたらいいんですか？」

「済まん、マリー。私にも分からない」

　焦あせる孝太郎達たちの目の前で、魔物達が次々と飛び立っていく。黒い瓶を抱えて次々と飛び立つ異形の怪物達。それは文字通りの意味で、世界の終わりの光景だった。

　―――こんな恐ろしい光景を見るのは初めてだ………いや待てよ、本当に初めてか？

　その時、孝太郎の胸に小さな疑問が浮かんだ。孝太郎はこの光景に見覚えがあるような気がしたのだ。

　―――いつだ？　いつこれを見た？　どんな記き憶おくだ？

　孝太郎は必死に記憶を探さぐる。その記憶が、問題解決の糸口になるかもしれない。今はもう、どんな小さな可能性にも縋すがりたい気分だった。

「あっ………」

　程ほどなく孝太郎は問題の記憶を探り当あてる事に成功した。それはクランと戦っている時の記憶だった。クランが最後の攻撃を繰り出そうとした時、どこからか声が聞こえてきた。そしてその声の主が見せてくれたのだ。黒い瓶を抱えて空に飛び立っていく、異形の怪物の群れを。そして―――

「クランッ！」

　孝太郎は瞳を輝かせ、クランに駆け寄よった。そして彼女の両りよう肩かたを掴つかむと、思いっきり前後に揺ゆさぶる。解決策を見み出いだした孝太郎は、興奮と焦りとで我を忘れていた。

「なっ、なんですのっ!?」

　突とつ然ぜん揺さぶられたクランは、目を白黒させる。

「アレだっ！　アレを使うんだっ！」

「お待ちになって下さいましっ、一体何の事を仰っていますのっ!?」

「アレっていえば、俺おれ達をここに吹ふっ飛とばしたあの爆ばく弾だんに決まってるだろっ!!　アレで化け物どもを瓶ごと吹っ飛ばせぇっ!!」

　あの爆弾。超ちよう時じ空くう反発弾。作動した場所の周辺の空間を、丸ごと宇宙の外へ弾はじき出すという、クランが発明した究極の兵器。孝太郎はこの兵器を使って、魔物達を瓶ごと宇宙の外へ放ほう逐ちくしようと考えたのだ。

「そっ、そうかっ、アレならっ!!　でもアレは調整中で、どこに出るかは―――」

「馬ば鹿か野郎っ!!　そんな事言っている場合かぁっ!!　とっととやれぇっ!!　手て遅おくれになる前にだぁっ!!」

「わかりましたっ、わかりましたわよぉっ!!　『揺り籠かご』ぉっ!!　超時空反発弾、発射準備ぃっ！」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　半ば自棄やけになって叫さけんだクランのすぐ横に、いつも銃じゆうを出す時のものよりも、遥はるかに大きな時空の穴が開く。穴から覗のぞいているのは先せん端たんが丸みを帯びた円えん錐すい。巨きよ大だいなミサイルの弾だん頭とう部分だった。このミサイルが超時空反発弾なのだ。クランはこのミサイルを二発作った。そのうちの一発は孝太郎が破壊してしまった。今発射しようとしているのは、残ったもう一発だった。本当はこの一発で元の時代に帰るつもりだったのだが、背に腹は代えられない。

「準備出来たらすぐに撃てっ、クランッ！」

「最終確認ぐらいさせなさいなっ！」

「させんっ！」

「はいはいはいっ、わかりましたわよぉっ、もぉっ!!」

　超時空反発弾へのエネルギーチャージは済んでいる。戦いの前に孝太郎があらゆる手段を許容すると言ったので、前もってエネルギーはチャージしてあったのだ。

「何をしようと今いま更さら遅おそいっ！　そこで指を咥くわえて見ているがいい!!」

　マクスファーンはそう言って勝かち誇る。彼には孝太郎が何をしようとしているのか、クランが撃とうとしている物が何なのかが分からない。今更どうにもならないだろうとたかを括くくったマクスファーンは、孝太郎達に対して何の手も講じなかった。

「何をなさるのですか、コータロー様？　わたくし達はどうしたら？」

　だがアライアは違った。孝太郎とクランの様子からただ事ではない雰ふん囲い気きを感じ取り、孝太郎に指示を仰あおいだ。

「すぐに伏ふせて下さい！　大きな爆発が起こります！」

「空間のパラメーターとターゲット座標の入力が済みましたわ!!　ターゲットをロック！　行けますわよっ、ベルトリオンッ!!」

「発射しろっ!!」

「みんなっ、伏せてぇぇぇっ!!」

「発射ぁぁぁぁぁっ!!」

　アライアの指示に従って、少女達が地面に身体を投げ出した時だった。

　シュゴオオォォォオォォォォォォッッ

　クランが開いた時空の穴から、彼かの女じよの身長と同じくらいの大きさのミサイルが飛び出していく。ミサイルはロケットエンジンの吐き出す長い尾おを引いて、マクスファーン達の頭上、飛び上がった魔物達の群れの中心にその弾頭を向けた。

　―――そう、確かにこんな感じだった………。

　その光景は、孝太郎の記憶の中にあるものとそっくりだった。まるで孝太郎の記憶をなぞるようにして、ミサイルは飛んでいく。

　これに驚いたのはマクスファーン達だった。

「なんだ!?　グレバナス、あれは一体何だ!?」

　得体の知れない物体が飛んで来るのを見て、マクスファーンはグレバナスに説明を求めた。魔法の道具だと考えての事だった。

「分かりません！　何かの武器なのかもしれませんが、あんなもので魔物を全て倒そうなどと―――」

　グレバナスはすぐにマクスファーンの質問に答えたが、彼には最後まで説明する事が出来なかった。グレバナスの説明が終わるよりも早く、ミサイルは目的地に辿り着き、超時空反発弾が作動したのだ。

　次の瞬間、凄すさまじい閃せん光こうと共に、魔物の群れを巨大な輝く立方体が包み込んだ。その立方体は大きく、魔物の群れだけでなく、マクスファーンの一派やその後ろにある城の建物まで丸ごと飲み込んでしまっていた。

　立方体が出現していたのはほんの僅かな時間だった。そして立方体が消える時、その内側に存在していた物も一緒に姿を消した。魔物達も、黒い瓶も、マクスファーン達も、その背後にあった城もなにもかも。後に残ったのは立方体が地面を削けずり取って作った巨大な穴、そして天地を揺るがすような地じ震しんと衝撃波だった。

　空間が消しよう滅めつした時の激しい振しん動どうと、無の空間に大量の空気が流れ込む時の衝撃波。それらは近くにいた孝太郎達に容よう赦しやなく襲いかかった。

「うわああぁぁぁぁあぁぁぁぁぁっ!!」

『きゃああぁぁぁぁあぁぁぁぁぁっ!!』

　孝太郎と少女達の悲鳴が重なる。衝撃波はバリアーが防いでくれたが、激しい地震は防げない。孝太郎達は大地にしがみつくようにして必死に耐えた。もしあらかじめ伏せていなかったら、倒れて怪け我がをしてしまうほどの激しい揺れだった。

「………と、止まった？」

　だが本物の地震ではないので、揺れはすぐに収まった。慌あわてて身体を起こした孝太郎の目に飛び込んできたのは、大地に刻まれた正方形の穴。その鋭えい角かく的てき過ぎる断面が、超時空反発弾の凄まじい威い力りよくを物語っていた。

「やった、のか………？」

「やりましたわっ、ベルトリオンッ!!　綺き麗れいさっぱり吹き飛びましたわっ!!」

　魔物達の姿は見当たらない。もちろん彼らが抱えていた瓶も。その全てが時空の果てに吹き飛び、フォルトーゼは滅びの危機を脱だつしたのだった。

「いやっ、まだだベルトリオンッ！　あれを見ろっ！」

　だがその時、フレアが厳しい表情で空を指さした。

「まずいぞっ!!　どうやら一匹だけ無事だったようだっ!!」

　フレアの示した場所には、一匹の魔物の姿があった。その魔物は衝撃波に煽あおられたせいでふらふらとしていたが、まだ自力で空を飛んでいた。その手には相変わらず瓶が抱えられている。幸い衝撃波は彼の身体が受け止めたらしく、瓶は無傷だった。

「あいつを逃にがしたらとんでもない事になる!!　すぐに―――」

　そして孝太郎が魔物を追って飛び立とうとした時だった。

「コータロー様っ、落ちますっ!!」

「なんだってぇっ!?」

　ふらふらと飛んでいた魔物は、突然地面に向かって落下し始めた。衝撃波で受けたダメージは大きく、力ちから尽つきてしまったのだ。

「まずいっ、このままでは瓶が割れるぞっ!!」

　当然、魔物の抱えていた瓶も一緒に落下し始めている。地面に落ちて瓶が割れれば、中に詰まったウィルスは撒き散ちらされる。それは新たな悪夢の始まりだった。

　―――駄目だっ、もう間に合わない！

　瓶が割れたら大変な事になると分かっていても、誰もその場を動けなかった。魔物の位置は遠く、今から孝太郎が飛んでも間に合わない。もはや手の打ちようがなかった。

『案ずる事はない』

　その時、孝太郎達の頭上に影かげが落ちた。巨大な何かが太陽光を遮り、大きな影を作っていたのだ。頭上を見上げた孝太郎は驚きに目を見張った。

「アルゥナイアッ!?　まっ、まだ生きていたのかっ!?」

『儂わしがまだ生きていた事に、感謝するがいい』

　次の瞬間、空を一筋の白い光が駆け抜けていった。

　それはアルゥナイアが吐き出した、火炎の息。

　プラズマ化する程に高温のその息は、近くにいた魔物ごと、瓶とその中身を一瞬で焼き尽くした。







黄金の海と白銀の粉雪







　アライアが皇こう帝ていに即そく位いし、その戴たい冠かん式しきが執とり行おこなわれたのは、年が明けて数日後のある冬の日の事だった。

　マクスファーンとグレバナスが時空の果てに消えた事で、クーデターは自然と終息していった。元々がマクスファーン一党の暗あん躍やくによって生じた事件だったので、その重おも石しが取り除かれた段階で、戦争に勝利した皇家に逆らう者はいなくなった。クーデター軍は直ちに降こう伏ふくし、アライア達は遂に皇こう宮ぐうへの帰き還かんを果たした。

　そこからの一ヶか月げつは目の回るような忙いそがしい日々だった。崩壊した政治体制を立て直し、戦争で消しよう耗もうした国力の回復を図はかり、隣りん国ごくの侵しん略りやくに目を光らせなければならない。クーデターは治まっても、多少大きくても未だ大陸の中の一国でしかないフォルトーゼには、やるべき事は山積していた。アライアは多くの者達の力を借りながら、それらの課題を一つずつこなしていった。

　国の復興に目め処どが立ったのが終戦から一ヶ月が過ぎた頃ころの事。この頃になると治安は概おおむね回復し、戦争で荒あれた各種産業の再生に道筋が見えつつあった。その時を見計らい、アライアの即位と、それを国民に知らしめる戴冠式が行われる事になった。終戦記念式典も兼かねた戴冠式は、戦争に疲つかれた国民に希望を抱いだかせるように、大々的に執り行われる事となった。おかげでフォルトーゼ皇国は、国を挙げてのお祭り騒さわぎの真っ最中だった。

「………この国に刻まれた戦争の傷きず跡あとは、未だに癒いえません。終戦から一月では、やっと復興の入り口に立った所でしょう。しかしわたくしは悲観しておりません。国民の皆みな様さまの力があってこそ、わたくしはここに帰ってこられました。それを成なし遂とげてくださった皆様のお力が、戦争の傷跡を癒やせぬ筈がありません。わたくしはそう固く信じております」

　皇宮の中庭では、戴冠式の式典に集まった多くの国民達に対して、アライアの演説が続いている。アライアの頭にはプラチナと多くの宝石で作られた美しい冠かんむりが飾られている。それがフォルトーゼの皇帝である証あかしだった。

　アライアは今日、皇女から皇帝になった。この日は神聖フォルトーゼ皇国にとって歴史の歯車が一つ先へ進んだ日だ。歯車はそのまま回り続け、この日より千年の後に、神聖フォルトーゼ皇国に本格的な宇宙時代が到来し、銀河皇国と名乗るようになる。そしてその更に千年後、一人の少女が青く輝く宇宙戦せん艦かんで、宇宙の果てへと旅立つ事になる。この日はその最初の一歩。そして同時に、ある一つの終わりが、訪おとずれようとしていた。










　演説を終えて壇だん上じようから降おりたアライアは、小さな溜ため息いきをついた。

「ふぅ………」

　その溜め息に続き、アライアは何度か肩かたで深呼吸を繰り返かえす。身体の弱いアライアにとって、戴冠式のこの日はハードなスケジュールだった。

「お疲れ様さまです、アライア殿下」

　そんなアライアに神官のファウナが駆け寄った。ファウナはアライアの胸に手の平を押し当てる。すると苦しげだったアライアの表情は次し第だいに穏おだやかになっていった。

「ファウナ、あなたが居てくれて本当によかった」

「お身体には十分にお気をつけ下さい。殿下―――いえ、陛下のお身体は陛下お一人のものではないのですから」

「ありがとう、ファウナ。これからもよろしく頼むわね」

　アライアはシグナルティンを目覚めさせた代だい償しようとして、虚きよ弱じやくな体質になってしまっていた。だから時折ファウナが霊れい力りよくを使ってアライアの体調を整えている。この事はアライアとファウナ、二人だけの秘密だ。アライアは肉親のシャルルにすら、この事は伝えていなかった。

「姉上ー！」

　そのシャルルが走ってくる。その後には侍女のマリーが続く。

「いけませんシャルル殿下っ、もっとゆっくり！　衣装が脱ぬげてしまいますっ！」

「だいじょうぶじゃっ！　マリーはしんぱいしょうじゃのう」

　シャルルもアライア同様に式典用の礼装を身に着けている。だが彼女はそんな事はお構いなしに元気に走ってきた。それを追うマリーは、シャルルの衣装が破れたり脱げたりしないか、気が気ではなかった。

「あねうえっ！」

　シャルルは勢いそのままにアライアに抱き付いた。成長期のシャルルは、しばらく前に比べて随ずい分ぶん大きくなった。おかげでシャルルを抱き留とめたアライアは足元をふらつかせてしまう。だが、近くにいたフレアが後ろからさりげなくアライアを支えたので、アライアが倒れてしまうような事はなかった。

「ありがとう、フレア」

「いいえ、陛下。これも大切な仕事ですから」

　フレアはアライアとシャルルににっこりと笑いかける。その表情は穏やかで優やさしい。

　最近のフレアは以前よりも大分女性らしくなった。これも戦争が終わったおかげだ。誰だれよりも責任感の強いフレアなので、クーデターが始まった日からずっと気を張っていた。それが終わった事で、彼女本来の性格が顔を出し始めたのだ。

「それでどうしたの、シャルル。そんなに慌てて」

「あおきしがおらんのじゃ！　姉上、あおきしをみませんでしたか？」

　シャルルが慌てていたのは孝こう太た郎ろうを捜しての事だった。式典続きで退たい屈くつになったシャルルは孝太郎に遊んで貰もらおうと考えた。だがその姿が見当たらない。だからアライアがその行き先を知らないか、聞きに来たのだった。

「リディス、レイオス様は何の仕事をなさっておられるのかしら？」

「今日のベルトリオン卿きようには仕事は割り当てられておりません」

　アライアに尋ねられ、リディスは首を横に振ふった。彼女は官かん僚りようを示す長いローブを身に着けている。リディスはアライア付きの女官をしている。現代風に言えば秘書といったところだ。そしていずれは叔父おじがそうであったように、大臣を目指すつもりでいる。叔父は道を違えたが、自分がそれを正す。リディスはそんな使命感に燃えているのだった。

「おかしいですね、さっきまではおられたのに………」

　アライアの記憶では、大神官に冠を被せて貰った時には確かに孝太郎の姿があった。アライアは冠を被った姿をさりげなく孝太郎に見て貰ったので、間ま違ちがいはなかった。

「むぅ………カリス、おまえはしらんか？」

　シャルルはカリスに尋ねる。少し変わり者のカリスは、孝太郎の次にシャルルとは仲が良かった。だからシャルルには話しやすい相手だった。

「食堂では見かけなかった」

　カリスは手にしたパンをかじりながら首を横に振った。

　カリスはフォルトーゼに残された数少ない魔術師の一人だった。宮廷魔術師団はグレバナスと共に時空の果てに消えた。だから任務で各地に散っていた一部の魔術師だけがフォルトーゼに残された魔術師となった。カリスは現在、そのリーダーとして活動している。今や彼女こそが、宮廷魔術師長なのだった。

　アライアの方針により、新規の魔術師は育成されない事に決まった。グレバナスの暴挙が、アライアに魔ま法ほう縮小政策を決定させたのだ。アライアは特別な力や特別な人材に頼たよらない国作りを目指している。だからいずれ宮廷魔術師団は自然消滅するだろう。だがカリスはそれで良いと思っている。魔法が必要とされないのは平和な証。カリスは毎日美お味いしい物を食べて生活したいと思っている。その為ためには、長く続く平和が必要なのだった。

「うーむ………あおきしめ、わらわをおいてどこへいったのやら………そんなにもういっかいわらわをうまにのせるのがいやなのか。あのふちゅうものめが………」

　どこへ。

　そんなシャルルの言葉が耳に飛び込んできた時、アライアは反射的にある言葉を思い出した。

『幾百万の刻と、幾千万の道程の彼方かなた』

　その瞬間、アライアは走り出していた。

「姉上っ!?」

　走り出したアライアを、シャルルは迷わず追いかけた。アライアが向かう先には孝太郎がいる。シャルルにはそれが分かっていたのだった。

「コータロー様ぁっ!!」

　理り屈くつではない。それはただの勘かんだった。だが行かなければならない。今行かなければ、もう二度と会えないような気がして。だからアライアは走った。心の内側から溢あふれる強い感情に身を任せ、懸けん命めいに足を動かし続ける。戴冠式の事など、もう意識の外だった。










　その頃ころ、孝太郎はフォルノーンの郊こう外がいにある小高い丘おかの上にいた。一緒にいるのはクラン。そして身長二十メートルを超こえる巨きよ体たいを持つ、深しん紅くの竜りゆうだった。

『そうか、お前達も故郷へな』

「ええ。この国も一段落しましたから」

　火か竜りゆう帝ていアルゥナイアとして知られるこの竜は、フォルトーゼの国こく賓ひんとして歓かん迎げいされていた。

　実はアルゥナイアはグレバナスの魔法の支配下にあり、無む理り矢や理り戦わされていた。例の青い宝石はその為のものだったのだ。その魔法を孝太郎が打ち砕き、アルゥナイアはグレバナスの支配を脱した。だからこそ最後の時、火炎の息で助けてくれた。アルゥナイアは好戦的な竜ではなく、平和的な竜だったのだ。

　事情を知ったアライアはアルゥナイアに深く感謝し、国賓として迎むかえた。毎日のように新しん鮮せんな食べ物や酒が運ばれた。更にはこの場所まで楽団が演奏を聞かせにきたり、劇団が演劇を見せにきたりもした。そうやってアライアは可能な限りの感謝と、そしてマクスファーンやグレバナスがアルゥナイアにしたことへの謝罪の意を示した。そしてアルゥナイアはアライアの謝罪を受け入れ、フォルトーゼの友人となった。

　だが戴冠式を機に、アルゥナイアはこの地を去る事になっていた。人には人の、竜には竜の生活がある。アルゥナイアにも成すべき事があり、ずっとこの場所に留とどまる事は許されないのだった。

「アルゥナイアさんはこれからどちらへ行かれるのです？」

『新たな故郷へだ。この世界は寒くなって、儂らには大分住みにくくなった。だから儂らは別の世界へ移住する事にしたのだ。そこで仲間達が儂が戻るのを待っている』

「別の世界………なるほど、そういう事でしたのね」

　フォルトーゼで竜の姿が年々少なくなっていたのには、そういう理由があったのだ。絶ぜつ滅めつしたのではなく、過ごしやすい別の世界へ移住していたのだ。この世界に残っているのは、知性が低くて話が通じないか、移住を拒こばんだ竜だけ。あるいはそういう竜りゆうに会いに来た竜達なのだ。

　それは驚おどろくような真実だったが、孝太郎もクランもアルゥナイアの強大な力は知っている。そして孝太郎達自身もタイムスリップという体験をしている。だからアルゥナイアの言葉は、二人にはごく自然に受け入れる事ができた。
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『お前達はどこへ帰る？』

「私達は未来へ帰ります」

『未来へ!?　フハハハッ、道理でおかしな匂においがすると思ったぞ。そうかそうか、これは未来の匂いであったか』

　そしてその逆も真なり。アルゥナイアもまた、未来から来たという孝太郎の言葉を受け入れた。お互たがいに、この世界にとっては異物。その境きよう遇ぐうには通じるものがあった。

『しかしそうか。お前達がこの時代の者ではないとすると………お前達にも礼をしなければならんな』

　アルゥナイアはフォルトーゼの人間に対する礼は、例の黒い瓶を焼き尽くした事で果たしたと考えている。だが、この時代の人間ではない孝太郎達にはそれは当てはまらない。だから義ぎ理り堅がたい巨きよ竜りゆうは、孝太郎達にも礼が必要だと考えていた。

「礼など必要ありませんよ。この時代が救われない事には、私達は元の世界へ帰れないかもしれないんですから」

『グッグッグ………だとしたら、儂からの友情の証だとでも思って欲ほしい』

　アルゥナイアは喉のどを鳴らして低い声で笑うと、その瞳を緑色に輝かせた。

　シュゥウゥゥゥゥ

　すると孝太郎の右手の甲こうに、竜の頭を模した紋もん章しようが刻まれた。だが痛みは感じない。それはアルゥナイアが魔法を使って刻み込んだ特別な紋章だ。言ってみればアライアの額に刻まれた剣の紋章と似たようなものだった。

「これは………」

『その紋章は儂に繋つながっている。もし儂の助力が必要な時は、その紋章に向かって願うが良い。どれだけ離はなれていようと、どれだけ時が過ぎようと、儂は必ず駆けつける』

「そんな事はないといいのですが」

『確かにな。だがその場合は、お前が死ぬ前に戯たわむれに呼ぶが良い』

「よろしいのですか？　そんな理由でお呼びしても………」

『言ったであろうが？　友情の証であるとな。グッグッグッグ………さて！』

　バサァッ

　アルゥナイアは笑いながら、その背中にある巨大な翼を広げた。そして何度か軽く羽ばたかせる。するとそれだけで強い風が巻き起こり、孝太郎とクランの髪かみを揺らした。

『儂はそろそろ参ろうと思う。いろいろと楽しかったぞ、青騎士』

「こちらこそ。お元気で、火竜帝アルゥナイア」

『供の者も息災でな』

「逆ですわ。供はそこのベルトリオンの方ですわ」

『グッグッグッグッ、最後まで面おも白しろい連中であったっ！』

　ザァァァァッ

　最後の言葉が終わるか終わらないかのうちに、アルゥナイアは飛び立った。大きな翼を羽ばたかせ、竜は一気に空を駆け上あがっていく。傾かたむき始めた太陽が、その深紅の身体に赤い光を投げかける。太陽の光に照らし出されたその堂々たる巨きよ躯くは、まるで身体全体が激しい炎で燃え盛っているかのようだった。アルゥナイアはそのまま一度も振り向むく事なく飛び続け、空の彼方へと消えていった。その去り際ぎわは、火竜帝アルゥナイアという名前に相応ふさわしい、威い厳げんに溢れた力強い姿だった。

「………俺達も行くか、クラン」

「ええ。随分と長居してしまいましたからね」

　アルゥナイアが見えなくなると、孝太郎とクランはこの高台に呼び寄せてあったクランの宇宙船『揺り籠』に向かった。

「結局、本物の青騎士は現れなかったなぁ………」

「でも、歴史は概ね元通りの流れに修正しましたわ。これできっと元の時間と場所へ戻れる筈ですわ」

「だといいがな………」

　孝太郎とクランは肩を並べて歩いていく。その歩みは決して速くはない。初めこそ急いで逃げ出そうとしていたこの時代にも、今の二人は愛着を感じるようになっていた。その思いが二人の足を遅おそくする。あと少しだけ、この時代の風景を眺ながめ、吹き付つける風を感じていたかった。

「そういえば、どうやって帰るんだ？　目処が立ったとは聞いたけど」

「このままでは『揺り籠』は宇宙を飛べませんの。そこでこの『揺り籠』を文字通り揺り籠に使って、修理に必要なパーツが生産される時代まで眠ねむる事にしましたの」

「眠るったって、死ぬだろう、その前に。そのパーツが生産されるのって二千年後なんだろう？」

「平気ですわ。『揺り籠』の中の時間を凍とう結けつすれば、わたくし達の時間は止まったままで、周りの時間だけが二千年過ぎてくれますわ。まぁ、多少の調整は必要ですけれど」

「………よく分からんが、任せる」

「はいはい。苦労するのは、いつもわたくしですわね………」

　この時代にやってきた時には、殺し合いも辞さない関係だった二人。それが今はまるで長年連つれ添そった友人のようだった。この時代で積み重ねたものが、二人の関係を大きく変化させた。それだけ多くの時間が流れたのだ。

　そしてそれは、二人の間だけで起こった事ではない。この時代の人間との間にも、同じだけのものが積み重なっているのだ。だからこそ、二人は寂さびしいと感じている。進む足が遅くなる。二人はこの時代と人とを、愛しているのだった。

「ところで………よかったんですの？　アライアさん達にお別れの挨あい拶さつをしないで」

「ああ。そんな事をしたら、決意が鈍にぶりそうでさ」

「気持ちは分かりますわ。きっとずるずると帰還の日が遠のいて、いつまでも帰れなくなってしまうのでしょうね………」

「お前にも、繊せん細さいで可愛かわいい所があるんだな？」

「そっ、それはどういう意味ですのっ!?　………はぁぁぁ………もぉぉぉ………」

　遂に訪れた帰還の時。ずっと待まち侘わびていた筈はずの瞬間。

　だがそれでも、この時代で築き上げた絆きずなを残して去るのは、二人にはとても悲しい事なのだった。










　二千年という時間を眠って過ごす為には、二千年の間、誰もやってこない土地が必要となる。そんな場所は滅めつ多たにないのだが、幸いな事にクランにはその心当たりがあった。

　パルドムシーハ領の中にある、小さな砦とりでとその周辺の地域。アライアが最初に兵を起こしたその場所は、二千年後には『ベルトリオン特別領』と呼ばれ、手厚い保護がなされている。そこはアライアが戦後に青騎士の領地と決めた場所で、皇家ですら手出しができないと定められた特とく殊しゆな土地となっている。

　その『ベルトリオン特別領』なら、孝太郎とクランの眠りが妨げられる事はない。現代に至るまで、発はつ掘くつや調査は行われていない。アライアの皇こう帝てい即そく位いから二千年を記念する年に一度発掘調査が検討されたものの、結局は行われなかったくらいなのだ。

　孝太郎とクランは今から『揺り籠』で特別領へ向かう事になっている。壊れた『揺り籠』は宇宙を飛ぶ事こそ出来ないが、普ふ通つうに空を飛ぶ程度の応急修理は済んでいる。太陽が完全に沈しずむ前には、特別領に辿り着つく筈だった。

『ベルトリオン、鎧よろいを脱いだらコックピットへ上がってきて下さいまし』

「わかった。終わったらすぐに行く」

　孝太郎は『揺り籠』に入ると、コックピットへ向かったクランとは別れて、格納庫へやってきていた。青騎き士しの身代わりは終わったので、これ以上鎧を着ている必要はない。鎧を脱いで身軽になるつもりだった。

　格納庫へ入った孝太郎が、宇宙服の整備を行う為のスペースへやってくると、そこに据すえ付けられている装置が自動的に動き出した。装置は孝太郎の着ている鎧の種類を判別すると、アームを伸のばして整備台に固定する。すると全身のパーツが展開して、孝太郎が鎧の中から抜ぬけ出せるようになった。

「便利なもんだ」

　孝太郎は鎧から抜け出すと、整備台に固定された鎧と向き合った。青い鎧には多くの傷きずが刻まれている。へこみや擦すり傷、爪つめの引っかき傷や焼やけ焦こげなど。刻まれた傷の一つ一つが、孝太郎にこれまでの激しい戦いを思い起こさせてくれる。

「よく頑張ってくれたな………御ご苦く労ろうさん」

　孝太郎は小さくそう呟くと、ねぎらう様に鎧の胸を軽くノックする。

　ゴンゴン

　一緒に駆け抜けたこの半年あまりの時間が、孝太郎に鎧に対する愛着を感じさせるようになっていた。

『お褒ほめ頂き光栄です、マイロード』

「実際、よく出来たやつだよ、お前ってやつは」

　良いタイミングで返事をした鎧に笑いかけると、孝太郎はその胸に付けられた木製の階級章と、腰こしに下げられた二本の剣を取り外した。その三つだけは、この場所に残していく訳にはいかない品だった。

「これでよし、と」

　孝太郎は階級章と二本の剣を改めて身に着けると、格納庫の出口へと向かった。すると丁度その時、足元の床ゆかが軽く揺れた。その揺れに合わせて、周囲にあるものがガシャガシャとぶつかり合い、耳みみ障ざわりな音を立てた。

「出発したのか………」

　それは『揺り籠』が地面を離れた時の振動だった。揺れはそれっきり収まり、元の静かな格納庫に戻る。一いつ旦たん空に浮かべば、フォルトーゼの宇宙船は全くと言って良いほど揺れない。そのまま静かに『ベルトリオン特別領』に飛んでいく筈だった。

　ピー

　だが、格納庫を出ようとした時、再び格納庫に大きな音が響ひびいた。それは入り口のすぐ傍そばに設置されている通信用のパネルの呼び出し音で、パネルにはすぐさまクランの姿が映し出された。

『ベルトリオン、見送りが来ましたわよ』

　ゴォン

　そんなクランの言葉と同時に、格納庫の船せん尾び側がわにあるハッチが開いていく。

「………見送り？」

　開いていくハッチから最初に見えたのは、ちらつき始めた粉雪。続いてその向こう側で風に揺れる草原、そこを照らす太陽の赤い光。

　そしてハッチが完全に開ききった時、そこには銀と金、二つの輝きがあった。

「コータローさまぁー!!」

「あおきしー!!」

　それは式典用の礼装を身に着けたままの、アライアとシャルルだった。草原を吹き渡る風がその髪を揺らし、沈みゆく太陽の光が髪を輝かせる。既すでに『揺り籠』は結構な高度が出ていたが、その姿を孝太郎が見み間ま違ちがう筈がない。それは忘れようにも忘れられない、特別な二人だったから。

「アライア陛下ぁっ！　シャルル殿でん下かぁっ！」

　ハッチの傍にある手すりに掴まり、孝太郎は下にいる二人に呼び掛かける。すると二人は表情を輝かせ、孝太郎に向かって大きく手を振り始めた。

　―――そうか………見送りに、来てくれたんですね………。

　孝太郎は胸がいっぱいで、それ以上口から言葉が出て来なかった。ただ真まっ直すぐに、こちらを見上げて手を振る二人を見つめ続ける。だがそんな二人の姿も、瞳に滲にじんだ涙なみだですぐに歪ゆがんでしまう。孝太郎は正しい視界を取り戻そうと涙を拭ふいたが、またすぐにその視界は歪む。涙を拭ぬぐうのを諦めた孝太郎は、代わりに声を張り上げた。

「さようならぁっ、アライア陛下っ！　シャルル殿下ぁっ！」

　どうしてもっと気が利いた言葉が言えないのだろう。孝太郎は自分の頭の悪さがもどかしくてならない。言う事ができたのは、シンプルな別れの言葉だけ。本当はもっと沢たく山さんの感謝を、沢山の友情を、そして別れの寂しさを、二人に伝えたかったというのに。

「なくなぁっ、あおきしぃっ!!　おとこじゃろぉうっ!!」

　だが、孝太郎の気持ちはしっかりと二人に伝わっていた。二人も瞳に滲んだ涙を拭いながら、遠ざかっていく孝太郎を一心に見つめていた。

「あおきしぃ～～～!!　またあえたらあそんでおくれぇっ～～～!!　たっしゃでのぉ～～～!!」

　孝太郎が帰ると分かった時には、シャルルは泣いて泣いて大変だった。しかし今は必死に笑顔を作って孝太郎を見送る。堪こらえ切れない涙がその頬ほおを濡ぬらしていたが、シャルルは構わなかった。その細く小さな両りよう腕うでを振り回まわし、孝太郎に手を振り続ける。その手が振られる度に、その頬から涙が散って宝石のように輝いていた。

「コータローさまぁ～～～!!」

　そして次はアライアの番だった。彼女は両腕を大きく広げ、孝太郎に向かってその手を伸ばした。その仕草は、まるで離れていく孝太郎を抱き締めようとしているかのようだった。アライアはそうしながら、孝太郎に最後の言葉を届けようと大きく口を開いた。

　ゴォォォォォォォォォッ

　だがその時、『揺り籠』のブースターが噴ふん射しやを始めた。ブースターは巨大な推力を生み出すと共に、あたりを轟ごう音おんで包み込んだ。

「………、………、………」

　そのせいでアライアの声は掻かき消けされてしまい、孝太郎までは届かなかった。だが、たとえ声が届かなくても、それが別れの言葉である事は孝太郎にも分かる。

「………、………、………」

　アライアはなおも口を動かしながら、両の瞳から大おお粒つぶの涙を流し、両手を孝太郎に向けて差さし伸べる。その懸命な姿が、十分に孝太郎に伝えてくれていた。

　アライアが孝太郎に、どれだけ感謝をしているのかを。

　遂に訪れた別れを、どれだけ惜おしんでくれているのかを。

「アライア陛下…………シャルル殿下………」

　だから孝太郎は、離れて小さくなっていく二人に向かって、必死に手を振り続けた。もうそうするしか、気持ちを伝える方法が残されていなかったから。










　ロケットの噴射は草原に強い風を巻き起こし、沈みゆく夕ゆう陽ひがそれを金色に輝かせる。そうしていると、草原はまるで金色の海のようだった。そしてそこに、本格的に降り出した白銀の雪が次々と舞まい落おちていく。金と銀、二つの輝きが作り上げるコントラストは息を呑むほど美しく、幻げん想そう的てきな光景だった。

　アライアとシャルルはそこに立って、風に髪と涙を吹き流されながら、ずっとその手を振り続ける。言葉も、表情も、もう届かない。振り続ける手だけが、孝太郎との最後の絆だった。

　ハッチから二人を見下ろしている孝太郎も、同じように手を振り続けていた。時が過ぎて、距離が離れ、アライア達たちの姿が判別できなくなっても、ずっと、ずっと、それを繰くり返した。

　この数すうヶか月げつの間に育はぐくまれた絆は、簡単に断たち切る事は出来ない。気持ちが繋がっていると分かるから、彼かの女じよ達が今もなお手を振っていると分かるから、孝太郎はいつまでも手を振り続けた。










　眼下に広がるのは、黄金の海、そして白銀の粉雪。










　その優しくてあたたかな光に抱かれて、青騎士の伝説は幕を閉じたのだった。







ラストシーンをあなたに







〝白銀の姫ひめと青き騎士　第二章〟

　吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうの体育館で演じられている演劇は、遂にラストシーンに辿たどり着き、大団円を迎えようとしていた。ここまで多くの苦労を重ねてきたので、舞ぶ台たい裏うらの関係者達は最後のシーンを最高の状態で迎えさせようと、今も懸命になって準備を進めていた。

「晴はる海みちゃんは!?」

「配置につきました！　いつでもどうぞ！」

「照明は夕陽のカラーセットに変えたかっ!?　絶対に間違うんじゃないぞっ!!」

「はいっ！」

「里さと見み君は？」

「もう上に行ってる！」

　ストーリー的にも、演劇という行為としても、最高の大団円を迎えたい。それが今も努力を続ける彼らの共通した想おもいだった。










　もうすぐラストシーンの幕が開く。ヒロインの白銀の姫役を務める晴海は、舞台袖そでで一人その時を待っていた。

「おかしいなぁ………私、どうしちゃったんだろう………」

　いよいよ目前に迫せまったラストシーンを前にして、晴海は緊きん張ちようを隠せなかった。晴海は胸に手を当てて、何度も深呼吸を繰り返した。だがそれだけでは晴海の緊張は解けない。胸の奥の方から次々と強い感情が湧わき出してきて、上う手まくコントロールができない状態にあった。

「いつも通りやればいい筈なんだけどな………」

　ついさっきまではこうではなかった。練習で何度も繰り返してきた演技を、そのままこなす事ができた。孝こう太た郎ろうと一緒なら大だい丈じよう夫ぶだという想いが、晴海を安心させてくれていたのだ。

「どうしてこんなに里見君の事が気になるんだろう………さっきまでとどこも違ちがわないのに………」

　だが今になって急に、晴海は舞台上で孝太郎と顔を合わせる事に動どう揺ようし始めていた。もうすぐ孝太郎と顔を合わせると思うと、そわそわして気持ちが落ち着かない。喧けん嘩かした訳でも、気持ちに行いき違いがある訳でもない。さっきまでと全く同じ筈なのに、同じように振ふる舞まえないのだ。

「どうしよう………も、もう始まっちゃう………」

　ついさっきまでは孝太郎の存在が気持ちを安定させてくれていたというのに、今はその正反対。突然裏返しになってしまった自分の気持ちに、晴海は不安を感じ始めていた。

「済まぬ、遅おくれた！」

　そんな時、黄金の姫役を務めるティアが晴海の所へやってきた。ラストシーンは白銀の姫と黄金の姫が、去っていく青騎士を見送るというもの。晴海とティア、そして孝太郎の三人で演じられるシーンだった。

　―――ティアミリスさん………もう役の中に入ってるんだ………。

　晴海はティアの頬を伝う涙を見て感心する。ティアは舞台に上がる前から、役やく柄がらと気持ちを一いつ致ちさせている。晴海はその事を素す直なおに凄すごいと感じていた。

　―――この気持ちを利用したら、私も………。

　そして同時に晴海は気付く。今の晴海の胸を占しめる気持ち。これに身を任せてしまった方が、上手く演技ができるのではないかと。

　台本では白銀の姫は青騎士にお別れを言う事ができる事になっているが、彼女は去っていく青騎士に会えないかもしれないと思っている。その不安を、上手く表現できると考えたのだ。

「よし………」

　その事に気付くと、晴海は少しだけ気持ちが楽になった。不安は不安なのだが、何とか演技ができそうな気持ちになっていた。

「晴海ちゃん、ティアちゃん、行ってちょうだい！　幕を開けるわ！」

　その時、舞台監かん督とくを務める演劇部の部長が、関係者全員にスタートの合図を出した。

　舞台の幕が開き始め、草原のセットに向かって夕陽に相当する赤いライトの光が降り注ぐ。すると舞台の反対側にある大きな台が見えるようになり、その天てつ辺ぺんに立っている孝太郎の姿が目に入った。去り行く青騎士が丘の上から見下ろしている。そんなシーンなのだ。

「あっ………」

　そして孝太郎の姿を見上げたその瞬間から、晴海の胸の中にあった不安は全すべて、綺麗に洗い流された。あの日、孝太郎を見上げたアライアと同じように。










　舞台の上に晴海とティアが姿を現した時、孝太郎にはそれが本物のアライアとシャルルであるかのように感じられた。

　晴海の髪は銀色ではないし、ティアはシャルルほど小さくはない。二人の着ている服にも大きな違いがある。だがこうして高い所から二人を見下ろしていると、孝太郎の胸にはあの日の想いが蘇よみがえってくる。その想いに身を任せれば、あの日に帰れるのではないか。孝太郎にそう感じさせるほどの、強い想いだった。

「レイオスさまぁー!!」

「あおきしー!!」

　そしてその想いは、二人の声を耳にした瞬間から更さらに強くなった。

『コータローさまぁー!!』

『あおきしー!!』

　晴海とティアの姿に、アライアとシャルルの姿が重なる。晴海が口にしたレイオスという名前も、耳に届いた時には孝太郎自身の名前に入いれ替わっていた。

　―――俺おれは一体、何を見ている………？

　それは孝太郎の想い出でが生み出した幻げん想そうだったのか。それとも腰に下がっているシグナルティンが孝太郎の感情に応こたえたのか。真実は誰にも分からない。

「アライア陛下ぁっ！　シャルル殿下ぁっ！」

　ただ一つ分かっていた事は、この時孝太郎が口にした言葉は、大きく振った手は、演劇や台本といったものを超越した所からやってきたという事だった。それはもはや演技などではなく、孝太郎自身の言葉であり、行動であった。

　―――そうか………俺は、あの人達が大好きだったんだな………。

　そうやって孝太郎が改めて自分の想いを確かめた時だった。突とつ然ぜん、孝太郎の目に映っている風景が大きく変化した。

　ザアァァァァァァアァァァァァァァ

　そこはいつの間にか、舞台の上から本物の草原へと姿を変えていた。草原は夕陽の赤い光を浴びて金色に輝き、強めの風がそこを吹き渡っていく。目に入る風景が同じであるだけではない。肌はだに吹き付ける風、鼻をくすぐる草の匂いまで、あの日のそれと同じものだった。

　そしてそんな草原に、頭上から真っ白な粉雪が舞い落ちていく。粉雪は夕陽の光を浴びて銀色に輝き、金色の草原と美しいコントラストを描えがき出していく。

「さようならぁっ、アライア陛下っ！　シャルル殿下ぁっ！」

　孝太郎にはもう、ここがどこなのかが分からなくなっていた。舞台の上なのか、夢の中なのか、それとも本当にあの日に戻ったのか。だが、孝太郎はそのどれでも構わないと思っていた。もう二度と会う事はないと思っていた想い出の人達に、再び会う事ができたのだから。

「なくなぁっ、あおきしぃっ!!　おとこじゃろぉうっ!!」

　孝太郎の両目からは、自然と涙が溢れていた。シャルルがその事に文句を言ったが、孝太郎には我が慢まんする事は出来なかった。

「あおきしぃ～～～!!　またあえたらあそんでおくれぇっ～～～!!　たっしゃでのぉ～～～!!」

　シャルルも泣きながら大きくその手を振った。あの日の彼女が、そうしていたように。

　そう、孝太郎はこうやって、シャルルと別れてきたのだ。

「コータローさまぁ～～～!!」

　そしてアライアもまた、懐なつかしい声で、懐かしい笑顔で、孝太郎を呼んだ。両腕を大きく広げ、孝太郎に向かってその手を差し伸べる。そうする事で、遠く離れた孝太郎を抱き締めようとしているかのようだった。そしてその姿のまま、彼女は続けた。

「たとえ幾百万の刻と、幾千万の道程に隔へだてられようとも―――」

　それは『揺り籠』のブースターの噴射音が掻き消してしまい、孝太郎の耳には届かなかった言葉だった。その言葉が今、確かに孝太郎の耳に届いている。孝太郎は深い驚きと共に、アライアが紡つむぎだす言葉に耳を傾け続けた。その言葉の全てを、胸に刻み込みながら。

「―――この想いだけは、あなたと共にっ！」

　それは途と方ほうもない時間と距きよ離りを隔てて届けられた、過去からのメッセージだった。




　こうして孝太郎達の舞台は、万ばん雷らいの拍はく手しゆと共に終わった。




　そして孝太郎は二千年の時を経へてようやく、あの日聞く事が出来なかった、アライアの別れの言葉を知ったのだった。
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あとがき







　皆さん、お久しぶりです。著者の健速です。

　この度は六畳間の侵略者!?　八・五巻『白銀の姫と青き騎士　第二章』を無事に皆様へお届けする事ができました。お手に取って頂き、どうもありがとうございました。

　この巻の内容は、七・五巻に引き続き、外伝的な内容となっています。ティアが七巻において執しつ筆ぴつした、二番目の台本に相当するストーリーが展開されていきます。青騎士伝説の後編、もしくは孝太郎編というところでしょうか。




　この巻の見所は幾いくつかありますが、中でもドラゴンが登場するあたりが見所かもしれません。このドラゴンという生き物は、ファンタジーにおいては半なかばお約束となっていますが、ある程度ＳＦ要素を含む本作においては、いるんだからいいじゃないか的な処理は出来ません。ある程度は説得力のあるドラゴンを出さなければなりませんでした。そんな訳で、ドラゴンこそが本作で一番頭を悩ませた部分である事は間違いありません。




　ドラゴンという生き物は生物学的に見た場合、かなり無む茶ちやな身体をしています。無茶な点は大きく二つ。あれだけの巨体で空を飛んでしまう事、そして火炎を吐いてしまう事です。

　この地球上においても、かつて空を飛ぶ大型生物が存在していました。翼よく竜りゆうのプテラノドンなどがその一例です。彼らは大きいものでは十メートル近いサイズのものまでいたとされています。じゃあそのサイズならドラゴンも飛べるんじゃないか、そんな風に考えてしまいがちですが、現実はそうではありません。実は翼竜達は驚くほど軽い身体をしていました。体重は二十キロから三十キロほど。彼らはあの大きさで大型犬ぐらいの体重しかなかったのです。だからこそ彼らは空を飛ぶ事ができました。しかしいわゆるドラゴンは、どう見積もっても体重が百キロを下回っているとは思えません。あのパワフルな体形、その巨体からすると、数トンの体重があるのは間ま違ちがいないでしょう。更さらにはゲームのボスキャラ級のドラゴンともなると、明らかに二十トンを越えている筈です。するとどう考えても翼が作り出す揚よう力りよくでは飛べない筈なのです。

　そしてもう一つの口から火炎を吐くという特とく徴ちようも、ドラゴンのリアリティを損そこなわせる原因となっています。地球にも高温になる化学物質を吐はく生き物は存在しています。しかしその温度はどれも百度そこそこ。吐き出す時に身体が熱に耐たえなければならないので、百度ぐらいが温度の限界となっているようです。身体の中に高温の炉ろと、それに耐える耐熱構造を備えた生き物というものがごく自然な進化から現れるのかどうか。普通に考えると、その可能性は低いだろうという事は御理解いただけるものと思います。これに加え、ドラゴンの吐く息は個体ごとに様々です。吹雪ふぶきを吐くもの、毒ガスを吐くもの、電撃を吐くもの。ファンタジー作品においては、他にも多様なドラゴンが登場しています。それらが吐き出すものごとに別の進化経路を辿り、それらが偶ぐう然ぜん同時期に現れたとするのはいささか強引過ぎる話です。




　そこで困こまった私は、彼らを種族的な魔法使いにしてしまう事にしました。肉体は恐竜と大差ないものの、生まれ付き強力な魔力をその身に宿している。その力を使って空を飛び、強力な息を吐く。これならば生物学的な問題を考えずに済みます。既すでに魔法使いは作中に存在してしますし。ここから転じて、頭の良い個体は普通に魔法を使うだろうという結論に至りました。

　普通のファンタジーであれば、ドラゴンの体内には火炎袋や電気袋がある方が自然な感じになって良いんじゃないかと思います。世界を作った神様がドラゴンをそうデザインしたならば、それで良い訳なので。六畳間が完結したら、普通のファンタジーをやってみようかな。なんだかファンタジーも楽しそうな気がしてきました。でもずっと先の事になると思います、多分。




　良い感じにページがなくなってきました。今回はこの辺でお別れです。

　この本を出版するにあたって御尽力頂いた編集部の皆様、毎回きちっと可愛いイラストを描いて下さるポコさん、アイデアに詰つまった時に一緒に飲みに行ってくれた友人一同、そしてこの本をお買い上げ下さった皆様に篤あつく御おん礼れい申もうし上あげます。




　それでは九巻のあとがきでまたお会いしましょう。





二〇一一年　十月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３　東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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